
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　叶かなわなかった約束






　目の前には一面の荒野。そこにはかつて、緑豊かな平原が広がり、人が暮らす村や町があったという。それを裏付けるように、荒野には崩れた石の山──かつて住居であったものが、所々に偏在していた。

　かつて同じように旅した先代の勇者たちは、この光景を見て何を思ったのだろうか。

「眠れないの？」

　クロムが独り荒野を眺めて思索していると、見張り番をしていた幼おさな馴な染じみの少女──シオンが声をかけてきた。

　クロムとその仲間たちは旅の途中で、夜風を防げそうな、比較的形の残っている廃はい墟きょを見つけて野営していた。夜の荒野は、風が一層冷たい。クロムは廃墟の高台から下りると、焚たき火の側そばへ腰を下ろし、毛布を纏まとった。

「……トールとエイジは、もう寝たのか」

　仲間である少年たちの様子を尋ねると、シオンは苦笑しながら答えた。

「うん、もうぐっすりだよ。まったく……あの能天気さを、クロムも少し分けてもらったら？」

「まったくだな……」

　冗談でも何でもなく、本当に見習いたい限りだと思う。

　明日にはいよいよ、最終決戦──勇者としての務めを果たすときが来る。本当ならば、少しでも休んでおくべきだ。

　しかし、クロムの胸には、未いまだ漠然とした不安が澱おりのように溜たまっていた。

「大丈夫だよ。神しん霊れいさまだって、クロムを勇者に認めてくれたんだから」

　クロムの不安を察したシオンは、両手を握り、元気づけるように笑顔を向けた。

「……果たして、神霊がなぜ俺を選んだのか、未だによく分からないがな」

　クロムはため息をついた。その言葉は決して謙遜などではなかった。戦いの技術にしても、他の仲間とさして変わりは無いし、何より自分には、勇者としての志──心の強さが足りていないような気がした。だから、未だに不安に苛さいなまれる。

　その点で言えば、シオンは誰よりも勇者に相応ふさわしいような気がした。どんな絶望的な状況であっても、彼女だけはいつも明るく仲間を励ましてくれた。彼女が居なければ、自分などとっくに折れてしまっていただろう。

「まったく、今からそんな後ろ向きでどうするの。何か楽しいことを考えようよ！　戦いが終わったら、やりたいこととかさ！」

　そう言いながら、シオンは星空を見上げた。白金のような白髪がさらりと揺れ、星々の光をわずかに反射した。ここ最近はずっと曇り続きだったが、今夜は珍しく晴れ渡っており、空には数多あまたの星が煌きらめいていた。

「ちなみに、わたしはだねぇー……。やっぱり、まずは温泉かな！　王都から少し行ったところにあるハイネ村に、すごい効く温泉があるらしいよ。あとなんか、温泉で作ったゆで玉子がすごく美味おいしいとか！　絶対食べてみたいよねぇ」

　シオンは、にこにこと顔を綻ばせた。どうやら意識は、もう温泉に飛んでいったようだ。まるで本当に温泉に浸つかっているかのように「ふわぁ……」とため息を漏らした。

「ほら！　クロムは何かないの？」

　そう言われて、クロムも考えてみる。温泉……ゆで玉子……。どれもピンとこない。元々休みの日でも、仲間に誘われなければ、寝ているか鍛錬でもしているか、そういう過ごし方しかしてこなかった。クロム自身には、さしたる志もなければ望みもない。

　なんの因果か、今は勇者などしているが、それも元は仲間たちの影響だった。故郷を魔物に襲われて失って以来、身を寄せ合うように生きてきた同郷の仲間たち。彼らは「故郷と同じような悲劇を防ぎたい」と志して戦ってきた。自分は、それについてきたに過ぎない。クロム自身は、仲間たちと居られれば、それで良かった。

「……特に無い」

　しばし考え込んだ後、クロムは正直に言った。

「ハァ……まったく……」

　シオンは呆あきれたようにため息をついた。

「……わたし、心配だよ。クロムはいつも、わたしや皆を気遣って助けてくれるのに。自分のことになると、全然なんだから」

　シオンは膝を両腕で抱えて、焚き火を見つめた。わずかに細められた瞳に、焚き火の光が反射して揺れていた。

「誰かのためじゃなく、キミはもっとキミ自身のために生きるべきだよ。そうじゃないと──」

（──いつか他人のために、その命すらあっさりと捨ててしまいそうで、わたしは怖いよ……）

　シオンは心の中で呟つぶやいた。クロムは優しい。でもその優しさが、いつか自分を責めて追い詰めてしまうような、そんな危うさを感じていた。

「……考えておく」

　クロムは観念したように答えた。クロムとしては「他人のために生きる」なんて高尚なことをしているつもりは無かった。欲──というか意思が薄いだけである。しかし、心底心配そうなシオンの顔を見ると、少しは前向きになるべきかもしれないと思った。

「何なら……一緒に、探しに行く……？」

　シオンはぽつりと呟いた。夜中で眠いせいか、つい不意に口に出してしまった言葉だった。

　思わずクロムと目が合った。シオンは慌てて言葉を続けた。

「ほら！　戦いが終わったら、いっぱい時間もあるだろうし。わたし、いっぱい楽しいところ知ってるから！　あと……ライラも、クロムと遊びたいって言ってたし!!」

　シオンはわたわたと手を振りながら、弁解めいた言葉を口にした。妹のライラまで出しにして……。自分でも、なぜこんなに慌てているのか分からないが、ひたすらに顔が熱かった。

「そうだな……それも良いいかもしれない」

　クロムは、シオンの慌てぶりには気が付かず、眠そうに目を細めながら答えた。間もなく、クロムの瞼まぶたはゆっくりと閉じていった。どうやら話をしたことで、多少なりとも不安が紛れてきたようだ。

　シオンは「約束だよ」と呟いて、やがて静かに寝息をたて始めたクロムを、いつまでも見守っていた。




　翌朝、クロムたちは旅立った。旅の目的地──最後の戦いの場所へと。

　そしてクロムは知ることになる。この夜に感じていた不安は、正しかったのだと。




「──ぐぅッ……!!」

「エイジ!?　大丈夫か……？」

　重厚な盾を携え、慎重に先頭を進んでいたエイジが、苦しげに呻うめいて膝をついた。クロムは急いで駆け寄った。

「クソッ……あたまが、割れそうだ……」

　エイジは額を掌てのひらで押さえ、苦く悶もんの表情で脂汗を浮かべていた。

「ゲホッ……ゲホッ……僕も、ちょっとヤバいかもですね」

　その後ろでトールも、血の気の無い顔で咳せき込みながら、同じように膝をついた。

　クロムが視線を上げると、そこにある空や大気は不気味な赤紫色に染まっていた。《エーテル》──異形の魔物たちに力を与え、人や動物には猛毒となる気体。それが目に見えるほどの濃度で充満している。二人の体調不良は、これが原因だろう。

「……もういい。あとは俺一人で──」

　クロムが言いかけた言葉を、エイジは手で制した。

「バカ言うな……街にあふれる魔物どもを見ただろうが。おまえ一人、置いていけるか」

　エイジは汗に濡ぬれた顔で地を見つめたまま、自分自身へ言い聞かせるように呟いた。

　クロムたちが潜む路地の先から、また数体の魔物が押し寄せてきた。

　ここは、昨晩の野営地から、さらに荒野を渡った先。かつて大国の城下町だった場所であり──そして今は、異形の魔物が闊かっ歩ぽする巨大な廃墟である。

　迫りくる魔物どもの雄お叫たけびを聞いて、エイジは顔を上げた。

「ほれ来たぜ……おまえは、最後のために力を温存してろ」

「……そうですよ。僕の調べによれば、最後には……大物が待っているようですから。大役は、クロムに任せます」

　二人は精一杯に笑みを取り繕いながら、再び武器を手に立ち上がった。

「……ふんばりどころだよ。終わったら……皆で、美味しいもの食べにいこうね！」

「おうよ!!」「承知です!!」

　シオンが明るく声を上げ、エイジとトールが呼応した。そして、魔物が押し寄せる路地の先へと身を躍らせた。

「押し通らせてもらうぜ!!」

　エイジが重厚な盾を鈍器のように振るい、先頭の魔物をなぎ倒した。吹き飛ばされた魔物が、後続の列を巻き込んで倒れた。

「其そは叡えい智ちにして力。灼しゃく熱ねつのその身をもって、仇あだなすものを灰へと還かえせ──さぁ、勇者一行のお通りです!!」

　その隙にトールが詠唱を終えると、火か焰えんが龍のように立ち昇り、魔物の群れを吞のみ込んだ。龍は狭い路地をまるごと吞み込むようにして、魔物を次々に灰へと変えていった。

　二人の果敢な攻勢に怯ひるむこと無く、路地には魔物が次々に押し寄せ続ける。しかし、エイジたちは完璧な連係でそれらを捌さばき続け、魔物はぐんぐんと数を減らしていった。

「これでッ──終わりだ!!」

　エイジが大剣を叩たたきつけ、最後の一体にとどめを刺した。路地を埋め尽くさんばかりに殺到していた魔物どもは、ものの数分で跡形もなく消え失うせた。

「ハァ……ハァ……このまま、突っ切るぞ」

　肩で息をしながらエイジは、剣先で路地の先──最終目的地である闘技場を指した。

　その顔には、苦しげな皺しわが刻まれており、額にはますます汗を浮かべていた。口元に浮かべた笑みは、誰の目にも空元気だとわかる。

　だが、いまさら引き返すわけにもいかない。こうして迷っている間に、街にあふれる魔物どもが再び押し寄せてきたら、進路も退路も失ってしまうだろう。

　胸に押し寄せる不安を押し殺すように、クロムは剣つるぎの柄を強く握り、そして闘技場への道を走り出した。




　王城のお膝下に建てられた闘技場──そこに、エーテルや魔物の元凶たる《異界の裂け目》がある。それは巨大な眼めを縦にしたような形をしていて、吹き出す高濃度のエーテルで光が歪ゆがむためか、中は不気味なマーブル模様が渦巻いていた。

　その前に巨大な異形の魔物《ガーディアン》が、異界の裂け目を守護するように立ち塞がっていた。

　それは人間のような身体からだに、ひときわ異質な頭部を持つ。頭部は巨大なイソギンチャクのように触手が生えており、それらは時折何かを捕食するように、不気味にうごめいていた。

「……ゴホッ……あれが、件くだんの『大物』みたいですね……」

　立ち塞がる魔物を見据えつつ、トールは咳き込みながら呟いた。

「俺とトールで引きつける。その隙を見計らって、クロムがトドメをさしてくれ。シオンは周りの雑ざ魚こを頼む」

　エイジが淡々と告げ、トールとシオンが頷うなずいた。

　エイジは黙ったままのクロムに目を向けると、ニカッと口元に笑みを浮かべた。

「後は頼んだぜ──勇者クロム」

　その言葉が、表情が──どこか、死にゆく者のそれに感じられて、クロムは言葉を詰まらせた。

　返事を待たぬまま、エイジはクロムの肩を叩くと、闘技場の中へと飛び出していった。「健闘を!!」と声を上げ、トールも後に続いて行った。

　クロムは何も言えぬまま、その背を追うようにして、闘技場の中心へと目を向けた。

　ガーディアンは、その頭のどこに目があるのかもわからないが、敵の接近は察知したようで、やけにゆっくりとした動きで二人の方を向いた。

　エイジが剣を構え、トールが呪文を詠唱し始める。しかし、ガーディアンは迎撃の構えを取るでもなく、大きく息を吸うように頭を上へ持ち上げた。

　──いやな予感がする。クロムの背筋を、冷たい感覚が走った。

「待てッ──」

　クロムの叫びが二人に届く──その一瞬前に、ガーディアンの口から毒霧のようなものが吐き出された。

　毒々しい赤紫の霧は、体内で濃縮されたエーテルのようだ。それはすぐさま闘技場を覆うように広がり、クロムの視界を遮った。

　クロムとシオンは、反射的に後方へと飛び退しさった。霧はクロムたちが先程まで居た観客席をも覆い尽くしてゆく。お陰で、闘技場の様子がまったく見えない。

「「グゥ……ガァアアアあああ!!」」

　突然、異様な叫び声が一帯に響き渡った。

　その叫びは、あまりに強烈な悲痛さを帯びていて、聞き覚えのない音に感じられた。




　だから──それが、聞き慣れた仲間の声だとは気が付かなかった。




　エーテルの霧が晴れる。闘技場の中には──苦痛に叫びながら頭を搔きむしる二人の姿があった。

「「エイジッ!!　トールッ!!」」

　クロムとシオンは、二人の許もとへと駆け寄ろうとした。しかし──

「ぐぅ……あが……ッ──ガァァアアああああ」

　二人は、およそ人の声とは思えない雄叫びを上げると──クロムたち目掛けて、武器も取らずに素手で襲いかかってきた。

「ぐッ──!?」

　思いがけない攻撃に怯みながらも、クロムは辛かろうじてその手を摑つかんだ。

「やめろッ──目を覚ませ！」

「エイジっ!!　トールっ!!　やめてっ!!」

　尚なおも摑みかかろうと迫る腕を押さえながら、クロムとシオンは必死に呼びかけた。しかし、その言葉が届いている様子はない。

　そうしている間にも、闘技場には続々と魔物が集まりだして、徐々にクロムたちを包囲し始めていた。

「──くっ!!」

　やむなく、クロムはエイジの手を振りほどいて距離を置いた。

　エイジたちは再び苦悶の叫びをあげながら、激しく身をよじりだした。しかし魔物どもは、狂ったように暴れまわる彼らを無視して、クロムたちに向かってくる。

　本来、魔物が人間を襲わずに無視するなんてことは、ありえない。

　つまりそれは、エイジたちがもう人間ではないということを意味していた。

「クロムっ……一旦、退こう！」

　シオンが苦悶の表情で叫んだ。クロムは諦めきれないというように歯を食いしばって、エイジを見つめた。その瞳に、自分を心配させまいと笑ってみせた、彼の面影はもう無かった。

「──……くそっ!!」

　クロムは自身の無力を悔やむように吐き捨てると、シオンに続いてその場を後にした。




「ハァ……ハァ……」

　息を切らして階段を駆け上がる。二人分の靴音が、石造りの壁に反射して響き渡った。どうやら追手は来ていないようだ。

　クロムとシオンは、かつては城の見張り塔であった廃はい墟きょに身を潜ませていた。

　息を整えながら、窓から外を見下ろした。

　眼下にある廃墟の街には、獲物を探し求めるように異形の魔物が溢あふれかえっていた。幾百、幾千の凶悪な魔物ども、その全てが自分たちを狙って探しているのだと思うと、さすがに身震いがした。ここに隠れていても、きっと長くはもたないだろう。

　空や大気は相変わらず、エーテルの不気味な赤紫色に染まっていた。

　エーテルに侵されれば、人も動物もやがておぞましく歪んだ姿へと変異し、性格も凶暴に変わり果てるという──まるで魔物へと生まれ変わるように。

　そして、エイジとトールが、先刻そうなったように。

「くそっ!!　いったいどうすれば……」

　クロムは悲痛に顔を歪ませて叫んだ。

　先程のエイジたちの様子を思い返す。彼らは姿形こそ、未いまだ人間らしさを保っていたが、我を失ってクロムたちに襲い来る様子は、もはや人間というより魔物のそれだった。クロムが必死に呼びかけた声も、彼らに届いている様子はなかった。

「……ッ」

　シオンが苦痛に息を漏らして、顔を俯うつむけながら額に手を当てた。先程から、ひどく頭が痛むらしい。苦しそうに歪めた顔に、脂汗を滲にじませていた。

「シオン……？」

　クロムは思わず声をかけた。声が上擦り、震えた。

「……大丈夫」

　シオンは苦しげでありながらも、笑顔を見せた。これまで幾度も、自分や仲間を支えてくれた笑顔。それゆえに──今の彼女がどれほどの苦痛に耐えながら、必死に笑顔を取り繕っているのかを、クロムは感じ取ってしまった。

　勇者であるクロムは、エーテルに侵されることは無い。しかし、シオンたちは別だ。影響に個人差はあれど、高濃度のエーテルに数日間さらされていれば、魔物へ変異まではしなくとも、身体への悪影響は避けられない。

　それでも彼女たちは、クロムを守り支えるために同行を申し出てくれた。自信の無いクロムにとって、それがどれだけ心強かったか。

　その考えの甘さを、今になって痛感するなんて。

　仲間たちの優しさに甘えてしまった、自分の弱さを呪った。

「……大丈夫。行こう」

　しかしシオンは、苦痛を振り払うように立ち上がると、決意を滲ませた声で告げた。




　闘技場に戻ると、魔物どもはクロムたちの帰りを待ちわびるように、周囲へ溢れかえっていた。

　ガーディアンは、相変わらず異界の裂け目の前に居座り、挑戦者を待つように静止していた。

「クロムは、あの大きいのをお願い。わたしは周りを」

　シオンが告げた。その冷静な声色に、先程の苦く悶もんの影はない。クロムは無言で頷いた。

　クロムは巨体の魔物に相対すると、剣に掌てのひらをあてがい、自らの血で刀身を濡ぬらした。その血はすぐさま蒸発し、赤黒く揺らめく霧と化した。

　それはまるで──地獄の炎のようでもあった。

　血の炎は剣を、そしてクロムの身体を覆い尽くしていく。それと同時にクロムは、身体の芯から急速に熱が失われていくのを感じた。

　この《血の力》は、幾度も難敵を屠ほふると同時に、クロムの命を蝕むしばんできた。しかし、もはや出し惜しみをしていられる状況ではない。

　クロムの背後でシオンも、同じように血の炎を纏まとわせていた。決死の覚悟を灯ともす二つの炎は、暖め合うように勢いを増していく。

　二人は血の炎を纏った剣を携え、同時に反対方向へと疾駆した。




　シオンは、血の炎を纏う剣を携えて走りながら、闘技場の入り口を見た。そこには、シオンたちの気配を感じ取った魔物どもが、我先にと殺到してきていた。

「──せやぁぁああああ──ッ!!」

　剣を前面に突き出し、その身ごと魔物の群れに飛び込む。剣が先頭の魔物の胸を穿うがち、そこから赤黒い血の炎がみるみる燃え広がって、身体からだを焼き尽くした。さらに炎は、周囲の魔物へも次々と燃え広がり、その肉体を喰くらい尽くしていく。

　その光景に臆することもなく、魔物どもは次々に押し寄せてきていた。

　その中に、かつての仲間──いや、仲間であったものたちの、変わり果てた姿を見つけた。

「ガァァアアアあああ!!」

　その一体──エイジであったものが、獣のような唸うなりを上げて迫り、異様に肥大化した手でシオンをなぎ倒そうとした。シオンはそれを飛び越え、そのまま背後に降り立った。

「……──っ!!」

　一瞬、剣を持つ手が迷いで止まりそうになる。

　しかし、シオンはそれを心の内で断ち切ると、その背──かつて自分たちを守ってくれた彼の背に、剣を突き立てた。

「ぐぁぁああアアアア──!!」

　血の炎が、ひときわ激しく燃え上がる。彼は苦悶に満ちた叫び声を上げながら、赤黒い炎に吞のまれていく。

　胸がキリリと締め付けられるように痛んだ。ふいに、彼がいつも冒険に心を躍らせながら見せる、子供のような笑顔を思い出しそうになった。

　シオンは、その痛みに気が付かないふりをして、彼を燃やし尽くして消えゆく残り火から目を逸そらした。

　その隙にもう一体──トールであったものが、小柄な体格を活いかして素早く飛びかかってきた。シオンは目にも留まらぬ回し蹴りで、それを横に弾はじき飛ばした。

　予想外の蹴りをくらい、彼は怯ひるんだようだった。その隙を見逃さず、シオンは踏み込んだ。彼の驚きで見開かれた眼めに、ひょうきんで好奇心旺盛な性格の面影を見た気がしたが、間もなくそれも、血の炎に焼かれて消えた。

　辺りの魔物は、あらかた焼き尽くされたようだった。

　シオンは思わず膝をついた。血の力を使い続けたせいで、身体の熱と感覚はほとんど失われ、もはや傷の痛みも感じなくなっていた。

　しかし、感覚は失われたはずなのに、身体が内側からぞわぞわと疼うずいて仕方がなかった。その苛いら立だちにまかせて身体を搔きむしりたくなる衝動を、両腕で身体を抱きしめながら必死に堪こらえた。

　頭痛も感覚の薄れと共に感じなくなったが、代わりに頭蓋の内を百足むかでが這はい回るような、おぞましい感覚が襲ってくる。自分が自分で無くなっていくような恐怖に、涙が零こぼれそうだった。

　シオンは霞かすむ視界のままで、クロムの方へと振り返った。




　異界の裂け目を守護していたガーディアンは、今まさにクロムの剣に胸を貫かれ、倒れ伏した。クロムの剣から血の炎が燃え広がり、みるみるその巨体を焼き尽くしていった。

　クロムは、自らの血の炎で、ガーディアンが赤い灰へと燃え尽きていく様を呆ぼう然ぜんと眺めていた。やがて炎は、身体を全て喰らい尽くして消えていった。

　それと同時に、クロムの身体と剣を覆っていた血の炎も霧散した。既に身体の感覚は、ほとんど残っていなかった。これほど消耗したのは初めてだった。何とか地に立ってはいるものの、その実感は希薄で、今にも倒れ込みそうだ。

　クロムはシオンの方へと振り返った。

　あれほど殺到していた魔物どもは、みな血の炎に焼き尽くされ、間もなく灰へと還かえっていった。その中には──かつての仲間たちもいたに違いない。

　その中心で、シオンはまるで凍えるように両腕で身体を抱き、膝をついていた。

「──シオンッ!!」

　クロムは、身体の消耗など忘れて、反射的に駆け出した。

　シオンがクロムの方へと振り返った。

　その眼が──青空のように澄んだ瞳が揺れるのが分かった。一瞬だけ泣きそうに見えた顔が、晴れやかな笑顔に変わる。




　まるで、別れを告げるときのように。




　シオンは笑顔のまま、自分の胸に剣先を向けた。

「シオンッ!!　やめろ、やめてくれ!!」

　クロムは必死に叫んだ。

　昨晩の、彼女の言葉が脳裏をよぎった。

　──おまえには、まだやりたいことが沢山あったはずだろう。自分のために生きろ──そう言ったのはおまえだろう。

　一緒にやりたいことを探すと、約束もしてくれたはずだ。だから──

「クロム──」

　シオンはクロムの名を呼んだ。続けて何かを言いかけたように見えたが、言葉を吞み込んで口をつぐんだ。

　シオンは、胸に燻くすぶる想おもいを断ち切るように、空を見上げて瞳を閉じた。一筋の涙が溢あふれて、血の滲んだ頰に線を引いた。

　そして再び眼を開くと、瞳にクロムを映して告げた。

「ごめんね……ありがとう。さようなら──」

　シオンは最さい期ごの笑顔をクロムに向けると、剣で自身の胸を貫いた。











第一章　回生






　人は死んだら何処どこへ行くのだろうかと、考えたことがある。

　よく言われている話では、善人は不自由なく暮らせる楽園へ誘いざなわれ、悪人は地獄であらゆる苦しみを受けさせられるという。

　その話を信じたとして、俺が今いる場所が楽園なのか地獄なのかは、見当がつかなかった。この場所には何もない。全くの「無」と表現するしかなかった。

　そんな暗闇を当あて所どもなく見渡していると、不意に声が聞こえた。

「若き英傑よ」

　その声は摑つかみどころがなく、男のようでも女のようでもあった。また、幼いようにも老練したようにも聞こえた。しかし、いずれにしても、およそ人間とは思えない、何か超越的な存在感を示していた。

「数多を失いながら、数多を守りし者。

　自らを救うこと能あたわず、されど世を救わんと欲ほっした者よ」

　声は歌うように言葉を紡つむいだ。

　それに呼応するように、周囲に光の粒子が集まりだし、次々に人のような形を成した。

「魔の刻ときが訪れる」

「閉ざされし路みちが、再び開かれる」

「神しん威いを借る英傑が、再び世に求められる」

　色とりどりの光は、俺を取り囲むように集い、口々に言葉を紡いだ。それらは最初に聞こえた声とは異なり、はっきり人のものとわかる声色を持っていた。また、光で形作られた姿は、大柄な男のようなものもあれば、小柄な少女らしきものもある。

　ここが死後の世界であるなら、彼らはおそらく、死者の魂なのだろう。彼らの告げる言葉の意味はわからないが、何やら不吉な雰囲気は察せられた。

「若き英傑よ──」

　再び、最初に聞こえた声が言葉を紡ぎ始めたところで、また目の前で異変が生じた。

　暗闇ばかりの世界へ、まるで雲の切れ間のように、一筋の光が差し込んできた。光は徐々に拡張しながら、俺の視界を覆い尽くし始める。

　集まっていた魂たちが、にわかにざわめき出した。どうやらこの光は、この世界においても異常事態らしい。

「──現うつし世よより、汝なんじを呼ぶ声が聞こえる」

　不思議な声は、目前の事態に動じる様子もなく告げた。

「縁えにしに従い、今一度現世に戻ることを許そう。役目を終えた時、汝の魂は再び此処ここに戻る。其その時を、今暫しばし我らは待とう」

　その声に応じるように、目前の光は一層拡張して、視界の全てを覆い尽くしていった。

　それと同時に、俺の意識は急速に遠ざかっていった。いやむしろ、おぼろげな暗闇の世界から、実体感を強めていったと言うのが正しいかもしれない。

「我らは汝を見ている。これまでも、これからも」

　薄れゆく暗闇の中から、最後に声が聞こえた。

　やがて完全に暗闇が消え失うせると代わりに、久しく感じていなかった温度や香り、そういった身体感覚がにわかに蘇よみがえってきた。




「……──」

　誰かが息を吞のむ、かすかな音が聞こえた気がした。

　眼を開こうとするが、まだ光に慣れていなくて眩まぶしいばかりだ。クロムは掌てのひらで眼を覆いつつ、仰向けに横たわっていた身体をゆっくりと起こした。

　ここはどこだろうか。そもそも自分は、何をしていたのだったか。頭の中は、霞かすみがかったようにぼんやりしていた。

　次第に眼が慣れてきて、周囲の様子が見え始めた。

　眼前に白髪の少女が立っていた。少女は紺色の瞳を湖面のように揺らめかせて、心配げな表情を浮かべていた。

「……シオン？」

「──え？」

　クロムは、思わず胸に浮かんだ名前を呼んだ。

　少女は困惑したように視線を彷徨さまよわせた。胸の前にぎゅっと握られた手が、かすかに震えた。

「どうして……生きていたのか？」

　クロムは続けて問いかけた。喉に痰たんが詰まったように、うまく声が出せない。クロムは思わず俯うつむいて咳せき込んだ。

　クロムが顔を上げると、少女は困惑した──あるいは悲しそうな顔をして、口を開いた。

「いえ、わたしは……」

　その様子を見かねたように、横から別の声がした。

「なんだい、クロム。まだ寝ぼけているのかい」

　声のした方を見ると、見覚えのある女魔術師──ミレーナ・レインが立っていた。

　ミレーナは白髪の少女に歩み寄ると、その肩を後ろから抱いてクロムに近づかせた。

「まぁ、キミがいない内に彼女も成長したからね。見間違うのも無理はないかな。ほら、じっくりと見てみたまえよ」

　そう言ってミレーナは、ニヤリと笑みを浮かべながら、白髪の少女の肩越しにクロムを見た。

　少女は居心地悪そうに顔を俯けた。そうしながらも、クロムの言葉を待つように、ちらちらと上目遣いにこちらを見てくる。

　しかし、なんと声をかけろというのか。




「……誰だ？」




　白髪の少女がシオンでないというなら、クロムには他に心当たりが無かった。

「え……？」

　少女は思わず声を上げてクロムを見上げた。その瞳には、不意を衝つかれたような驚きが浮かんでいた。
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「誰って……ライラくんじゃないか！　本当に分からないのかい？」

　ミレーナは不安げにクロムの顔を窺うかがった。ライラと呼ばれた少女は、縋すがるような眼めでクロムを見つめていた。

「ライラ……。すまないが、記憶に無い」

　二人のただならぬ視線に気まずさを感じつつも、クロムは正直に言った。

「…………」

「…………」

　気まずい沈黙が流れる。ミレーナは顎に指を当てて、考え込むように押し黙ってしまった。少女は青ざめた顔で、心ここにあらずという様子で立ち尽くしていた。

　二人の様子を見る限り、ライラという少女とクロムの間には、何かしら関係があったのだろう。それも、忘れることなどあり得ないような関係が。それを何故なぜ忘れてしまったのかは分からないが、クロムの心に行き場のない罪悪感が湧いてきた。

「……そう、ですよね……」

　やがて、少女は何か痛みに耐えるように、ぽつりと言葉を漏らした。

「いや、おそらく蘇そ生せいのときに、記憶の一部に障害が発生したのだろう」

　ミレーナは神妙な顔でクロムを見つめた。

「あのね、クロム。ライラくんはキミの──」

「ミレーナさん」

　ミレーナが何か言いかけたが、それを少女が制した。少女は目を伏せて、静かに首を横に振った。

「一気に色々と聞かされても、クロム……さんも、混乱すると思いますから」

　少女は視線を落として言った。それはどこか、自分自身に言い聞かせている風にも見えた。

　ミレーナは「ふむ」とため息をつき、顎に指を当てたまま思索していたが、やがて何かに納得したように顔を上げた。

「まぁ、そうかもしれないね。きっと何かきっかけがあれば、記憶も戻ってくると思う。……私の力が至らぬばかりに苦労をかけるけれど」

　ミレーナは申し訳無さそうに謝罪した。しかしクロムは、現状では何を忘れたのかさえ分からないので、何とも言いようがなかった。ただ少女の、いたくショックを受けている様子が気になっていた。

　しかし少女は、すぐに気を取り直して、クロムに笑顔を向けた。

「わたしは、ライラ・グレイス──シオン・グレイスの妹です。改めまして、よろしくお願いします」

「ええと……。では、何から説明すればよいでしょうか……」

　クロムに状況の説明をしようと、ライラは口に手を当てて考え込んだ。その間にクロムは、改めて周囲を見渡してみた。

　この場所に見覚えはないが、おそらくミレーナの魔術工房なのだろう。室内には何に使うのかも分からない道具が散乱しており、窓からは久しく見ぬ日光が溢あふれ出ていた。クロムは自分が現世に蘇ったらしいことを、改めて認識した。

　次はライラに目を向けた。最初こそ、その白髪と碧へき眼がんからシオンと見間違えたものの、じっくり見れば、確かに別人だと分かる。シオンは明るく、はつらつとした少女であったが、ライラは大人しくて控えめな印象だ。シオンに比べて目尻もやや鋭く、凛り々りしさの中にも、どこか儚はかなげな雰囲気を感じる。色白の肌には所々に戦傷と思おぼしき痕が残っており、並々ならぬ人生を送ってきたのが窺えた。

「クロムさんは、ご自身が亡なくなったときのことを覚えていますか？」

　ライラが問いかけた。クロムは大分はっきりしてきた頭をはたらかせて、記憶を思い返した。

「あぁ……。勇者として二度目の旅に出て、異界の裂け目を封じるために戦い、そこで命を落としたはずだ。そこには、おまえ──ミレーナも同行していたな」

「そのとおりさ！」

　ミレーナは、何故か誇らしげに胸を張った。

　一度目の戦いは、同郷で幼おさな馴な染じみの仲間たちと共に挑んだ。そこでクロムは──自分以外の仲間をみな失った。そこには、ライラの姉であるシオンも含まれる。

　独り生き残ってしまったクロムは、再び世界に危機が訪れたとき、その贖しょく罪ざいのために二度目の戦いへ赴いた。何故か、当時はほぼ初対面だったミレーナもついてきたが。

　二度目の戦いはさらに厳しく、そこでクロムは力を使い果たして死んだはずだった。

「今は、クロムさんが亡くなってから五年が経たっています」

　……五年？　思いのほか長い時が過ぎていたことに、クロムは驚いた。その言葉が本当ならば、ミレーナは今二十五歳のはずだが……。その姿は記憶のまま変わっていないように思える。涼しげな水色の長髪に、真意の読めない藤色の瞳。陶器のように白い肌も、変わっていない。

「ふふん……私の衰えぬ美貌に驚いたかい？」

　ミレーナが誇らしげに鼻を鳴らした。……まぁ、歳としを取っても変わりない人間というのもいるだろう。肉体的にも、精神的にも。

「……クロムさんも、一度ご自身の姿を確認してみてください」

　ライラはそう言って、壁にかけられた姿見を指した。

　クロムは言われるがまま姿見の前に立ち、改めて自分の全身を見渡した。決して人好きのする方ではない顔つきや、戦いのために鍛えられた身体は、二十三歳で死んだときのままだ。乾いた血の色を連想させる、赤あか錆さび色の瞳も変わらない。

　服装や装備品までもが死んだ瞬間のままだった。動きやすさを重視した黒鉄のシンプルな軽けい装そう鎧よろいの上に紺色のマントを羽織り、革の鞘さやに納められた片手剣を佩はいている。

　だが、それ以外の部分は明らかに変わっていた。

　元は黒一色だった髪は、毛先が枯れ木のように白く色あせている。異様なのはそれだけではない。肌がおよそ生者とは思えないほどに血色を失い、もはや灰色がかっていた。

　まるで、物語に出てくる生ける屍しかばね──アンデッドのように。

「…………」

　クロムは言葉を失なくし、しばらく呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

「すでにお察しかもしれませんが……。クロムさんは一度亡くなり、そして蘇りました。生ける屍──アンデッドとして」

　ライラは真剣な──というよりは申し訳無さそうな声で語った。ミレーナも、先程の様子とは打って変わって、真面目な顔をしている。

「愛するキミをこんな形で喚よび戻してしまったことは、本当に申し訳ないと思っている。でも、どうか話を聞いてほしい」

　いつも飄ひょう々ひょうとしたミレーナらしからぬ真剣な声色を聞いて、クロムは思わず彼女の顔を見た。ミレーナは、クロムの目を真まっ直すぐに見つめて言った。

「このままだと、キミが命を懸けて救ったこの世界は、近い内に滅びるだろう」




　この世界は、数年の周期で滅亡の危機に晒さらされている。

　その原因は、今から百年以上遡る。

　遠い昔、とある大国に仕えていた魔術師が、こことは異なる世界──《異界》にある存在の召喚を試みた。当時、雄大なる平原を近隣諸国と争っていたその国は、異界の存在によって国の勢力を強化しようと目論もくろんでいたらしい。

　その試みは見事に成功し、しかし国に恩恵はもたらさなかった。

　魔術によって開かれた異界に繫つながる裂け目からは、異形の《魔物》が押し寄せ、人や動物を毒する《エーテル》が流れ込んできた。

　魔物とエーテルは、瞬またたく間に国を、そして平原全体を吞み込んでいった。

　以来、この世界に生きる人間にとって、異界の裂け目を封印し、魔物とエーテルによる厄災を鎮しずめることは、世界の存亡を左右する問題となった。

　そしてその役目を、自身の命を懸けて担になう者を《勇者》と呼ぶ。




「つい先日、封印の消滅が観測されたそうです」

　ライラが神妙な面持ちで言った。

「この世界に再び厄災が訪れるのも遠くないでしょう。ですから、早急に勇者を選ぶ必要があります」

　つまり、それこそがクロムを蘇よみがえらせた理由ということだろう。しかし、クロムには未いまだに腑ふに落ちない点があった。

「……だが、今の俺は『アンデッド』なのだろう。もはや、勇者として捧ささげる命もない」

　クロムは改めて、死者のごとく血の気を失った両手を眺めた。

「そうだね。キミを蘇らせる際に、私の魔術で与えた生命力はごくわずかだ。キミがこの世に留まれる時間は、もって半年というところだろう」

　ミレーナは頷うなずきながら言葉を続けた。

「その生命力で勇者の任を全うするのは、いくらキミでも難しいだろう。だから──」

　ミレーナはライラに目配せした。ライラはミレーナに頷いてみせると、その透き通った碧眼に静かな決意を湛たたえてクロムを見据えた。

「クロムさん。わたしを──勇者にしてください」










　コツコツと靴音が石造りの壁に反響する。クロムは一旦ライラと別れ、国王に謁見すべく、ミレーナに連れられて王宮区の回廊を進んでいた。

「しかし、おまえがまさか、宮廷魔術師になっているとは……。世も末だな」

「なにを言うんだい。私はちゃーんとまじめに国のために働いているよ」

「そのわりに、おまえの工房は私物だらけのようだったが……」

　この国《ユリオン》は王制の国家であり、国王や国政の関係者は王宮区と呼ばれる区画で職務に従事している。国に仕える魔術師であるミレーナの工房も王宮区の片隅にあるのだが、彼女はそこを半ば住居として占領しているようだった。

　宮廷魔術師といえば、国の命を受けて魔術研究に従事するエリートだ。

　クロムの生前におけるミレーナも、能力はそれに足るものがあったが、とても国のために働くような性格ではなかった。クロムの居ぬ間に心を入れ替えて、真面目に働きだしたのかとも思ったが……。

「五年も経てば、色々と変わるものさ。人も世界もね」

　ミレーナは歌うように言いながら、回廊の外に広がる景色を仰いだ。それにつられるようにして、クロムは断崖に群がる街並みを見下ろした。

　王宮区のある首都《テンフォート》は、削り取った岩山の上に築かれた城塞都市である。

　一般的な城塞都市は、城壁の内側に都市部と王城が別々に建てられているものだが、このテンフォートはいくつもの建物が岩山の上に寄り集まって、一つの巨大な城を成すような外見をしている。王宮区はその頂上に立っている。

　断崖に張り付くように立つ家々を初めて見たときは、崩れて落ちてこないのかと心配になったものだ。しかし王都に滞在する内に、それも見慣れてしまった。

　夕日に照らされる家々の屋根の上を、子供たちが跳び渡って遊ぶ様子が見えた。街の様子は、クロムが死んだ五年前とさほど変わらず、今まさに滅びに向かっているとは思えないほどに安穏としていた。

「世界の危機が迫っているとは、とても思えないな」

　クロムは街を見下ろしながら、独り言のように呟つぶやいた。

「まぁ、何事にも慣れというのはあるだろうね。エーテルの厄災が始まってから、もう百年近く経っているわけだし。もっともその平和は、勇者という犠牲の下に成り立ってきたわけだけれど」

　ミレーナは含みのある言い方をした。

　確かに、命を懸けて戦う勇者は、言ってしまえば人柱のようなものとも言える。しかし伝え聞く限り、歴代の勇者たちは皆、自ら守りたいもののために望んで戦い、その願いに殉じていったはずだ。

　もっともクロムの場合、自分の想おもいがそんな高尚なものだったとは思わないが。

　あの子──ライラはどうなのだろうか。

「キミを喚んだのは、このままだと新たな勇者が生まれないと思ったからなんだ」

　ミレーナは淡々と足を進めながら言った。

「あくまで私の見立てだけれど、今の勇者候補者たちには、勇者として欠落したものがある」

　まぁ、そうでなければ、わざわざ死者であるクロムを監督役に喚び出す必要はないだろう。

　勇者は、複数の試練を搔かい潜くぐった候補者から選ばれる。しかし、試練を達成すれば誰でも勇者になれるというわけではない。勇者を勇者たらしめる存在──《神霊》に、その心身の強さを認められる必要がある。したがって、例えば他人に頼りきって試練を達成したとしても、勇者にはなれない。

「まぁ、国王と謁見すれば、キミにも分かると思うよ。他の候補者も、その場に揃そろっているだろうからね」

　ミレーナの話を聞くうちに、なにやら不穏な気配が漂ってきた。一体、現代の勇者選定に何が起こっているというのか……。

「それを言うなら、あのライラという少女はどうなんだ」

　クロムは、先程別れた少女の姿を思い浮かべた。今にして思うと、彼女もあまり戦い向きの風貌ではなかった。小柄で細身の体格や、どこか不安げな表情は、あまり「勇者」という印象ではなかったように思う。

「彼女は──そうだね。私の口から詳しくは言えないけれど、彼女にも欠けたものがあると思う。本当は、それを埋めるのが私の役目だったのだけれど……」

　ミレーナはなぜか、クロムに申し訳無さそうな顔を向けた。

「やはり、彼女の失ったものは、キミにしか埋められないみたいだ。だから、彼女のこと──どうかよろしく頼むよ」

　そう言うとミレーナは、表情を引き締めて前を向いた。ちょうど謁見の間に辿たどり着いたところだった。飾り気の無い巨大な鉄の扉が、まるでクロムたちを追い返さんとばかりに立ちはだかる。

　クロムは、胸中に漂う悪い予感を追い出すように、深くため息をついた。

「宮廷魔術師、ミレーナ・レインが入ります」

　扉の両側に立つ衛兵が、鉄てっ扉ぴの向こう側まで聞かせるべく大声で叫んだ。一拍おいて、冷たい鉄扉が気だるげに軋きしみながら開いた。




　謁見の間には、十数人の重臣と思おぼしき貴族たちが並び、中央の玉座に国王──イシルディン・オルドレッド・ユリオンが座していた。各おの々おのの座席はひな壇のように据え付けられており、扉から入る者は王と貴族たちから見下ろされる形になる。まるで裁判を受ける罪人のような気分で、クロムはミレーナの後に続いて進んだ。

　玉座の前まで進み出たミレーナがその場に跪ひざまずいたので、クロムも仕方がなくそれに倣ならった。

「先に進言させていただきました件で、先代の勇者であるクロム・ウルクスを蘇らせ、ここに連れて参りました」

　クロムの名を口にした途端、それまで静まり返っていた貴族たちが、にわかにざわついた。それは勇者の復活を喜ぶ声ではなく、驚きと困惑──そして侮蔑を含む声のようにクロムは感じた。

「……まさか、まことに死者を蘇らせる術を見つけ出すとは」

　王は、感心とも呆あきれとも取れるような声色で言った。

「おまえはいつも、世の理ことわりすら安々と超えてみせる。もはや魔術師というより、悪魔の化身か何かなのではと疑いたくなるぞ」

「称賛いただき、光栄の至りにございます」

　王の呆れ交じりの称賛に対し、ミレーナはけろりと言ってのけた。

「つきましては、クロム・ウルクスに新たな勇者の育成をさせたく存じます」

　ミレーナの言葉に対して、一度は静まりかけた室内が再びざわつき始めた。クロムを復活させることについて、ミレーナは事前に報告して了承を得ていたようだが、頭のおかしな魔術師の戯言たわごと程度にしか思われていなかったのだろう。まさか本当に蘇ってくるとは、誰も思っていなかったようだ。

　もっとも、そうでなければ了承など得られるはずもない。なにせ貴族連中は、何かとクロムを毛嫌いしている。自らへの侮あなどりを逆手に取って、自分の望むように事を推し進めるとは、相変わらず頭が回るというか、腹の底が読めないやつだ。

　謁見の間のざわめきは一層高まり、貴族たちは顔を見合わせていた。やがて一人の貴族が、耐えかねた様子で声を上げた。

「僭せん越えつながら申し上げます。勇者候補者であれば、すでに当家から推薦させていただいた『ゼシア・エリミナス』がおります。あれは当家に流れる勇者の血をいっそう強く継いでおりますゆえ、これ以上勇者に相応ふさわしき者はいないかと存じます」

　その言葉に顔をしかめた貴族が、また声を上げた。

「お言葉ですが、当家より推薦させていただいた『リリーア・ラングレイ』もお忘れいただいては困ります。あれは幼きころより騎士としての研けん鑽さんを積んでおりますゆえ、そこいらの者に後れは取りませぬ」

　どうも、他の勇者候補者というのは、二人とも貴族の出らしい。声を上げた二人の貴族は、そのまま互いの掲げた候補者がいかに勇者に相応しいかの論争を始めた。

　やれ「血筋」がどうだの、「教育」がどうだのと、姦かしましく自慢し合う貴族の言い合いを眺める内に、クロムにもミレーナの懸け念ねんの正体が摑つかめてきた。

　──要は、貴族どもが家名の向上を目的に、一族の関係者を勇者に推薦しているということか。

　この国は、一応の最高権力者は国王ただ一人であるものの、各種行政の決定権は貴族に分散しており、実質は少数の有力貴族で国を取り仕切る寡か頭とう制せいの国だ。件くだんの貴族たちは、救世の英雄たる勇者を輩出することで家名に箔はくをつけ、この国における権力の増強を目もく論ろんでいるのだろう。

　果たして、一族の利権のために「命を懸けて戦え」と言い渡された候補者たちは、どんな心持ちでこの諍いさかいを眺めているのか。クロムは周囲をちらりと窺うかがった。重鎮の貴族ともなれば大概は老年だが、その中に若い娘が二人ほど紛れているのを見つけた。彼女たちが恐らくは勇者候補者なのだろう。

　最初に声を上げた貴族の側にいる「ゼシア・エリミナス」と呼ばれていた少女は、歳としは十七歳ほど──ライラと同じくらいだろう。艷つややかな黒髪と、白磁のような肌のコントラストが、どこか異質な存在感を放っている。親族の老貴族が声高に言い合いをしている中、まるで興味も無さそうに、黄金色の瞳を冷たく細めて澄ましていた。

　もう片方の「リリーア・ラングレイ」と呼ばれた少女も、歳は同じくらいだろう。光を受けて輝く金髪が、気位の高さを醸かもし出している。こちらは精せい悍かんな顔つきで姿勢を正しているものの、老人たちの言い合いに対して、どこかうんざりした気配を隠せずにいた。

「──とにかく、そちらの家の候補者は置いても、これ以上候補者を増やす必要は無いかと存じます。そもそも──」
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　言い合いを続けていた貴族たちの視線が、ふたたびクロムに戻ってきた。声を上げていた貴族は言い淀よどむように間を空けたのち、いっそう顔の皺しわを深めて侮蔑の表情を浮かべながら続けた。

「──そもそもこやつは、自分の仲間を身代わりにして生き残ったという、外道勇者ではありませんか」

　よく言ったとばかりに、たちまち関係の無い貴族まで同調を始めた。

「そうだ！　命惜しさに勇者としての力を出し渋り、代わりに仲間を犠牲にするような者が、まともな勇者を育てられるはずがない」

「外道勇者は、勇者にあらず！」

　その場にいるほとんどの貴族が声を上げ、「外道勇者、外道勇者」と騒ぎ立てた。しかし、批判を受ける当人のクロムは、まるで別世界の出来事のように関心の無い目でそれを眺めていた。

　王は手で制して騒ぎを鎮しずめると、依然として落ち着き払った声で告げた。

「皆の意見は分かった。しかし、肝心の当事者たちの意見を未まだ聞いておらぬ」

　そう言うと王は、まず勇者の血族の娘ゼシアに発言を促した。

　ゼシアは王に一礼すると、一拍おいて口を開いた。

「私は、どちらでも構いません。候補者がどうあれ、私が勝つことに変わりはございませんので」

　この場で圧倒的に若輩であるにも拘かかわらず、ゼシアはさらりと言ってのけた。そのあまりに豪胆な振る舞いに、周囲の貴族たちはしばし呆あっ気けに取られていた。

「でもまぁ、お相手は多いほうが賑にぎやかでよろしいのではないでしょうか？　私としては、相手がリリーア様だけでは、少し不安でしたので」

　ゼシアは、不遜な物言いとは裏腹に、まるで善意で述べているのだと言わんばかりの、澄んだ微ほほ笑えみを浮かべていた。

　まさか、このような場で挑発を受けるとは思ってもいなかったであろう。騎士の娘リリーアは、しばし呆ぼう然ぜんと眼を見開いていた。やがて、やっとその言葉を理解したように、拳を握りしめて肩を震わせたが、それも一瞬だった。

　リリーアは姿勢を正し、真まっ直すぐに王と貴族たちを見据えた。

「……私も異論はございません。勇者を選ぶのは、私たちではなく神霊ですから」

　リリーアは、はっきり通る声で述べると、意見は以上とばかりに口をつぐんだ。彼女もまた、ゼシアとは違った形で肝が据わっている。貴族の娘というのは、皆そういうものなのだろうか。

　クロムが人知れず感心していると、リリーアと一瞬目が合った気がした。しかし彼女はすぐに視線を逸そらして、再び正面を向いた。

「うむ。そなたの言うことは正しい。皆もどうやら納得したと見える」

　王は改めて出席者の面々を見渡し、頷うなずいた。その落ち着きぶりは、今までのやりとり全てが、予定調和なのではないかと思わせるほどだった。

「では改めて、クロム・ウルクスに勇者候補者の育成を命ずる。これにて集った三名の内から、此こ度たびの勇者を選定する。試練の詳細は追って通達させるゆえ、本日の話は以上とする。皆の者、ご苦労であった」

　そう告げて場を締めると、王は早々に背を向けて謁見の間を後にした。それに続いて貴族たちも、ぞろぞろと退出を始めた。

　言い合いをしていた老貴族たちは、最後まで憎々しげにクロムを睨にらみつけながら、その場を後にした。










「いやあ、お疲れ様。なかなか波乱の会合だったねぇ」

　王宮区を後にしたところで、ミレーナはけらけらと笑いながら、他人ひと事ごとのように言ってのけた。

　言いたいことが多すぎて何も言えずに、クロムはため息だけを漏らした。こんな目に遭わされるくらいなら、あの世で当あて所どもなく彷徨さまよっていた方がマシだったかもしれない。

「さて……今日はもう遅いし、解散としようか」

　そう言いながらミレーナは、ローブの袖から見覚えのある鍵を取り出した。それは紛れもなく、クロムが生前に使っていた家の鍵だった。

「こんなこともあろうかと、キミの遺品は全て、私とライラくんが大切に保管しておいたのさ。勇者の育成にも拠点は必要だろう？　それなりに掃除はしているから、使えなくはないはずさ」

　まさか、五年前からこうなることを予期していたというのだろうか。これまでの振る舞いを見ている限り、ありえないとも言い切れない。

　ミレーナは工房の後片付けがあると言うので、王宮区の入り口で別れた。

　一人になったクロムは、五年ぶりのテンフォートの街並みを見渡しながら、記憶にある我が家へと向かった。

　岩山の上層に位置する区画は閑静な住宅地だが、下層へと下りるにつれて人通りが増えてきた。人通りが増えてくるにつれ、クロムは自分に向けられる視線を感じるようになった。何かおぞましいものでも見たように、ハッと口に手を当てて、声を潜める姿も見受けられる。その多くは、おおよそ好意的な様子には見えなかった。

　どうやら、ミレーナがクロムを蘇よみがえらせようとしていたことは、少なからず人々にも知れ渡っていたらしい。まさか本当に蘇ってくるとは思わなかっただろうが。死んだはずの男が堂々と街を闊かっ歩ぽしていれば、それは驚くというものだろう。

　ましてや、クロムは元々人々からの評判が良いいとは言えない。謁見の間で浴びせられた罵倒のような印象を、民衆の多くも持っているようだ。どうも悪い印象というのは、五年やそこらで無くなるものではないらしい。

　クロムは厄介事に見舞われる前に、足早に表通りを後にした。




「…………」

　人目を避けて裏通りに入ったのは良いものの、クロムは幾度目ともつかない行き止まりに出くわしていた。

　たかが五年で、街並みというのはこうも変わるものだろうか。先程から見覚えのない道や建物ばかりで、自分が街のどの辺りを歩いているのか、自信が無くなってきた。

　いや、あるいはこれも、蘇そ生せい時に記憶が失われたせいかもしれない。そうなると、今まで目指していた自宅の位置というのも、本当に正しいのか怪しいものだ。

　不安に苛さいなまれながらも、埃ほこり臭い石畳の路地を歩いていると、街灯の光を遮る数人の影が視界に入った。

　クロムが顔を上げると、十人ほどの男たちが行く手に立ち塞がっていた。その集団は、街中だというのにこれみよがしに武器を手にしており、その顔には、群れるならず者にありがちな傲慢さと、嗜し虐ぎゃく的な笑みが見て取れた。埃の臭いに混じって、アルコールの匂いもする。どうやら酔った冒険者が、徒党を組んで絡からみに来たらしい。

　集団の中心に立つ男が、静まり返った路地の隅まで響き渡る大声を上げた。

「あんた、外道勇者のクロム・ウルクスだろ？」

　クロムは否定も肯定も示さなかった。しかし、相手はお構い無しに続けた。

「あんた、アンデッドになって蘇ったんだってなぁ？　いったい今更、何しに戻ってきたんだ？」

　男は険のある声で言い放った。酩めい酊ていしながらも、その目つきはクロムを刺すように険しい。

「こちとら、あんたがやった封印が解けたせいで、近頃は魔物退治に大忙しでよぉ。まったく休む暇もねぇときた。お陰で死んじまった仲間もいる……。やっぱり半はん端ぱな勇者のやった封印は、半端でいけねぇよなぁ」

　異界の封印は、もともと一定期間で解けるものだ。確かに、五年で解けるのは早い方だが、それをクロムのせいと言うのは言いがかりだ。

　しかし、そんな理屈をぶつけたところで、酒に吞のまれてヤケになった目前の男は、聞く耳を持たないだろう。

　男は不意に口元を歪ゆがめて、言葉を続けた。

「──ところであんた。アンデッドと言ったら、狂った魔術師が禁忌を犯して生み出したバケモノだよなぁ？」

　あながち間違いでもない。特に「狂った魔術師」という辺りは。クロムは、つい胸中に浮かんだ場違いな冗句に、乾いた笑いを漏らした。しかし、完全に酔っ払っている男たちには気が付かれなかったようだ。男は、なおも調子外れの大声で続けた。

「さっきも言った通り、俺たち冒険者の仕事はよぉ、人間様の生活を脅おびやかすバケモノどもを退治することでよぉ。つまり、何が言いたいかって言うと──」

　男は一度言葉を切り、腰に佩はいていた剣を抜いた。

「──あんたを退治するのも、冒険者である俺たちの仕事ってぇ訳だ！」

　男は一段と声を荒らげ、お門違いの恨みをのせた剣を、頭上から勢いよく振り下ろした。

　酔っぱらいの剣など、かわすことも、何なら反撃することもできただろう。

　だがクロムは──その剣を素手で受け止めた。

　いや、受け止めたというのは正確ではなかった。剣はクロムの掌てのひらを縦に引き裂き、刃は手首の辺りまで到達していた。赤黒い鮮血が、男の剣とクロムの腕を伝って地面に落ちた。

　剣を振り下ろした男は目を見開き、自身の剣が食い込んだクロムの掌に見入っていた。まさか、避けも防ぎもされないとは思わなかったようだ。男は酔いも毒気も抜かれたように、呆然と立ち尽くしていた。

　その刹那、石畳に落ちた血の滴が、まるで熱された鉄板に落とされたかのように蒸発した。剣と腕を伝っていた血もまた、みるみる蒸発して赤黒い霧へと変わっていく。やがてそれは、炎のように光り揺らめきながら、クロムの掌へと集っていった。

　それだけではない。剣が刺さっていた手の皮膚や肉までもが、溶けるように赤黒い霧へと変わっていく。そして、白い骨があらわになった。

　クロムの腕は今や、赤黒い血の霧を纏まとう骸骨と化していた。その禍まが々まがしい姿はまさしく、おとぎ話に出てくる超常のバケモノ──アンデッドであった。

　──パキィィイン！

　クロムが血の霧を纏う骸骨の手を握ると、そこにあった剣はまるでガラスのごとく砕け散った。

「な……なんだ……そりゃあ」

　すっかり血の気が引いた様子の男を、クロムの赤あか錆さび色の瞳が捉えた。男にはその瞳が、薄暗い路地の中で怪しく光ったように思えた。

「おまえたちの仕事がバケモノ退治だと言うなら──俺のようなバケモノの仕事は、命知らずのバカどもの命を喰くらってやることだ」

　クロムの静かな、しかし確かな殺気を含んだ声が、路地に冷たく響いた。赤黒い血の霧はなおも漂い、獲物を見定める蛇のようにうねりながら、徐々に男たちへと迫っていた。

「……う……うわぁぁあああ──っ!!」

　男はクロムに折られた剣を投げ捨てると、一目散に背を向けて駆け出した。それが引き金となり、他の仲間たちも虎に追われた兎うさぎのごとく、我先にと逃げ出した。

　裏通りの路地は、まるで一連の出来事が夢だったかのように、再び静けさを取り戻していた。クロムは息を吐き出して、漂わせていた殺気を霧散させた。
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　それと同時に、周囲を漂っていた血の霧はクロムの手に集まり、やがて元通りに人の手の形を成した。

　──予あらかじめミレーナから聞かされていたが、この生ける屍しかばねの身体からだは、どうやら容易に再生するらしい。

　さらに、クロムが生前から有していた《血の力》──己の生命力を削ることで、血を媒介として様々な力が得られる能力も健在のようだ。

　しかし、無限に再生できるわけではない。この生ける屍の身体には、胸に核として血の力を凝縮した結晶が埋め込まれており、そこから身体を保つ力が供給されているという。つまり、それを失えば身体を保つことはできない。

　また、結晶の持つ力は有限で、もって半年の命らしい。血の力を使いすぎれば、さらに寿命は短くなるという。

　まぁ、数ヶ月もあれば十分だろう。どうせ勇者を育てた後は、お役御免の身だ。

　クロムは踵きびすを返すと、最初よりも静かに感じる裏路地を、再び歩き始めた。




　幾度となく道に迷いながらも、クロムは何とか自宅に辿たどり着いた。繁華街から外れた、うら寂しい住宅地に佇たたずむ一軒家は、生前の記憶にある姿を残していた。

　しかし、その窓からは既に明かりが漏れていた。中からは人の存在を示すように、時折物音も聞こえる。まさか、また記憶の混乱で、ここが自分の家だと勘違いしているのだろうか。

　カーテンが閉められた窓からは、家の中の様子を窺うかがうことはできなかった。このまま周囲をうろついていても、不審者として怪しまれるだけだろう。しばらく悩んだ後、クロムは決心して玄関のドアに手をかけた──ドアに鍵はかかっていなかった。

「あ、クロム……さん。おかえりなさい」

　警戒しつつ自宅に足を踏み入れたクロムへ、白髪の小柄な少女──ライラが声をかけた。

　ライラは台所で食事の準備をしていたらしく、エプロン姿のままパタパタと玄関へ駆けつけてクロムを迎えた。

　状況が吞のみ込めずに突っ立っているクロムを他よ所そに、ライラは言葉を続けた。

「いま夕飯を作ってますから……少しだけ待っていてください。もうすぐできます」

　そう言うと、クロムが言葉を挟む間もなく、ライラは忙しそうに台所へと戻っていってしまった。本当は、まず状況説明をしてほしいところなのだが……。

　まぁ、色々と聞くのは、炊事が終わってからでも良いか。クロムは諦めて、一旦おとなしく居間で待つことにした。




「お待たせしました」

　調理を終えたらしいライラが、手て際ぎわよく料理と食器を食卓に並べた。深皿に盛られたスープが、ほかほかと湯気を立てて食欲をそそる。メインディッシュは、豚肉のソテーのようだ。ささやかながら、ご馳ち走そうという感じのメニューである。

「…………」

　配膳し終えたライラは、不安げな眼まな差ざしでクロムを見つめていた。

「……たしか、ライラだったか。おまえは何故なぜここにいるんだ？」

　大分今更な疑問だが、クロムは聞かずにはいられなかった。自宅に戻ったところ、突然他人が料理を作って出迎えてきたら、誰だって困惑するだろう。

　ライラはハッとした顔の後、眉尻を下げて一層縮こまってしまった。

「……そう、ですよね。クロムさんは記憶が無いのでした……。いきなり、見知らぬ人間がお家うちにいたら、驚きますよね……」

　ライラは失態を叱られたかのように、俯うつむいてぽつりと言葉を漏らした。

「ごめんなさい、出過ぎた真ま似ねでした。すぐに帰りますので──」

「いや、そうは言っていない。……すまない、言い方が悪かった」

　クロムは慌てて声をかけた。この少女が何者なのかは未いまだよく分からないが、少なくとも、クロムを気にかけてくれているのは間違いないだろう。そんな相手を追い出すような真似はしたくなかった。

「まぁ……聞きたいことは山程あるが、まずは飯にするか。せっかく作ってくれた料理が、冷めてしまうしな」

　クロムはライラに食卓につくよう促した。ライラはホッとしたように表情を緩ませ、おどおどと席についた。

　しばらく二人は、無言で食事を続けた。温かいスープが身体に染しみ渡り、ずっと張り詰めっぱなしだったクロムの心身をほぐしていく。そういえば、この生ける屍の身体でも食事はできるのだなと、クロムはぼんやり考えていた。

　ライラの様子をちらりと窺う。彼女も俯きながら、未だ緊張した様子で食事をしていた。

　彼女はなぜか、手にグローブをしたままで食事をしていた。あれは、剣を握る手を保護するためのものだ。そんなものを着けたままで、食べ辛づらくないのだろうか。

　クロムがそんなことを考えていると、ライラがぽつりと問いかけてきた。

「……クロムさんは、お姉ちゃ──姉のことは覚えていますか？」

「あぁ、覚えている。同じ村で育った幼おさな馴な染じみだ。冒険者としての仲間でもある」

　──そして、自分が死なせてしまった仲間だ。

「姉が死んだ後、まだ幼くして身寄りを無くしたわたしを、姉の幼馴染であるクロムさんが引き取ってくださったんです」

　最初の旅で一緒だった仲間たちは、皆同じ村で生まれ育った幼馴染だった。

　クロムたちが冒険者になりたての頃、異界の裂け目の復活に合わせて活性化した魔物たちに、村が襲撃された。ほとんどの村人がそこで死に、クロムやシオンの両親も亡なくなった。身寄りの無くなったクロムたちは、以来身を寄せ合うようにして生き延びてきた。

　いつか勇者となって、同じような悲劇が起こらないように戦うことを夢見て、それを支えに生きてきた。

　しかし皮肉なことに、念願の勇者となって世界のために戦った結果、仲間たちは皆帰らぬ人となった──クロム以外は。

　故郷から生き延びてきた人間は、クロムとその仲間だけ。つまり今となっては、クロムとライラの二人きりということになる。それなら確かに、ライラにとって頼れる相手は、もはやクロム以外にいなかっただろう。

　クロムとしても、自分を守るために散っていった仲間の家族であれば、何を犠牲にしても守らねばならないと考えたはずだ。

「なるほど……少し思い出してきた。確かにシオンには妹がいた。それは覚えている。それ以上の記憶は未だ無いが、彼女が亡くなった以上、俺がその妹を引き取ったというのは、そうなのだろう」

　クロムが納得した様子を見せたので、ライラはホッとした様子で表情を和らげた。

　しかしそうなると、クロムは恩人の妹であり、シオン亡き後はずっと共に過ごしてきたくらいに親しい存在を、完全に忘れているということになる。

　クロムが記憶を失っていると知ったときの、ライラの青ざめた顔を思い返した。あんな表情をさせるほど、自分は薄情な振る舞いをしてしまったのだろう。自分ではどうしようもないこととはいえ、クロムの心に深い罪悪感が湧き出してきた。

「すまない……。おまえにとって、辛つらい振る舞いをしてきたようだ」

　クロムはライラに向かって頭を下げた。ライラは慌てて声を上げた。

「いいえ、そんなことはっ……、クロムさんは、悪くありません！」

　声を詰まらせながら、ライラは続けた。

「わたしに、クロムさんを責める資格なんてありません。それに──」

　ライラは声に陰りを帯びさせて、ぽつりと呟つぶやいた。

「──たぶん、覚えていてもらう資格も、ないですから……」










　翌日、クロムとライラは王都の外の荒野で、木刀を構えて向き合っていた。

　ライラを勇者に育てるべく、本格的な鍛錬をする前に、まず現状の実力を知っておこうというわけだ。

「よし、いつでも良いいぞ」

　クロムは力を抜いて、相手の攻撃を受け流すべく構えた。

　ライラは初めこそ緊張している様子だったが、木刀を持って向かい合うと、途端に落ち着いて意識を研ぎ澄ませた。小柄な体格や、おどおどと控えめな振る舞いから、あまり戦い向きには思えなかったが、こうして向かい合ってみると幾分印象が変わる。

「──いきます」

　ライラは右手に握った木刀を構えると、息を吐くように言った。その刹那──

　──ガキィィインッ！

　巻き上げた砂煙を後ろに残し、ライラが一瞬で間合いを詰めて、クロムに一撃を放った。恐るべき速度だ。クロムは内心で驚きながらも、木刀をこすりつけるようにしてライラの攻撃を受け流した。

　距離を置こうとするクロムに対し、ライラは素早い足さばきで食らいついて離れない。クロムが攻撃を打ち返すたびに、横から、上から、足元から、途切れのない連撃が襲いかかってきた。

　その戦い方は、普段の控えめな彼女の様子とはまったく違う──まるで狂戦士のような、どこか切実さを感じさせるものだった。

　しかも、ただがむしゃらに打ち込んでいるわけではない。相手の逃げ道を読み、追い詰め、息つく暇を与えない。下手すれば自分の体力が先に尽きかねないが、連撃の勢いは一向に衰える気配も無い。その華きゃ奢しゃに見える体格とは裏腹に、かなり体力が鍛えられている。

　ライラは小刻みに砂を蹴りながら、砂上を滑るように移動して、クロムの脇へと回り込んだ。

　砂地に足を取られず、これほどの速度が出せるというのも驚異的だ。恐らく幾度も荒野で戦いの経験を積み、その軽い体重を活いかして効率的に加速する足運びを身に付けたのだろう。

　いま相対している少女は、紛れもなく──戦いに生きてきた者なのだ。

　ふとクロムの脳裏に、まるで彼女の戦いを昔から見てきたような感慨と共に、ひとつの光景が蘇よみがえってきた──




「いきますっ！」

　ライラは訓練用の木刀を振り上げると、まっすぐクロムに向かってきた。その足取りは、荒野の砂に搦からめ捕とられて、よろよろと危なっかしい。

　──カツンッ！

　ライラが振り下ろした木刀は、あえなくクロムに防がれた。ぶつかった衝撃で、ライラの手から木刀が弾はじけ飛び、ぼすっと音を立てて砂に突き刺さった。

「……まずは素振りで、剣を握る力を鍛える必要があるな。それと足腰も弱い。素振りが終わったら、砂地で走り込みだ」

　クロムは淡々と告げた。ライラがいきなり言い出して始めた稽古だったが、まともに戦えるようになるまで、先は長そうだ……。

　ライラはもともと活発な方ではないし、外よりは家の中で静かに遊んでいるような子供だったので、筋力も体力も人並み以下だ。剣術の稽古以前に、まず基礎体力をつけてもらわなければ。

　はたして、それまで彼女のやる気は持つだろうか。クロムはそう懸け念ねんしつつライラを見るが、彼女は落ち込んだ様子もなく、砂地に刺さった木刀をいそいそと引き抜くと、花開くような明るい笑顔で言った。

「はい。頑張ります、クロム先生！」

「……先生はやめてくれ」

　クロムは居心地悪そうに頭を搔かいた。

　ライラは再び木刀を握りしめると、えらく張り切った様子で、早速素振りを開始した。

　いったい何が彼女を、そこまで駆り立てるのか。クロムは首をかしげつつも、その一生懸命な姿を見守っていた。




「そうか……」

「クロムさん……？」

　突然打ち合いを止めたクロムに、ライラが不安そうな顔を向けた。

「かつても俺は、おまえに戦い方を教えていたんだな」

　クロムが思い出した記憶について口にすると、ライラは驚いた顔をしていたが、やがて思い出を愛おしむように微ほほ笑えんだ。

「……はい。剣の握り方も、間合いのとり方も、足運びも。全部クロムさんが教えてくれたことです」

　ライラは目を閉じた。まぶたの裏に、過去の情景を思い浮かべているようだ。

「他にも、沢山のことを教えてもらいました。今のわたしが生きていられるのは──クロムさんのお陰です」

　ライラはクロムに向き直り、少し寂しげに笑った。

　彼女にとって自分は、思った以上に重要な存在だったようだと、クロムは改めて認識した。

「……俺にはまだ、おまえとの記憶はほとんど無い。だが──おまえがこれまで、ひたむきに努力を重ねて、必死に戦ってきたことは分かる」

　クロムは、記憶の内に見た幼きライラと、今の彼女を重ねてみた。かつては剣も満足に握れないほどひ弱だったのに、今や立派な一人前の戦士だ。きっと自分がいない間も、彼女は独りで、ひたすら努力を続けてきたのだろう。

「おまえが強くなりたいと望むなら、俺は全力で手を貸そう──かつての俺がそうしていたように」

　クロムは、心からそうしたいと思った。まだ彼女が何者なのか、すべてを思い出したわけではない。それでも、彼女の歩む未来を、その成長を見届けたいと思った。それが自分の担になうべき役目だということは、確信を持って言えた。

「──だから改めて、よろしく頼む」

　クロムはそう言って手を差し伸べた。

　ライラはその手を取ると、瞳に涙を滲にじませながら、いつか見たような笑顔を浮かべた。

「……はいっ！　よろしくお願いします──クロム先生！」




「──……」

　クロムとライラが鍛錬を終えて休憩していると、なにやら遠くから叫び声が聞こえた気がした。

　その方向を見ると、複数の人間が集まって何か争っている──というよりは、大人数で一人の人間を打ちのめしているような様子が見えた。その人数というのが二十人以上にもなるので、どうも只ただ事ごとではなさそうだ。

　不穏な気配を感じ取り、クロムとライラは様子を窺うかがいに行くことにした。

「──ぐあぁぁああ！」「──ひぃぃいい！」

　集団に近づくにつれて、悲痛な叫びがはっきり聞き取れるようになってきた。やはり只事ではない。しかし、遠くから見て思ったのとは、少し状況が違っていた。

　大勢が一人を打ちのめしているのではない、一人が大勢を打ちのめしているのだ。

　集団の中心には、謁見の間で見かけた勇者候補者の内、勇者の血を引くと語られていた少女──ゼシア・エリミナスがいた。

　ゼシアは、二本佩はいている剣から一本だけを振るい、襲いかかる男たちを次々になぎ倒していた。全方向からの攻撃を捌さばき、いなし、返り討ちにする様は、その度にひらりと舞うドレスも相まって、まるで踊っているかのようだった。しかし、その優雅な体捌きとは裏腹に、加えられる一撃はどれも苛烈で容赦がない。まさに暴力であった。

　襲いかかっている男たちの様子もおかしい。彼らはいずれも恐怖と痛みに身を縮こまらせ、それでも何かに追い立てられるかのように、ゼシアへと向かっていた。

　クロムはその異様な光景を目まの当たりにして、即座に止めるべきだと判断した。

「おい、何をしている！」

　クロムが声を上げた。すると、ゼシアは緩やかに動きを止めてクロムを見た。

「これは元勇者様。ご機嫌麗しゅう」

　あれほど激しく動いていたというのに、息ひとつ乱れていない。ゼシアはドレスの裾をつまむと、恭うやうやしく礼をした。

「ご心配なさらないでください。これは──ただの『稽古』です」

　そう言うと、ゼシアはにこりと微笑んだ。

「……稽古だと？　俺にはおまえが、相手を殺すつもりで剣を振るっているように見えたが」

　クロムが険しい表情で問い詰めるが、ゼシアは余裕の笑みを崩さない。

「命を懸けた戦いのための稽古ですから、当然、お相手いただく皆さんにも命を懸けていただきませんと」

　ゼシアは、自身が打ち倒した男たちを見渡して、満足げに微笑んだ。

「私が勇者として、人々のために命を懸けて戦いますのに、私の従者たる皆さんが私のために命を懸けてくださらないのは、不公平だと思いませんか？」

　ゼシアは、それが当然のように言い放った。そして、目の前で膝をつく男に、再度向かってくるよう目で促した。男はびくりと身体からだを震わせ、許しを乞うようにゼシアを見上げた。

「そちらが来ないなら、こちらから──」

　ゼシアが剣を振り上げ、男に叩たたきつけようとしたとき──

　──ガキィィインッ!!

　矢のように飛び出したライラが、ゼシアの剣を受け止めた。

「──私の知っている勇者は、そんな一方的に人を傷つけるようなこと、しない」

　ライラは飛び出した勢いを利用して、ゼシアを跳ね飛ばした。ゼシアは数歩分後ろに飛ばされながらも、ふわり悠然と着地した。

「おや、貴女あなたが代わりにお相手してくださるんですか」

　ゼシアはなおも愉快そうに笑い、ライラに剣を向けた。

「それでは──『稽古』、お願い致しますわ」

　ゼシアは身体を捻ひねり、宙を舞うように跳んだ。跳躍の勢いに捻りの力を上乗せした、鋭い一撃がライラを襲う。

　ライラは半歩後ろに下がって相手の勢いを殺し、さらに剣を斜めにこすり当てて攻撃の方向を逸そらした。そして間髪いれずにカウンターの一撃を放った。

　ゼシアはまたふわりと跳んで、ライラとの距離を取ろうとした。しかし、ライラは素早い足運びで食らいつき、ゼシアを逃がさない。鋭い連撃が幾度もゼシアを襲い、その度にゼシアは後退しつつ、剣で攻撃を防ぎ続けた。

　そうして幾度も攻防が続いた。傍はた目めには、ライラがゼシアを圧倒しているように見えた。しかし、ゼシアは依然として、余裕の笑みを浮かべ続けていた。

「その執しつ拗ような連撃、素早い足運び、非常にいいですね。とても気に入りました」

　ゼシアはライラの横薙なぎを受け止めると、今度は下がらずに踏みとどまった。鍔つば迫ぜり合いとなり、双方の視線が交差した。

「──とても気に入りましたので、頂くことにします」

　ゼシアは更に踏み込んでライラを突き飛ばすと、その勢いに乗って追い縋すがり、攻撃を加えた。

　ライラは体勢を立て直すべく後方に跳ぶ──しかし、ゼシアは素早い足運びで食らいつき、ライラを逃がそうとしない。

　先程までの攻防が、まったく立場を逆にして再現されていた。

　ゼシアは砂地の上を軽やかに跳び、横から、上から、足元から、途切れのない連撃をライラに浴びせる。ライラはじりじりと下がりながら、なんとか攻撃を受けきってはいるものの、その表情に余裕はない。攻撃を受けるたびに膂りょ力りょくは削そがれ、息つく間も与えられない。

　このままではジリ貧だ。

　誰もがそう思う中、ゼシアの剣先がライラの頰をかすめた。鮮血が頰に赤い線を引いた。

　ライラは歯を食いしばり、そして何かを決心したように、瞳を見開いた──

「──そこまでだ」

　クロムが、片手に握った剣でライラの剣を、もう片方の素手でゼシアの剣を受け止め、二人の間に入った。

　ゼシアの剣は、クロムの掌てのひらの中頃まで食い込んで、血を滴したたらせていた。

「──クロムさんっ!!」

　ライラは驚きょう愕がくに目を見開き、悲鳴じみた声を上げた。ゼシアもさすがに驚いたのか、剣を振り下ろした体勢のまま動かずにいた。

　クロムは、ゼシアの剣を弾くようにして手を振り下ろした。剣が抜け、傷から流れ飛んだ血が砂地に弧を描く。しかしそれは、すぐさま蒸発して赤黒い霧となり、クロムの掌の傷を埋めるように集まった。やがて、傷は跡形もなく消えて無くなった。

「まだやりたいなら、俺が相手になるが」

　クロムは何事も無かったかのように掌を下ろし、ゼシアへ目を向けた。ゼシアはなおも食ってかかってくるかと思ったが、興が醒めたとばかりに肩をすくめた。

「……あいにく、死者と踊る趣味はございませんので」

　ゼシアは剣を納めると、あっさりクロムに背を向けた。そして、周囲に倒れた従者たちには目もくれずに去っていった。

「クロムさん……ごめんなさい……」

　ライラは、自らの力不足でクロムに傷を負わせたと思ったらしく、思いつめた表情で謝ってきた。

「気にするな。この通り、何ともない。どうも俺は、不死身のアンデッドらしいからな」

　クロムはすっかり再生した掌を見せながら、冗談めかして言った。しかしライラは、なおも気落ちした表情のまま、握りしめた拳を胸に当てていた。




　クロムたちはゼシアとの一件の後、鍛錬を早めに切り上げて冒険者ギルドを訪れた。

　ここでは様々な仕事の募集が貼り出されており、それをこなすことで報酬が支払われる。それが冒険者の主収入になるわけだ。

　勇者になるための鍛錬も大切だが、そもそも生活していくための金が必要だ。あいにく生前のクロムは、財産らしいものは何も残していなかったので、仕事をしつつ鍛錬も並行してやっていかねばならないだろう。

　ギルドに入ると、クロムとライラに視線が集まった。その視線はすぐさま逸らされるが、誰もが二人に注意を払っているのが伝わってきた。その雰囲気は、やはり好意的なものではなかった。ここでもクロムの悪評は健在のようである。

　しかし、どうもそれだけではなかった。クロムの隣にいるライラもまた、どことなく避けられているような気配を感じた。実際、人々の間を進むライラを見て、声をかけてくる者は一人もいない。

　妙に思いつつも、クロムは用事を済ませるべく、一旦受付へと向かった。

「おう、クロムじゃねぇか！　おまえさん、何だか生き返ったんだってなぁ」

　生前に顔なじみだったギルドのマスターに挨拶をすると、マスターは愉快そうに分厚い掌を叩いて笑った。相変わらず、大きな声に大きな体たい軀く、豪快を絵に描いたような男だ。

「あぁ。めでたく死んだはずが、ミレーナのやつに叩き起こされてな。お陰でアンデッドの仲間入りだ」

　クロムは皮肉交じりに返した。

「おぉ、ライラちゃんも一緒か。てことは、やっぱり勇者の試練に挑むんだな？」

　マスターはライラとも知り合いらしい。ライラもこれまで冒険者として生計を立ててきたようなので、当然と言えば当然だ。

「いやぁ、懐なつかしいじゃねぇか。前は──」

「あの、マスターさん」

　マスターの話を遮って、ライラが声を上げた。

「実は……クロムさんは、記憶の一部を失ってしまって、わたしのことも、あまり覚えていないんです」

　ライラは受付のテーブルに目を落として言った。

「なんだって……!?　そりゃあ本当か？」

　マスターは眼めを見開いてクロムを見つめた。

「あぁ……どうも、そうらしい」

　クロムは肩をすくめて答えた。マスターはしきりに顎を撫なでながら、何やら考え込んでいたが、やがて合が点てんがいったように頷うなずいた。

「そうか……じゃあまぁ、早く記憶が戻ると良いいなぁ。聞きたいことがあれば、いつでも来いよ。俺に答えられることであれば、何でも答えてやらぁ」

　マスターは親指で自分の胸を指しながら、ニカッと笑った。

　ライラは他にも用事があるとのことで、一旦別れてクロムは仕事が貼り出されている掲示板を眺めていた。

　ふと、クロムが蘇よみがえる前のライラは、どのように冒険者業をしていたのか気になった。普通、冒険者が魔物を討伐する際には、数人で徒党を組んで戦うものだ。一人では複数の魔物を相手にするのは難しいし、何か不測の事態が起こった際の対処もしにくい。

　しかし、ギルドに入ったときの様子を見る限り、ライラに仲間がいるようには見えなかった。

　相変わらず、ギルドにたむろっている冒険者たちの注意は、クロムとライラに向けられていた。なにやら、こそこそと話し声も聞こえる。クロムは掲示板を見つめたまま、周囲の噂うわさ話ばなしに意識を向けた。

「あの娘、やっと徒党を組むようになったのか？」

「いや、あれは先代の勇者『クロム・ウルクス』だろ」

「まさか、アンデッドとして蘇ったというのは、本当だったのか」

　クロムが蘇ったという話は、やはり半信半疑の噂話だったらしい。それはそうだろう。死者が蘇るなど、まるでおとぎ話だ。

「では、あの娘が勇者の試練に挑むというのも、本当らしいな」

「そのために、あんな無茶な戦い方をしていたのかねぇ」

「誰とも組まず、ずっと独りで戦っていたもんな。いつだか、傷だらけの血まみれで帰ってきたこともあっただろう。あれはもう、鍛錬というより自殺未遂みたいなものだ」

　……何な故ぜ、ライラはそんな無茶をしてきたのだろうか。勇者になるための鍛錬だとすれば、何故そこまで勇者に固執するのか。

　彼女の白い肌に残る痛々しい戦傷は、冒険者たちの話の裏付けと言えた。思えば戦い方も、真剣すぎるというか、何か強迫観念のようなものを感じた。

（──彼女にも欠けたものがあると思う。本当は、それを埋めるのが私の役目だったのだけれど……）

　王宮区の回廊を歩きながら、ミレーナはそう言っていた。その「欠けたもの」というのが、彼女の異常なまでの勇者への固執と、何か関係があるのかもしれない。

「お待たせしました」

　用事を終えたライラが戻ってきて、クロムの思考は中断された。

　まぁ何にしても、まずは記憶を取り戻すのが先決か。恐らくは、失われた記憶の中に、その答えもある気がした。




「あら、ごめんなさ──」

　クロムたちがギルドを出ようとしたところで、ライラはギルドに入ろうとしていた者と鉢合わせしてしまった。その人物は、ライラと、その後ろに立っていたクロムの姿を認めると、口にしかけていた謝罪の言葉を止めた。

「クロムさ──クロム・ウルクス！」

　その人物は、謁見の間で見かけたもう一人の勇者候補者──リリーア・ラングレイだった。

　リリーアは険しい表情でクロムとライラを見比べると、フフンと鼻を鳴らした。

「なるほど。貴女あなたが、彼の指導する候補者ということですね……」

　なにやら値踏みするように、ライラのつま先から頭までを見回して、エメラルドグリーンの瞳を細めた。やがて顔を上げると、なぜか不満げな声色で言った。

「貴女、そんな華きゃ奢しゃな身体からだで、ちゃんと戦えますの？　勇者の試練は甘くありませんよ」

　ライラが困惑して黙っていると、リリーアの両脇に控えていた護衛と思おぼしき男たちが口を挟んだ。

「そうだぜ！　あんたも勇者を目指すなら、我らがリア様を見習わなきゃな。リア様の力は半はん端ぱじゃねぇぞ！」

「そうっすよ！　大剣振り回してどんな敵も一刀両断！　驚異の怪力!!　牛も片手で持ち上げ──痛てッ！」

「だまって！」

　リリーアを挟んで囃はやし立てていた男たちの脳天に、彼女の拳が振り下ろされた。どうやら女性として、怪力呼ばわりは気に障ったらしい。

「……こほん。とにかく、誇り高き勇者を目指す以上、候補者にも威厳と気品が求められます。貴女も、その辺をきちんと自覚してくださらないと」

　リリーアは自らの威厳を強調するかのように、輝く金髪をなびかせて胸を張った。

　謁見の間で見たときは、ゼシアに挑発されても毅き然ぜんとしており、しっかりした娘だと思ったが、こうして直じかに話すと、やや印象が違っていた。態度は貴族然として高慢である。しかし、得意げに胸を張ってフフンと鼻を鳴らす様子は、どこか親しみやすさというか、年相応の微ほほ笑えましさもあった。

　何故かしきりに絡からんでくるリリーアにライラが困惑していると、リリーアの両脇から護衛の男たちが補足するように声を上げた。

「リア様は、あんたのことが気になって仕方がないのさ」

「そうっすよ。なんたって、あの憧れのクロム様の──痛てッ！」

「だまって!!」

　再びリリーアの拳が、男たちを黙らせた。何か、知られては困ることを言いかけたようだ。

「とにかく！」

　リリーアは肩を怒いからせて眉を吊つり上げると、ライラに向けてビシリと指を突き出した。

「同じ候補者である以上、どこかで戦うことになるでしょうから、勇者候補者として相応ふさわしい戦いを期待します！　もっとも、勝つのは私でしょうけど！」

　そう言い捨てると、ライラの脇をすり抜けてギルドに入っていった。なにやら騒がしい集団であった。クロムとライラは顔を見合わせると、肩をすくめた。











第二章　第一の試練






　翌朝。勇者選定の試練について発表があるということで、クロムたちは再び謁見の間へ向かうこととなった。

　二人が王宮区の回廊を歩いていると、謁見の間の入り口で、リリーアが何やら貴族らしき男女と話していた。

「──心配なさらないで、お父様。私の剣の腕はご存じでしょう。大丈夫、無事に試練を達成してご覧に入れますわ」

「ううん……。それは、分かってはいるけれどね……」

「その元気すぎるところが、また心配なのですよ……」

　どうやら話し相手は、彼女の両親のようだ。二人共、大きな娘がいるようには見えないほど若々しい。兄や姉と言われても違和感が無いだろう。

「まぁ……勇者様になるのは、貴女の昔からの夢でしたからね。貴女が望むならば、私は止めません。けれども、危なくなったり辛つらくなったりしたら、すぐに言うのですよ」

　母親は、リリーアの手を自身の両手で包み込むと、念を押すように言った。

「ありがとう、お母様。私、きっと立派な勇者になってご覧に入れます」

　やがて両親は、まるで今生の別れのごとく名残惜しそうに去っていった。リリーアは、両親の姿が見えなくなるまで笑顔で手を振っていた。

　クロムたちは、親子の会話を邪魔するのも忍びなかったので、少し離れたところでその様子を眺めていた。リリーアは、両親を見送り終えて謁見の間に入ろうとしたところで、やっと二人の存在に気がついた。

「なっ……！」

　リリーアは「しまった」という表情で、顔を赤くしていた。どうも、しきりに両親から心配される姿を見られて、恥ずかしかったらしい。何か言いたげにわなわなと口を震わせていたが、やがて「コホン」と咳せき払ばらいをすると、何事も無かったかのように、すまし顔で謁見の間へと入っていった。




　クロムたちが謁見の間に入ると、すでにゼシアも来ていたようで、候補者が全員揃そろった。ゼシアは退屈そうにあくびをしながら、眼を細めて城下を眺めていた。その様子に、試練が始まるという気負いは見られない。

　間もなく王が玉座に姿を現した。王は候補者を見渡して全員揃っていることを確認すると、ゆっくり口を開いた。

「此こ度たびの勇者選抜における、最初の試練が決まった」

　勇者選抜の試練とは、勇者に力を与える《神霊》に資格を示す場──と言われている。

　というのも、神霊については未いまだに謎が多く、まことしやかに語られている事柄の多くも、実は憶測交じりだったりする。

　曰いわく──




・神霊とは、異界の脅威に対抗すべく、別な異界から召喚された存在である

・神霊は肉体を持たず、代わりに物体──具体的には「剣」に憑ひょう依いして現界する

・神霊は人の魂を見通し、心身とも優れた戦士を、自らが宿る《聖剣》の使い手に認める

・神霊は聖剣の使用者に力を貸し与える代わりに、その生命力を糧かてとして捧ささげさせる




　そういえば、死後の世界で最初に聞いた声──あのおよそ人間とは思えない超常的な存在は、もしかしたら神霊だったのではないか。

　神霊にまさか人の言葉が通じるとも思っていなかったが……。それならば、色々と聞いておくべきだったかもしれない。特にクロムとしては、なぜ自分が勇者として認められたのかという、長年の疑問を解決しておきたかった。

　まぁ、今更悔やんでもしょうがない。そう自分を納得させ、クロムは再び試練の説明に意識を戻した。

「最初の試練は、ここより東にあるネルヴァ山の洞窟を踏破し、山頂へ至ることとする。期限はこれより一週間。それまでに山頂へ至らなかった者は、勇者の資格を持たぬものとして失格とする。通達は以上」

　ネルヴァ山は、ここテンフォートから東に広がる険しい山岳地帯を三日ほど歩いたところにあり、ユリオンの最高峰として知られている。

　ただ標高が高いだけではない。その頂上へ至る道には洞窟があり、そこは数多あまたの魔物がひそむ危険な場所としても知られていた。試練の場としてはうってつけである。

　期限は一週間──準備に一日、ネルヴァ山の麓まで歩くのに三日、登るのに一日程度かかるとすると、余剰の日数はもう二日しかない。

　クロムはそう脳裏で概算すると、早速旅の準備に取り掛かった。




　異界の厄災以後、人々の生活圏は緑豊かな平原から、険しい山岳へと移っていった。エーテルは空気よりも重く、高所のほうが安全となるためだ。

　テンフォートの東には広大で険しい山岳地帯が広がり、その中には点々と、エーテルの害を逃れた人々の村や町が存在する。初めは魔物に怯おびえて隠れ住むような生活だったが、近年では徐々に治安も安定し、街道の整備も進んでいた。

　しかし、異界の封印が解けて魔物が活性化し始めているせいか、今はせっかくの街道もあまり活気がないように思えた。人とすれ違うのも一時間に一度くらいのもので、商人などは魔物に怯えるように神経質な顔つきをしていた。

　そんな人々の空気を映すように、空も灰色の曇り模様だった。冷えた風を身に浴びながら、クロムとライラは侘わびしい街道を二人きりで歩いていた。

　ネルヴァ山の麓にはハイネ村という宿場があり、テンフォートとの往来も多いので、そこまでの道は、石畳で舗装された比較的安全なものとなっている。

　とはいえ山道には変わらず、道は急な上り下りを繰り返す斜面ばかりだ。地図上で見る距離以上に、時間と体力を消耗させられる。

　クロムは黙々と山道を歩きながらも、ときおり背後を振り返っては、ライラがきちんとついて来ているか確認した。しかし彼女は、この程度の山道など何でもないというように、平然と歩いていた。最初に手合わせしたときから分かっていたことだが、その華奢な見た目からは想像できないほどタフな少女だ。

　しかし、それでもクロムは、なぜかライラが心配でならなかった。前だけを向いて歩き続けていると、だんだん彼女を置いてきていないか、無理をさせていないか気になってしまう。もしかしたら、これも失った記憶の名残なのだろうか。

「この峠を登りきったら、そろそろ休憩にするか」

「わかりました。それでは、そこでお昼ごはんにしましょうか」

　街道を少し外れたところに、ちょうどよい草地が見つかったので、クロムとライラは腰を下ろして昼食休憩を取ることにした。昼食といっても、長く保存できるだけが取り柄の味気ない携行食を、水で流し込むだけだが。

　昼食を終えたところで、クロムたちが来た方向から多数の馬の足音が聞こえてきた。見ると、派手な装飾の馬具を纏まとった馬に跨またがる集団が、ぞろぞろとこちらへ向かってくるのが見えた。

「あら、そこにいらっしゃるのは……元勇者様と、そのお弟子様ではございませんか」

　集団の中心にいた少女が声を上げた。顔を見上げると、それは勇者の血筋を持つ候補者──ゼシア・エリミナスであった。

　ゼシアが合図をすると、その一団は足を止めた。どうやら彼らは、ゼシアの従者たちのようだ。後ろには荷馬車も引かれており、何に使うのか分からないほどの大荷物が積まれていた。

　勇者の試練に、これほど大所帯で挑むなど聞いたことがない。旅行か何かと勘違いしているのではないだろうか……。

「ネルヴァ山はまだまだ先ですよ。こんなところで休憩なさっていて大丈夫ですか？」

　ゼシアはクロムたちを見下ろすと、やれやれといった風に首を振った。

「まさか時間切れなどという、つまらない終わり方はやめてくださいね。私、また貴女あなたと戦えるのを楽しみにしておりますのに」

　そう言いながらゼシアは、ライラに目を向けて微ほほ笑えんだ。ライラは応えずに、ただ眼めを鋭くしてゼシアを見返した。ゼシアはそれでも満足げに口角を上げると、「それでは失礼致します」と告げて去っていった。

　どうにも摑つかみどころのない娘だ。ゼシアの言葉は単なる嫌味にも取れたが、一方でライラに脱落してほしくないというのは、本心のように思えた。

　何にしても、警戒しておくべき対象なのは間違いない。先日の「鍛錬」での様子といい、戦いそのものを楽しむような危うさを感じる。

　クロムたちはその背を見送ると、自分たちも出発すべく立ち上がった。




　クロムとライラは三日間歩き通して、夕方に無事ハイネ村へと辿たどり着いた。

　ハイネ村は山岳地帯の村や町からテンフォートに向かう道の中間地点であるので、普段なら商人や旅人でそれなりに賑にぎわっているはずだが、今は街道の様子と同じく、どこか侘しい空気を漂わせていた。

　クロムは一通り村を見渡してみた。どことなく、村人たちに緊張感が漂っているような気がした。勇者候補者たちが続々と来訪しているせいだろうか？　ネルヴァ山で試練が行われることは彼らにも伝わっているだろうから、それにつられて浮ついているのかもしれない。

　村の様子は気になるところだが、クロムもライラもさすがに歩き通しで疲れていた。まずは宿を確保して一休みしたいところだ。

　幸いにも、ゼシアたちの一団はすでに出立しているらしく、宿の空きを確保するのは容易だった。クロムたちは適当に高くも安くもない宿を選んで、部屋を借りた。

　荷物を部屋に置き、宿の近くにある大きな食堂で夕食を取っていると、村の住人らしき年配の女性が店に入ってきた。女性は店内を見渡してクロムと目が合うと、まっすぐこちらへやってきた。

「失礼ですが、勇者候補者の方でしょうか……」

　クロムの顔を覗のぞき込みながら、遠慮がちに問いかけてきた。

　先程見た村の様子といい、どうも面倒事の匂いがする。クロムはしばし逡しゅん巡じゅんしたが、結局は正直に答えることにした。

「勇者候補者はこっちで、俺は単なる世話役だ」

　そう言ってライラを指した。女性は少し驚いた顔をして、クロムとライラを見比べていたが、やがて何かに気がついたようにハッとした。

「もしかして……勇者のクロム・ウルクス様と、そのお弟子様でしょうか？」

　クロムは、またテンフォートの民衆のように侮蔑的な態度を向けてくるのかと身構えたが、女性はまるで旧知の知人に会ったように顔を綻ばせた。

「やはり、そうですよね。しばらくぶりにお姿を拝見致しました」

　嬉うれしそうな女性の態度を受けて、クロムは呆気に取られた。

　はたして、以前にもこの村へ来たことがあっただろうか？　ネルヴァ山は、勇者の試練の地として度々選ばれる場所ではあるが、自分が勇者になったときは別の試練だった。もちろん、それ以外の用事で訪れた記憶も無い。

　しかし思い返してみれば、どことなく村の所々に見覚えがある気もした。

「ライラ。もしかして俺は、以前にもここを訪れたことがあるのか？」

　クロムが問いかけると、ライラは何故なぜか一瞬逡巡するように固まった。そして、慎重に言葉を選ぶようにして答えた。

「……はい、一度だけ。わたしがクロムさんに引き取られて、少ししてからのことです」

　なるほど。これもライラ絡がらみの記憶であるために、今のクロムは覚えていないようだ。

　ライラは不安げな顔で、クロムを見上げていた。おそらく彼女にとっては、何か大切な思い出があった土地なのだろう。

　それを忘れてしまっていることに、クロムはいたたまれなさを感じた。しかし今は、どうすることもできない。

　クロムは、話が見えずに戸惑う女性に対して説明した。

「すまないが、俺は記憶の一部を失っていて、以前にこの村を訪れたことを覚えていないんだ」

　女性は眼を見開いた後、クロムやライラを見つめると、気遣わしげに目を伏せた。

「そうでしたか……それは、お労いたわしいことでございます。さぞご苦労をなさったことでしょう」

　そう言うと女性は、困ったように眉尻を下げた。

「お二人がいらっしゃったときのことを、色々とお話ししたいところではございますが……実は、急ぎでご相談したいことがございまして……」

　女性は遠慮がちに言いよどんだ。クロムが記憶喪失だと聞いて、その上に頼み事をするのは気が引けると思ったようだ。

「何か、困りごとでしょうか……？」

　ライラは女性の言葉を拾いつつ、クロムをちらりと窺うかがった。クロムはそれに頷うなずき返しつつ、女性に話を向けた。

「確かに色々聞きたい所だが、今は俺のことはいい。それよりも、急用があるなら話してくれ」

　クロムの言葉を聞くと、女性はホッとしたように頰を緩めた。

「……はい。実は、どうしてもお頼みしたいことがございまして……。私はこの村の村長を務めている者なのですが、本日は村を代表してお願いに参りました」

　その女性は席につくと、その依頼の内容を話した。

　最近、村の近隣にある洞窟に、鼠ねずみの《変異種》である魔物が住み着き、夜中に村へやってきては、畑の作物や備蓄の食料を食い荒らしているらしい。

　変異種というのは、元々は普通の動物であったものが、エーテルにより魔物へと変異したものだ。対して、異界の裂け目から来る、生まれながらの魔物を《原生種》と呼ぶ。

「鼠の変異種くらいなら一般人でも対処できそうだが。魔物とはいえ、ちょっと凶暴なだけの鼠だろう？」

　変異種の魔物は基本的に、もとの動物と大差ない。ただ気性が凶暴化したくらいのものだ。まれに常軌を逸した変異を遂げるものもいるが。

「えぇ、普段なら村の男衆でなんとかなります。しかし今回は……非常に数が多いもので。先に手を出した者たちは、いずれも成す術すべなく返り討ちに遭いました。中には大量の鼠に襲われて大おお怪け我がをした者もおります……」

　なるほど。いかに小さな鼠とはいえ、数十匹の群れが敵意をもって襲いかかってくれば、立派な脅威になるだろう。そうなれば、一般人が対処するのは難しい。

「先にいらっしゃった候補者様にもお願いしたのですが、試練があるからと断られてしまいまして……。もちろん、勇者の試練が大切なのは重々承知しております。ですが、私どもと致しましては、畑や備蓄の食料を荒らされるのも、ゆくゆくは命に関わる問題でして……」

　先に来た候補者というのは、恐らくゼシアだろう。まぁ、自分の従者すら物のように扱う彼女のことだ。見知らぬ人間のために働くとは思えない。

「どうか、魔物の巣の掃討を引き受けていただけませんでしょうか。無論、できる限りのお礼はさせていただきますので……」

　女性はそう言って、深々と頭を下げた。

　ライラは心配そうな表情で、女性とクロムを交互に見ていた。クロムは、渋い顔で頭を搔かきつつ答えた。

「……分かった。明日の朝一で行ってこよう」

　試練とは関係ない寄り道になってしまうが、そんな話を聞いてしまっては、断る訳にもいかなかった。

　幸い、旅はここまで計画通りに進んでいる。このまま行けば、残り三日のうち一日あれば登頂できるはずだ。予備日を一日とっておくとしても、まだ一日余裕がある。

「ありがとうございます……！　ご多忙のところ申し訳ございませんが……何なに卒とぞ、よろしくお願い致します」

　女性はしきりにお礼を述べて、去っていった。

　それを見送り、クロムはライラに向き直った。

「……ただでさえ疲れているところに悪いが、聞いての通り、計画を一日ずらすことになった。まぁ、依頼は大したことなさそうだし、何なら俺だけで──」

「わたしも行きます！」

　ライラは身を乗り出して言った。

　まぁ、彼女の体力なら、無理をしているということもないだろうが……。肝心の試練の前に、余計な体力を割かせるのもどうだろうか。そう思って顔を窺うが、ライラは何やら嬉しそうな笑みを浮かべた。

「やっぱり、クロムさんはクロムさんですね……。きっとまた、助けてあげると思っていました」

「……『また』ということは、以前に来たときも同じようなことがあったのか？」

「はい。前も村の人に頼まれて、魔物退治を引き受けていました」

　なるほど。だから、村長は好意的だったのかと、クロムは納得した。

「試練のことは大丈夫です──わたしは、クロムさんの弟子ですから。だから明日は、村の皆さんのために頑張りましょう」

　そう言ってライラは、クロムに微笑んだ。




　翌日、クロムたちは昨晩に受けた依頼のために、早朝から出かけることとなった。村長の話によれば、魔物が住すみ処かにしているという洞窟は、ハイネ村から三十分ほど歩いた距離にあるという。

　クロムたちは村を出立しようというところで、見覚えのある三人組に呼び止められた。

「お待ちなさい、クロム・ウルクスとその弟子！」

　声のした方向を見ると、騎士の娘リリーアと、その従者たちが立っていた。

「ネルヴァ山は、そちらではありませんよ」

　リリーアは腕組みをしながら、怪け訝げんな顔で近づいてきた。

「あんなに大きな山が見えないんですか？　……それともまさか、ここまで来て逃げ出すつもりじゃありませんよね？」

　リリーアは、ネルヴァ山をびしりと指して言った。

「わたしたちは、村の方々から依頼を受けたので、魔物退治に向かいます。試練から逃げるわけではありません」

　ライラの説明に対して、リリーアはなおも怪訝な表情だ。

「魔物退治……？　それは、試練を置いてでも、今やらなきゃいけないことなんですか？」

　納得していない様子のリリーアに向かって、ライラは説明を続けた。

「村の人たちが困っていますから。ハイネ村は、周囲に他の町や村も無く、孤立した場所です。王都にいるわたしたちから見れば些さ細さいな事でも、村の方々には大きな不安になります。なので、一刻も早く解決してあげるべきなのです──そうですよね、クロムさん」

　ライラは張り切った様子で、珍しく饒じょう舌ぜつに語ると、クロムを見上げた。それは彼女自身の考えというより、誰かの受け売りという風に見えた。もしかしたら、過去にクロムがそう語ったのだろうか。

「……あぁ、その通りだな」

　クロムは頰を搔きながら答えた。

　するとリリーアは、何やら感銘を受けた様子で頷うなずいた。

「なるほど……。たしかに勇者たるもの、弱きを助けるのは当然の役目ですね。そういう意味では、これも試練の一環と言えるかもしれません」

　そして、クロムたちにびしりと指を向けて言い放った。

「そういうことでしたら、私たちもご助力して差し上げましょう！　貴方あなたたちも、いいですね？」

「もちろん、かまいませんぜ！　魔物の十や二十、朝飯前ってなもんです！」

「我らのウデマエと、リア様の怪力をクロム様に見せつけ──痛てッ！」

「だまって!!」

　リリーアとその従者たちは勝手に話を決めると、先に歩き始めてしまった。

「……どうしますか？」

　ライラは困った顔でクロムを見上げた。

「まぁ……人手が多くて困ることもないだろう。やや騒がしすぎるのは心配だが」

　クロムが肩をすくめると、ライラはまだ不満そうな顔をしていたものの、諦めたようにため息をついた。




　しばらく、リリーアたち三人を加えた五人で朝の山道を歩いた。山々は濃い霧に覆われていて、ひんやりと冷たい空気が首筋を撫なでた。辺りは不気味なほどに静まり返っていて、近くに魔物の大群が潜んでいるとは思えなかった。

「あ、クロムさん。ヒイラギの木がありますよ」

　ライラが山道の脇に駆け寄って声を上げた。

「あぁ。ちょうど良いい、少し葉を摘んでいくか。ついでに松毬まつかさなんかもあると良いが」

　クロムたちは懐ふところから小袋を出して、ヒイラギの葉を摘み始めた。

「……なにをしているんですか？」

　その様子を、リリーアは怪訝な顔で見ながら、ライラの持つ小袋を覗のぞき込んで聞いてきた。

「ヒイラギの葉は、炎の魔術の良い触媒になるんですよ」

　魔術とは、生命力を《マナ》と呼ばれるエネルギーに変換し、それを触媒となる物質に通すことで、炎や冷気などを発生させる術だ。

「ヒイラギの葉が魔術の触媒に……？　初めて聞きましたわ」

　リリーアが首をかしげた。ライラは心なしか、少し得意げな顔をして続けた。

「魔術の触媒として、最も高効率なのは宝石です。でも宝石は高価ですから、わたしたちのような冒険者は、こうして野山で代わりになるものを採集しながら歩くんですよ」

　そう語りながら、ライラはちらりとクロムの顔を覗いた。今の知識も、おそらくはクロムが過去に教えたものなのだろう。

「ほえぇー。こんな葉っぱが触媒にねぇ。初めて聞いたぜ」

「そうっすねぇ。ま、知ったところで俺たち、魔術なんて使えないっすけどね！」

　リリーアの従者たちは、げらげら笑った。

「立派な騎士であれば、魔術の素養も多少は備えておくべきですよ！　わ……私も少しは、使えなくも……ありませんし？」

　そう言いながらも、リリーアは目を泳がせている。どうやら彼女も、魔術は得意ではないらしい。

　そうこうしている内に、探していた魔物の巣と思おぼしき洞窟が見つかった。

　それは、人が三人ほど並んで入れる程度の大きさで、山の岩陰にひっそり口を開いていた。洞窟内は緩やかな下り坂になっており、奥にはまったく光が入らないため、黒い壁で塞がれたかのような暗闇が広がっていた。

　しかし、暗闇で中が見えない代わりに、凄すさまじい獣臭が魔物の存在を知らしめていた。中からは時折、何かがうごめくような物音も聞こえていた。

　リリーアたちは、その不気味な気配に気け圧おされるように、ごくりとつばを飲んだ。

「せっかくだ。ライラ、炎の魔術で洞窟内を照らしてみてくれないか」

　ライラがどの程度魔術を使えるのかは、まだ見ていなかった。クロムは実力検分も兼ねて、ライラに洞窟の様子を窺うかがわせることにした。

　ライラは頷くと、さきほどの小袋から一ひと摑つかみの葉を取り出して、軽く握った。

「──其そは叡えい智ちにして力。灼しゃく熱ねつのその身をもって、仇あだなすものを灰へと還かえせ」

　ライラが呪文を暗唱すると、握った手の上に小さな火が灯ともった。火はすぐさま大きくなっていき、みるみる洞窟を照らし出した。

　──その瞬間、洞窟内にひしめく無数の眼が、一斉にライラたちへと向けられた。

「──っ!!」

　一同は息を吞のんだ。

　その眼の数は、二十……三十……いや、もっとだろう。眼の持ち主たちは、まるで安眠を妨げられて抗議するように、一斉に甲高い鳴き声を上げた。

「ヂュウゥゥゥ──ッ!!」「キィイイイ──ッ!!」

　それに驚く間もなく、洞窟の住人たちは一斉に駆け出して、クロムたち目掛けて襲いかかってきた。

「うぉおおお!?　やべぇ、いくらなんでも多すぎだろ!!」

「ちょっ、兄貴！　さっき『魔物の十や二十、朝飯前ってなもんです！』って言ってたじゃないすか」

「どうみても、二十どころじゃねぇだろ!!」

　リリーアの従者二人は、あまりの数に声を上げた。しかし、そう言いながらも即座に剣を抜いて抗戦の構えを取っており、彼らも一応は騎士なのだと窺わせた。

　ハイネ村の村長が言う通り、洞窟内はおびただしい数の鼠ねずみの変異種が潜んでいた。

　一匹一匹は弱いが、とにかく数が多い。囲まれて一斉に飛びかかられたら、いかに一流の戦士であっても怪け我がでは済まないだろう。ましてや、これだけの数が村へ一気に押し寄せたとなれば、被害は畑や備蓄の食料だけでは済まないかもしれない。

「──来て良かったですね。このままにしていたら、危ないところでした」

　ライラは落ち着いた様子で、剣を抜きつつ言った。そして洞窟を照らすのに生み出した火球を一層大きくすると、襲いくる鼠の群れの真ん中に投げ入れた。火球は一匹の鼠に当たると、大きく爆はぜて周囲の鼠もろとも焼き尽くした。

「ギィイイイッ──!!」「ヂュゥウウウ──!!」

　巻き込まれた鼠の甲高い悲鳴が、洞窟の岩壁に反響しながら鳴り響いた。

「道が開けたわ！　貴方達、後ろに回り込まれないよう、道を塞ぎながら突入します！」

　リリーアが剣を掲げると、従者の二人はその横に並んで一列の陣形を組んだ。

「獲とり漏らした獲物は、そちらにお任せします！」

　リリーアは振り返らずにライラたちへと告げ、洞窟内へと突入していった。

「──うぉらあぁぁっ！」「──おらぁぁあっす！」

　たちまち鼠の大群が津波のように押し寄せてくる。

「フンッ──せぇぇええええい!!」

　リリーアはそれを盾でせき止めると、そのまま強引に押し返した。小さな犬ほどもある鼠の魔物が、何匹もまとめて叩たたき返される。そうして鼠どもが怯ひるんだところに、大きく振りかぶった長剣を叩きつけた。

「さすがはリア様!!」「やっぱり怪力っす!!」

　見た目によらず、豪快な戦い方をする。従者の男が言う通り、確かに並の力ではない。

「いいからっ!!　貴方達も働きなさい!!」

　歓声を上げる従者たちを叱るように、リリーアは叫んだ。

　そうしてしばらくは、次々に飛びかかってくる鼠どもを一心不乱に斬り落とし続けた。しかし、鼠は洞窟の奥や脇道から次々と湧き出してくる。このままでは埒らちが明かない。

「──痛っ……!?」

　リリーアがうめき声を上げた。足元の穴から飛び出してきた鼠に不意を衝つかれ、鋭い爪で腿ももに傷を負わされてしまったようだ。

「「リア様！」」

　従者の二人は、リリーアを守るように鼠の大群を押し上げながらも、心配そうに声を上げた。

「見せてみろ」

　クロムは懐から消毒薬を取り出しつつ、リリーアに駆け寄った。

「──っ!?　だ、大丈夫です。これくらい……」

　リリーアは顔を赤らめながら、慌てて立ち上がろうとする。

「あの手の魔物は、病原菌を持っている可能性が高い。傷は浅くても、そこから化か膿のうするかもしれない。いいからじっとしていろ」

「〜〜っ!!」

　リリーアは顔を真赤まっかにしながらも、観念したように大人しくなった。クロムは手早く消毒液で傷口を洗うと、懐の小袋からヨモギの葉を取り出した。

「其は清廉なる癒やし手。慈悲深きその御手によりこの者の傷を癒やし給たまえ」

　クロムが呪文を口にすると、リリーアの傷がにわかに熱を帯びた。そして薄緑の光に包まれたと思ったら、傷は跡形もなく消えていた。

「……ありがとう、ございます」

　リリーアは消え入るような声で呟つぶやいた。

「リア様、ご無事で！」「良かったっすね。憧れのクロム様に──痛てッ！」

「だまって!!」

　従者たちは、鼠たちを押さえたままリリーアの様子を窺い、安心したように声をかけてきた。リリーアは照れ隠しに、その背中を拳で殴った。

「クロムさん」

　ライラがクロムを振り返って言った。

「このままでは埒が明きません。わたしが囮おとりになって、残りの鼠を全部引き寄せます。クロムさんはそこを、巣穴ごと焼き払ってください」

「ダメよ──ッ!!　そんなの、貴女あなたが危険すぎます!!」

　それを聞きつけたリリーアは、すぐさま却下した。

「あぁ、いくら何でも危険すぎる。もし抜け出すタイミングを逃せば、おまえも焼け死ぬぞ」

　クロムにも、あまり良い作戦とは思えなかった。しかしライラは首を振った。

「とはいえ、このままではジリ貧です。この後には勇者の試練も残っているのですから、これ以上ここで消耗するわけにもいきません」

　それは、そうかもしれないが……。クロムがなおも渋い顔をしていると、ライラはふっと微ほほ笑えんだ。

「──大丈夫です。わたしが、クロムさんの合図を逃すはずがありません。信じてください」

　ライラは心底自信ありげに頷うなずいた。

　実際、他に良い手も浮かばない。クロムは渋々ながら頷いた。

「……分かった。おまえが鼠どもを引きつける間に、俺は魔術の準備をする。攻撃の瞬間に合図をするから、すぐに離脱しろ」

「はい！」

　ライラは返事をすると、すぐさま洞窟の奥へ、独り駆け出した。鼠どもが即座に群がって、ライラを追い始めた。多少は広いとはいえ、閉所の中だ。いつまでも逃げ続けるのは難しいだろう。クロムは早速魔術の準備を始めた。

　小袋からありったけの葉を摑つかみ取ると、それを眼前で握った。身体からだの内に循環する生命力をマナに変えて、体内に留とどめる。まだ放出はしない。マナをできるだけ溜ためてから、一気に放たねば。

　リリーアはハラハラと落ち着き無く、クロムとライラを交互に見ていた。そうしながらも、クロムが魔術に集中できるよう、近づく鼠を斬り払った。

「其は叡智にして力。灼熱のその身をもって、仇なすものを灰へと還せ──ライラ、戻れッ!!」

　クロムが呪文を唱え終えると同時に、溜めたマナが一斉に放出され、炎が濁流のように洞窟へと押し寄せた。

　ライラは、クロムの合図から間髪入れずに地を蹴り、押し寄せる炎を飛び越して戻ってきた。一瞬遅れて、洞窟は完全に炎によって吞のみ込まれていった。

「「「ヂュウゥゥゥウウウウ──ッ!!　ギィイイイィィイイ──ッ!!」」」

　洞窟の袋小路ふくろこうじに閉じ込められ、蒸し焼きにされていく鼠たちの絶叫が、ひときわ大きく洞窟内に反響した。あまりの音圧に、耳がおかしくなりそうだ。

　だが、やがてそれも勢いを失っていき、最後の炎が燃え尽きると共に止やんだ。あとには、肉の焦げる匂いと煙だけが残っていた。

「……終わりましたね」

　リリーアが、静まり返った洞窟を見回して呟いた。

「……帰りましょう」

　ライラがぽつりと言った。クロムたちは洞窟をあとにして、村への帰路についた。

　しかし、洞窟に鳴り響いていた鼠たちの声は、しばらく耳に焼き付いて離れそうになかった。




「クロム様、ライラ様……本当に、ありがとうございました」

「これで村の皆も安心して暮らせます」

「おにーちゃん、おねーちゃん、ありがとう！」

　村へ帰ったクロムとライラは、村長を中心とした村の人々から、大げさなほどの感謝の言葉で迎えられた。

　リリーアたちは「今回は大したこともできませんでしたから、私たちは遠慮します」と言って、先に自分たちの宿へと帰ってしまった。

　クロムたちも、依頼の報告を済ませて早々に休むつもりだったのだが、村長がお礼に二人をもてなすと言い始め、ちょっとした宴会が開かれることになった。

　クロムとしては、ささやかな食事会程度のものを想像していたのだが、村人がこぞって手料理や酒を持ち寄って集まって来るものだから、いつの間にか村総出のお祭りのようになっていた。

　山岳の村の食料事情は、決して楽ではないだろう。それでも盛大にもてなされてしまって、クロムは少し気が引ける思いだった。しかし、それだけ村人たちも、魔物の脅威に悩まされてきたということなのだろう。

「ライラちゃん、これも美味おいしいよ！」

「山ぶどうのジュースはどうだい、ライラちゃん」

「たんと食べて、力をつけてもらわないとな。なんたって、勇者様になるんだから！」

　ライラは村の人々からも可愛かわいがられ、あれよこれよと料理を差し出されていた。あまり人に囲まれることには慣れていないようで、恥ずかしさと恐縮が入り交じった表情で顔を赤らめていた。

「……ずいぶん、大きくなられましたね」

　その様子を微笑ましげに眺めながら、村長の女性が言った。

「数年前にお会いしたときは、とても小さくてか細い女の子でした。クロム様になんとかついていこうと必死に頑張っていた姿は、今でも覚えております」

　そういえば、以前の自分たちは、何のためにこの村を訪れたのだろうか。

　以前にここを訪れた際にも、魔物退治の依頼を請け負ったらしい。王都であれば、その手の依頼は冒険者ギルドに出されるが、辺境の村々には、もちろんそんなものは無い。

　したがって、有事の際には近くのギルドまで依頼を出すことになる。ハイネ村であれば、その依頼は王都のギルド宛に来るだろうから、それを受けて訪れたのだろうか。

　真実を確認しようと口を開きかけたが、その前にライラが話しかけてきた。

「そういえば、ハイネ村には温泉がありますよね。姉がよく『行ってみたい』と言ってました。以前は時間が無くて、入れませんでしたが……」

　ライラは、クロムの顔を窺うかがいながら言った。

　……確かに、いつだかシオンとそんな話をした気がする。

　不意に蘇よみがえってきたシオンの記憶で、先程まで考えていた疑問はすっかり抜け落ちてしまった。

（──キミはもっとキミ自身のために生きるべきだよ）

　シオンの言葉が脳裏に蘇る。

　自分のために生きるどころか、死んでから来るはめになってしまったが……。

「──そうだな。せっかくだし、入っていくか。明日の試練のためにも、疲れは取っておくべきだろう」

　クロムが言うと、ライラは嬉うれしそうに「はい！」と答えた。










　翌日、クロムとライラはようやくネルヴァ山を登り始めた。

　ネルヴァ山の洞窟には、数あま多たの凶悪な魔物が巣くっているという。そんなものを、いちいち相手にしていては、身体がいくらあっても足りない。無駄な戦闘は極力避けて進むべきだろう。

　クロムは先に立ってランプを片手に、よく耳を澄ませながら進んだ。洞窟では視界が暗闇に阻はばまれる一方、小さな音でもよく響くために、聴覚のほうが危機察知では当てになる。

　洞窟には、クロムたちの立てる靴音の他にも、時折岩肌から落ちる水滴の音や、コウモリか何かが群れて羽ばたく音が聞こえた。聞き慣れた音であっても、洞窟の壁で二重三重に反響すると、なにやら不気味に聞こえてくる。

「…………」

　魔物に見つからないためにも、先程から二人は無言で洞窟を進んでいた。ライラの表情を窺うと、さすがに少し心細そうに見えた。

　洞窟を進む冒険者にとって、実は魔物以上に脅威となりうるのが、この「音だけが鳴り響く暗闇」である。視覚情報が制限され、不確かな聴覚情報だけが延々と入ってくると、不安に支配された人間はありもしない脅威を想像してしまう。怪談を聞いた後の子供が、しきりに背後を気にしてしまうのと同じようなものだ。

　先日の鼠ねずみの大群に対しても、凛りんとして動じずにいたライラだが、不安や恐怖心がまったく無いわけではないだろう。もしかしたら、暗闇はあまり得意ではないのかもしれない。

　そう考えていると、クロムのマントがわずかに後ろから引っ張られた。振り返ると、ライラが不安げな表情で裾を摑んでいた。

「クロムさん……先程から、何か地鳴りのような音が聞こえませんか？」

　ライラに言われて、クロムは地面に耳を当ててみた──

　────ゴォォン…………ゴォォン……ゴォォン…………

　確かに、遠くからわずかに振動が伝わってきた。これは──足音だろうか？　いや、それにしては間隔が不定期だ。数回に亘わたって聞こえた音は、やがてパタリと止んだ。

　これは巨大な魔物の立てる音なのか、あるいは地下水か何かの音か。クロムの知識と経験では断定しかねるが、注意しておくに越したことはないだろう。

　そう伝えると、ライラは依然として不安そうな顔のまま頷いた。

　しばらく進むと、道が二手に分かれていた。左は比較的道幅が広く、障害物も少ない安全そうな道だが、右は岩肌から滲にじみ出た水で一部が浸水している上に、頭上には地獄の針山のごとく尖とがった岩が突き出していた。どう考えても左に行くのが正解だろう。

　クロムが迷わず左の道へ進みかけた、その瞬間──

　──ゴォォオオオンッ!!

　突然、地面が大きく地響きを立てて揺れ始めた。その衝撃で、岩の天井がクロムたち目掛けて崩れ落ちてきた──ライラは未いまだ気がついていない。

「くそっ──！」

　クロムはとっさにライラを抱えると、全力で地面を蹴って後方へと跳んだ。

　岩の落ちる無数の衝撃音が、洞窟に反響して増幅され、雷のごとき轟ごう音おんが鳴り響いた。

　クロムは地面にぶつかる寸前に身体を反転して、ライラを着地の衝撃から庇かばうように抱きかかえた。

「ぐっ……！」

　地面から突き出た岩がぶつかったようで、肩に鈍い痛みが走ったが、構わずそのままライラに覆いかぶさって落下物から守った。

　崩れ落ちた岩は、一瞬前まで二人がいた場所を埋め尽くし、完全に道を塞いでしまった。幸いにもクロムが素早く反応したお陰で、二人は落盤に巻き込まれずに済んだ。

「……大丈夫か」

　クロムはライラの上から退いて、彼女の安否を確認した。

　ライラは状況が摑めていないようで、呆ぼう然ぜんと身体を強こわ張ばらせていたが、やがて我に返って身体を起こした。

「──大丈夫です。すみません、庇っていただいて……」

　ライラは、心底申し訳無さそうに謝罪した。

　クロムも立ち上がろうとして手をついたが、肩にズキンと痛みを感じて動きを止めた。突発的な危機で極度の緊張状態となっていたため、先程岩にぶつかり傷を負ったことを忘れていた。思い出した途端に、じわりと痛みが復活してきた。

「クロムさんっ……大丈夫ですか!?」

　ライラは顔を青ざめさせ、慌てて声を上げた。

「……大丈夫だ。忘れたか、俺はアンデッド──不死身の存在だ。この程度の傷は、すぐに再生する」

　そう言って傷を見せた。その言葉の通り、痣あざや切り傷はまるで時間が巻き戻るように、跡形もなく消えていった。それでもライラは、心配そうな顔でクロムを見つめていた。どうも彼女は、クロムのことになると過剰に心配するきらいがある。

「それよりむしろ……進めなくなった道のほうが問題だな」

　クロムは改めて、無残に崩れ落ちた、かつて道だった場所を眺めた。この岩を全て撤去するのは、どう考えても現実的ではない。

　クロムたちはしょうがなく、来た道を分岐路まで引き返した。左の安全な道が使えなくなった以上、右の道を行くしか選択肢は無かった。湧き水で一部が浸水し、頭上は危険な針山だが、それでも通れなくはない。

　クロムたちは諦めて、冷たい湧き水に身を浸しながら狭い道を進み始めた。




　クロムとライラは、水を吸った衣類で重くなった身体からだを引きずるようにして、水没しかけの洞窟を進み続けた。

　日の当たらない洞窟から滲み出た湧き水は、雪解け水のように冷たく、クロムとライラの体力をじりじりと削り取っていった。

　おまけに、藻でぬめった岩は非常に滑りやすいため、注意して歩く必要があった。二人は壁を摑つかみながら、慎重に歩を進めた。

　幸いにして、今の所は魔物に襲われるようなことは無かった。こんな不安定な足場で襲われた日には、苦戦を強いられること必至だ。

　そんなことを考えながら進んでいると、少し開けた空間に出た。天井もそれなりに高く、逆さの針山がぶら下がっているのは相変わらずだが、それが邪魔で視界が妨げられることはなかった。

　クロムは、岩陰や水中になにか潜んでいないかと、ランプを掲げて周囲を見渡した──すると、水中になにやら蠢うごめく影が目に入った。その大きさは、どうみても魚ではない。

「──ライラッ、水中に何かいるぞ。気をつけろ！」

　クロムは叫びながら剣を抜いた。その後ろでライラも息を吞のみながら、クロムに続いて剣を抜いた。

　その影はクロムから数歩手前まで近づくと、大きな水しぶきを上げて立ち上がった──体表にぬめりを帯びた巨体が、クロムを押しつぶそうと迫りくる。

　クロムはとっさに横へと転がって回避した。先程までクロムが居た場所を、黒い何かが通り過ぎていった。

　クロムは即座に立ち上がって相手を確認した。それは鰐わにのようにも見えたが、それにしては硬い鱗うろこが見当たらない。代わりに、黒地に血痕のような赤いまだら模様のある体表が目を引いた。おそらく、イモリか何かが変異した魔物だろう。

　魔物は、クロムが回避したのも構わずに突進を続け、その巨体を壁にぶつけた。

　──ゴォォオオオンッ!!

　たちまち洞窟が地響きを上げて揺れ始めた。どうやら、先程の落盤を引き起こしたのも、この魔物の突進が原因らしい。何のつもりか知らないが、その魔物はまるで憂うさ晴ばらしのように、しきりに壁に身体を打ち付けている。その様子は、何かにもがき苦しんでいるようにも見えた。

　これだけ巨体の変異種も珍しい。恐らく、相当な量のエーテルに触れてきたのだろう。壁に身体を打ち付けているのは、もしかしたらエーテルに侵された苦痛のせいかもしれない。

「俺がこいつを正面から押さえる。ライラ、おまえは背後に回って急所を狙え！」

　クロムが叫ぶと、ライラは頷うなずいて素早く移動した。鰐の如ごとき巨体との力比べは、小柄なライラには荷が重すぎる。かといって水に足を取られた状態では、いかに素早いライラといえども隙を突くのは難しいだろう。したがって、クロムが正面から力勝負で押さ込むしかなかった。

　クロムは腰を落として、剣を前に構えた。剣を握る腕から、赤黒い血の霧が湧き上がる。やがて、腕の皮膚や肉までもが血の霧となって、白い骨があらわになった。

「──っ、クロムさん!?」

　ライラが息を吞んで、声を上げた。そういえば、この身体で血の力を見せるのは初めてだったか。彼女の姉であるシオンも、同じく血の力の使い手だったので、その存在自体は知っていると思うが。今のクロムの力は、血の力で構成された肉体を霧に変えている点で、少し異なっている。

「俺のことは気にするな。それより、攻撃のタイミングに集中しろ」

　そう言っている間にも、赤黒い血の霧は炎のように揺らめきながら、白骨の腕と剣を覆った。

　クロムやシオンが使う《血の力》は、己の血を触媒として行う原初的な魔術であるとも言われている。しかし、マナではなく生命力を直じかに消費するという点が、通常の魔術とは大きく異なる。

「…………」

　生命力の激しい消耗へ抗議するように、身体がひび割れるような痛みを発した。これくらいは慣れたものだが、油断は禁物だ。さらに消耗すれば身体の感覚が失われていき、やがては命を失う。

　ミレーナからは、なるべく血の力を使わないよう言われていたが、このくらいなら、残り少ない生命力でも問題ないだろう。

　クロムは、血の霧を纏まとう剣を魔物に向けた。

　魔物は、そんなクロムの様子にも怯ひるむことなく、今度は頭を低くして突進を仕掛けてきた。勢いよく水面を割りながら近づいてくると、クロムの目前で顔を横に傾けて、口を巨大なハサミの如く開いた。

　クロムは剣で魔物の下顎を貫きながら、もう片方の手で上顎を押さえ込んだ。幸い、その顎に鰐のような鋭い牙は無かったが、顎は万力のように強い力で、ぎりぎりとクロムを挟み込もうとした。

　魔物の背後からライラがじりじりと近づき、心臓をひと突きにするべく剣を構えた──その瞬間、水中に潜んでいた魔物の尾が盛大な水しぶきを上げて、ムチのようにしなりながらライラを叩たたき飛ばした。

「──うぐぅッ……!!」

　ライラは素早く反応し、後ろに飛び退のいて回避しようとしたものの、かわしきれずに岩壁へ叩きつけられた。苦く悶もんの声を上げ、崩れるように水中へと落ちた。

「ライラッ!!」

　クロムは思わず叫んだ。

　ライラは一瞬気を失いかけたが、何とか持ち直して立ち上がった。しかし、彼女の華きゃ奢しゃな身体に、今のダメージは決して小さくなかったはずだ。

　ライラが背後から攻撃するには、あの尻尾をどうにかしなければならない。しかし、ライラが自分を叩き飛ばすほどの力に、正面から対抗できるとは思えない。

　それならば、クロムが魔物に衝撃を与えて怯ませるしかない。

　クロムは一度魔物を押し返そうと、より一層力を込めて水中の岩を蹴ろうとした──だが、藻でぬめりきった岩は、力を込めて踏みしめるには向いていなかった。

（──しまった！）

　とっさに、滑った足を引き戻して体勢を立て直そうとするが、その一瞬の隙を魔物は見逃さなかった。

　魔物が強烈な力で、クロムを水中へと押し倒した。クロムは何とか魔物を押し返して立ち上がろうとするが、上から覆いかぶさられた体勢では、上手うまく力が出せない。

（ぐっ……!!　このままではまずい……。やむを得ない、血の力を──）

　クロムが、さらに血の力を解放しようとした、そのとき──

「──うぁぁあああアアアッ!!」

　突如として怒号が洞窟内に轟とどろいた。猛たけ々だけしく叫びながら、ライラは勢いよく岩壁を蹴り、魔物の背に飛びかかった。

　その身体には──赤黒い血の炎が渦巻くように纏わりついていた。

「せやぁぁあああ──ッ!!」

　ライラは血の炎を纏う剣を、魔物の背に突き刺した。そこから炎が燃え移り、魔物の背を侵食するように広がった。

「ゲェェエエエ──ッ!!」

　魔物は濁った悲鳴を上げながら、ライラを振り落とそうと巨体を揺らして、凄すさまじい力で暴れた。しかし、ライラは魔物の背にしがみついて離れない。

　魔物はライラを振り落とすことは諦め、今度は壁で押しつぶすべく、岩壁に突進して背を擦こすり付けた。ライラの華奢な身体が、岩壁と魔物に挟まれて引きずられる。それでも、ライラは魔物の背を離れなかった。それどころか、付けられた無数の傷から、さらに血の炎が湧き上がっていく。

　クロムは、魔物が自分から離れて自由になったので、急いで水中から這はい上がった。

　見ると、ライラは普段の様子からは想像できない形相で、理性のタガが外れたように魔物へと食らいついていた。身体は岩壁に擦り付けられて血まみれなのに、まるで痛みなど感じていないかのようだ。

　いや、あるいは本当に感じていないのかもしれない。あれほど血の力を使えば、代償に身体感覚が失われていてもおかしくない。

　ライラは、魔物の巨体すべてを血の炎で焼き尽くすのは難しいと察すると、魔物が再び壁に突進する直前に素早く飛び退いた。

　魔物が再び、背を壁に擦り付ける。その瞬間、魔物の身体が傾いて右半身が宙に浮いた。その隙にライラは、魔物の腹の下に素早く潜り込んだ──

「──うあああぁぁぁアアアア──ッ!!」

　──そして、血の力を集中させた蹴りで、魔物を上に突き上げた。

　赤黒い血の霧を含む衝撃波がつむじ風のように渦巻き、魔物の巨体を上方に吹き飛ばした──その先には、天井からぶら下がっている岩の針山があった。

「グゲェェエエエエッ……──!!」

　魔物は、その全身を針山に貫かれ、地響きのような雄お叫たけびを上げた。

　やがて力を失ったように項うな垂だれ、宙にぶら下がったまま絶命した。

　魔物が完全に沈黙すると、洞窟は戦闘の喧けん騒そうから一転して、水を打ったように静まり返った。クロムは身体からだの力を抜き、肺の中の空気を吐き出した。

　息をついたのも束つかの間、血だらけになったライラが、糸の切れた人形のように力なく水面に倒れ込んだ。

「──ライラッ!!」

　クロムは慌てて駆け寄り、水中からライラを抱き上げた。全身が擦り傷だらけで痛ましいが、それ以上に、あれほど血の力を消耗して無事なはずがなかった。

「クロム……さん」

　ライラは朦もう朧ろうとしながら、力なくクロムを呼んだ。先程まで見せていた狂おしいほどの戦意は消え失うせ、今は控えめで物静かな普段の様子に戻っていた。

「どうして……あんな無茶をしたんだ……」

　クロムは呆ぼう然ぜんと呟つぶやくように、言葉を漏らした。

　あんな危険な戦い方……一歩間違えば死んでいたかもしれないし、そうでなくても血の力で大幅に生命力が削られたはずだ。

「──もう、あんな思いは……したくないから……。わたしのせいで……」

　ライラは意識もはっきりとしない様子で、うわ言のように呟いた。「あんな思い」とは、何のことだろうか。

　何にしても、このまま水没しかけた洞窟にいるわけにはいかない。ライラを早く安全なところへ連れて行かなければ。

　クロムはライラを背負うと、洞窟の出口を目指して歩き出した。




　洞窟を出ると、外はすっかり夜になっていた。

「──……？」

「気がついたか」

　魔物との戦闘以来、クロムの背で眠り続けていたライラが目を覚ました。ライラはしばし朦朧としていたが、やがて自分が背負われていることに気がつくと、慌てて声を上げた。

「──っ！　すみません、もう自分で歩けますっ!!」

　クロムが背から下ろすと、ライラはしきりに顔を赤らめながら謝罪した。

「すみません……クロムさんに背負わせるなんて……」

「……そう思うなら、次からあんな無茶はやめてくれ」

　クロムはため息をついた。

「知っているとは思うが、あの血の力は、おまえの命を蝕むしばむ諸もろ刃はの剣だ。俺も同じ力を使う者として、絶対に使うなとは言えないが、多用は避けてくれ」

　ライラは無言で頷うなずいた。本当に分かってくれているなら良いいが……。

　しかし、ライラまで血の力を使えるとは知らなかった──いや、覚えていないだけか。

　あの力は血を媒介とするが、誰の血でも良いわけではない。その適性を持つ者は、クロムの知る限りでは自分とシオンくらいだ。しかし考えてみれば、ライラはシオンの妹なのだから、同じ力を持っていてもおかしくはない。

　山頂では、試練の合否を確認すべく、数人の兵士が焚たき火を囲んで待機していた。その内の一人が、クロムたちを見つけて近づいてきた。

「クロム・ウルクスと、その弟子ライラ・グレイスで間違いないか？」

　クロムが頷くと、兵士は何やら書類にペンを走らせた。

「お前たちが最後だ。ご苦労、最初の試練は合格とする」

　兵士は口ではそう祝いながらも、訝いぶかしげな目で傷だらけのライラを見た。

「……しかし、他の候補者はみな涼しい顔で登ってきたのに、お前の有あり様さまはなんだ。まるで死にかけの落らく伍ご者のようだぞ。今からそんなでは、先が思いやられるな」

　兵士は鼻で笑うと、とっとと仲間の許へと戻っていった。

　ライラは顔を俯うつむけて黙っていた。

　これほどの苦戦を強いられたのは、運悪く落盤が起こって、危険な道を選ばざるを得なかったからだ。彼女の実力不足というわけではない。

　しかし、ライラは兵士の言葉で落ち込んでいるというよりも、もっと別な事を気にしているように見えた。

（──もう、あんな思いは……したくないから……。わたしのせいで……）

　戦いの後、うわごとのように呟いていた彼女の言葉が脳裏をよぎる。「あんな思い」とは──彼女の過去に何があったのだろうか。

「そう落ち込むな。今回は運悪く、散々な目にあったが、おまえのせいじゃない」

　クロムは一応励ましてみたが、ライラは力なく微ほほ笑えむだけで、心の内が晴れた様子は無かった。











第三章　第二の試練






　第一の試練が無事終わり、テンフォートに戻ってからも、ライラはしばらく落ち込んだままだった。どこか思いつめたような表情で、上の空になっていることも多い。

　一方で、戦闘の鍛錬にはさらに熱が入っていた。最近は暇さえあれば剣を振っている。ネルヴァ山の戦いでのダメージも、まだ完全には癒えていないだろうに。

「ライラ。鍛錬も結構だが、あまり無理はするな。先日の怪け我がも、まだ治りきっていないだろう」

　クロムは何度か忠告したが、ライラはどうにも聞き入れようとしなかった。

「何もしていないと落ち着かないので……。大丈夫です、次の試練に支障が出るような無茶はしませんから」

　とはいえ、このまま放っておくのも心配だ。何かよい気分転換ができればよいのだが。

　そういえば、ネルヴァ山での激しい戦いで、ライラの装備もだいぶダメージを負っていた。それを買い換える名目で、街に連れ出すのが良いかもしれない。

　そんなことを考えながら、クロムはふと自分が可笑おかしくなった。昔は自分が、シオンたちによって気分転換に連れ出される立場だった。かつての彼女たちも、今の自分のような気持ちだったのだろうか。

　あの頃の自分は、ただ仲間を守れるようになりたいという使命感と、勇者として敗北の許されない戦いに挑む重責だけが、頭を占めていた。きっと今のライラも、同じような心持ちなのだろう。

「ライラ。先日の戦いで、おまえの装備はかなり損傷しただろう。今日はそれを買い換えに行く。ついでに他の買い物も済ませてしまおう」

　クロムは有無を言わせぬ口調で言うと、さっさと出かける準備を始めた。




　クロムたちは買い物の前に冒険者ギルドを訪れ、いくつか溜たまっていた未精算の報酬を受け取ることにした。

「おう、クロムにライラちゃんじゃねぇか！　聞いたぜ、最初の試練は無事突破できたんだってな！」

　ギルドのマスターは数人の冒険者と談笑していたが、クロムたちを見つけると手を振って呼びかけてきた。

「さすがはライラちゃん。しばらく見ない内に、随分立派になったなぁ……」

　マスターは感慨深げに頷き、目元に涙を浮かべていた。図体ずうたいに似合わず涙もろい男だ。

「マスター、涙出てるよ！　もう、娘を嫁に出す父親じゃあるまいし」

「まぁ、ライラちゃんはクロムさんが帰ってくる前も、ずっと独りで頑張ってたからな」

「そうですね。時折無理をし過ぎているようで、心配ではありましたが」

　周りの冒険者たちもワイワイと感慨深げに言葉を交わしていた。クロムたちが生活費稼ぎのために何度か依頼をこなす内に、顔なじみとなった連中だ。名前も知らないような間柄だが、彼らはクロムが蘇よみがえる前から密ひそかに、独りで戦い続けるライラのことを心配して気にかけてくれていたようで、今も何かと親切にしてくれていた。

「しかしクロムよ。聞くに、ずいぶん危ない感じだったらしいじゃねぇか。もう少し、ライラちゃんの装備に気を遣ったほうがいいんじゃねぇか？　何なら、少しくらい報酬を前貸ししてやっても良いんだぜ」

　マスターは、だいぶボロボロになったライラの装備を見回して、心底心配そうに言った。

「分かっている。今日はこれから、その買い出しに行くところだ」

　クロムが答えると、マスターは幾分安心したように頰を緩めた。

「そうかそうか！　じゃあ、とびきり良いやつを買うと良い！」

「命はお金じゃ買えないからねー」

「そういえば、斜はす向むかいの道具屋に、サイズが小さくて売れ残っている防具を見かけたのですが、ライラさんならちょうど良いかもしれませんね。品質の割に安くなっておりましたので、見てみてはいかがでしょう」

　それは良いことを聞いた。クロムたちはギルドを後にすると、早速話に聞いた道具屋へと赴いた。




　冒険者ギルドのある商店街には、装備品や医薬品など、冒険者の必需品を取り扱う店が一通り揃そろっている。

　ギルドの斜向かいにある道具屋は中でも老舗しにせであり、最新技術を取り入れた新製品から、掘り出し物の骨こっ董とう品まで、店内に所狭しと商品が並んでいた。

「しかし改めて見ると、おまえの装備はどれも年季が入っているな。それにサイズも、少し小さくなっている。この際、全部買い換えてしまったほうが良さそうだな」

　クロムは、ライラの装備を見渡して言った。彼女の装備はいずれも傷だらけで、ずっと補修しながら使い続けてきたことが窺うかがえる。なにか愛着があるのかもしれないが、装備はやはり実用性が第一だ。

「そうですね……。わかりました」

　ライラは少し寂しそうな顔をしたものの、素直に頷いた。

　ハイネ村の魔物討伐依頼で報酬をはずんでもらったので、今のクロムたちは、懐ふところにそこそこ余裕があった。よほどの贅ぜい沢たくをしなければ、装備一式を買い揃えるくらいはできるだろう。

　ライラは身体が細身というのもあり、力よりはスピードで攻めるスタイルだ。したがって、装備は耐久性がありつつも、軽量で動きやすさを重視したものが良い。それを両立させるとなると、素材もだいぶ高価なものになってくる。

「ギルドで言っていたのは、これだな」

　クロムは店の奥にひっそり飾られていた、篭手や胸当てといった軽けい装そう鎧よろい一式を指差した。素材は鋼よりも頑強で、木のように軽い希少金属《ミスリル》だ。本来は手が届かないほど高価なものだが、サイズが小さいために買い手が付かなかったようで、だいぶ割安になっていた。小柄なライラには好都合だろう。

「こ……こんな立派な装備、わたしが使うには……もったいないです」

　ライラは、クロムに促されて試着してみたものの、質が良すぎて居心地悪そうにしていた。

「この金は、おまえが稼いだものでもある。おまえのために使うのは当然だろう」

　ライラはしきりに恐縮していたが、クロムが強引に押し切る形で、さっさと購入を決めてしまった。装備を受け取ったライラは、まるで壊れ物のように、おっかなびっくりと抱えていた。




　翌日、クロムたちは次の試練の発表のために、再び王宮区を訪れていた。

　クロムたちが謁見の間に入ると、まだリリーアしか来ていないようだった。

「先日はどうも。そちらも無事に試練を達成されたようで、何よりです」

　王宮区という場所だからか、リリーアは畏かしこまった態度で挨拶してきた。今日は騒がしい従者の二人組もいないせいか、ずいぶんおとなしく感じる。あるいは、次なる試練に緊張しているのだろうか。

「リリーアさんは、わたしたちより先に頂上に着いたみたいでしたね」

　ライラが言うと、リリーアは胸をそらして言った。

「もちろん。日の出とともに出発しましたからね！」

　そしてコホンと咳せき払ばらいをすると、眉をキリリとさせて続けた。

「魔物退治のときは協力しましたが、私たちが勇者の座を巡って争う関係であることに変わりはありません。今後も、貴女あなたに負けるつもりはありませんから、そのつもりで！」

　どうも、リリーアはライラをライバル視しているようだ。最初に会ったときも対抗心を見せていたが、魔物退治でライラの実力を見てからは、なおさら燃えているようだ。

　一方でライラは、リリーアが試練達成を遅らせてでも村のために協力する様子を見て、だいぶ彼女のことを見直したようだ。こうして対抗心を燃やされるのも、どこか嬉うれしそうにしている。思えばライラには同世代の知り合いがいなそうだったので、リリーアはよきライバルになるかもしれない。




　しばらくして王が謁見の間に姿を見せ、例のごとく試練の説明を行った。

　それもすぐに終わり、早々に謁見の間を後にしようとしたところで、クロムたちへ声をかけてくる者がいた。

「元勇者様と、そのお弟子様？」

　勇者の血族である候補者──ゼシアは、相変わらず薄い微笑みを浮かべたまま、カツカツと靴音を鳴らしてクロムたちに近づいてきた。

「まずは、第一の試練の通過、お喜び申し上げますわ」

　ゼシアは胸の前で両掌てのひらを合わせ、白々しいほどの笑顔を向けてきた。

「しかし、聞くところによれば、到着した順番も最後だった上に、頂上へ着く頃には満まん身しん創そう痍いだったとか……」

　ゼシアは、さも心配そうに眉尻を下げて言った。しかし口角は、相変わらず挑発的に吊り上がっている。

「私、貴女あなた方がたには大変期待しておりますので、どうか──私と再び戦う前に脱落するような真ま似ねはなさいませんようお願いしますわ」

　ライラは口を閉ざしたまま、ゼシアの言葉を聞いていた。しかし、その眼めは鋭く研ぎ澄まされ、ゼシアの眼を射い貫ぬかんばかりに見返していた。

　どうもゼシアは、最初に荒野でやりあって以来、何かとライラを意識して絡からんできているようだ。あまり他人には興味を持たないタイプの人間かと思っていたが……。同じ勇者候補者だからだろうか。

　ゼシアは、ライラに睨にらまれても笑みを浮かべたままでいた。そして別れの挨拶を告げようと口を開いたところで、不意に別な方向からの声が聞こえてきた。

「リリーア！　よく無事で帰ってきてくれたね。試練の達成おめでとう！」

「帰ってすぐに言ってあげられなくてごめんなさい。でも、本当におめでとう。これで、貴女の夢に一歩近づいたのですね……」

　見ると、リリーアがいつか廊下で見た両親に囲まれ、祝福を受けていた。

　まだ達成したのは最初の試練だけだというのに、両親は眼を潤ませながら、人目もはばからずにリリーアを抱きしめた。どうやら彼女は、両親に溺愛されているらしい。

　リリーアは恥ずかしそうに顔を赤らめながらも、まんざらでもなさそうに両親からの抱擁を受けていた。しかしその笑みが、ふと寂しそうに曇った気がした。まるで幸せの中にありながら、その終わりに想おもいを馳はせてしまったように。

　いつの間にか、ゼシアは顔から薄笑いを消して、リリーアたちの様子を冷ややかに見つめていた。つまらなそうに細められた黄金色の瞳には、冷え切った彼女の心が映し出されているように感じられた。

　クロムは思わず、その横顔を見つめた。これまでは不気味で摑つかみどころの無かったゼシアだが、その表情に、なにか彼女の思いの片へん鱗りんが見えた気がした。

　やがてゼシアは、リリーアたちから目を逸そらすと、すっかり白けた様子で何も告げずに謁見の間を去っていった。

　そういえば、ゼシアの親族たちも謁見の間に居たはずだが、誰も彼女に声をかける者はいなかった。あれほど血筋がどうのと語っていた老貴族も、既にこの場から姿を消していた。

　結局、彼らにとって興味があるのは、ゼシアが計画通りに試練を達成するかどうかであって、ゼシア本人は眼中に無いのかもしれない。

（──私が勇者として、人々のために命を懸けて戦いますのに、私の従者たる皆さんが私のために命を懸けてくださらないのは、不公平だと思いませんか？）

　それはかつて、彼女が「鍛錬」と称して従者たちを痛めつけていたときのセリフだ。あのときは単なる詭き弁べんかと思っていたが、あれは彼女の心の叫びだったのかもしれない。

　その行動を肯定するわけではないが、誰にも見向きされることもなく、独り謁見の間を後にする彼女の背を見ると、ただ否定する気持ちにもなれなかった。










　翌日、クロムたちはテンフォートから南に広がる海岸を訪れていた。

　波が打ち付ける断崖の下、複雑な入り江の中に隠れた洞窟へと入る。すると目前に──薄暗い迷宮の入り口が現れた。

　先日明かされた第二の試練、それは「海底迷宮の踏破」である。

「すごい……こんな古い遺跡が、まだ形を残しているんですね」

　ライラが感嘆の声を上げた。

「あぁ。ここは異界の厄災以前にあった国の宝物庫だったらしい。潮が満ちると海水が流入し、盗みに入った輩やからを水死させる──そのための迷宮らしいな」

　その迷宮に、今から自分も足を踏み入れるのだと思うと、ライラは身震いがした。水死の危険もそうだが、たくさんの人間が実際に死んでいる場所だと思うと、何か良くないモノが取り憑ついていそうで不気味だ。

　迷宮の入り口は、まるで次の犠牲者を待つように、ただ仄ほの暗ぐらい口を開けていた。

　それを呆ぼう然ぜんと眺めていると、奥から──なにやら恨めしい叫び声が聞こえてきた。

「──ロム───……」

「──っ!?」

　ライラは思わず身をすくませた。

　叫び声はどんどん近づいてきて、やがて言葉がはっきり聞こえるようになってきた。

「クロム────っ!!」

　ついに迷宮の入り口から、叫び声の主が現れた。それは──王宮魔術師であり、クロムを蘇よみがえらせた張本人、ミレーナ・レインであった。

「ぜぇ……ぜぇ……。クロム……、ずいぶん……ごぶさたじゃないか……」

　ミレーナは奥から走ってきたせいで息を切らせながら、恨めしそうにクロムを見上げた。

「まったく……最初の試練が終わったというのに、報告も無しとは。薄情がすぎるんじゃないかい。私は心配で、夜も眠れなかったというのに！」

　そう言いながらクロムに縋すがり付いてきた。

　クロムはミレーナの戯言たわごとには応じず、淡々と本題を切り出した。

「……試練の演習で迷宮を使いたいんだが、おまえが管理者ということか？」

　先日の試練に関する説明では、本番前の一週間は演習のために迷宮を開放することが告げられており、詳細は現地の管理者に問い合わせるよう言われていた。

　ミレーナはあっさりと表情を変え、急に自慢げな笑みを浮かべた。

「そうとも！　ライラくんをサポートするため、私自ら志願したんだよ。喚よび出しておいて、キミに全部丸投げするのも忍びないと思ってね」

　そう言ってミレーナは胸を張った。

「それに、ここに居れば嫌でも顔を合わせることになるだろう？　どうせキミは、こうでもしないと会いに来てはくれないだろうからね」

　別に嫌ということはないが……。用事が無ければ、行く理由も無いというだけだ。

　ただ、彼女がライラを心配しているというのは本当だろう。少しは顔を見せても良かったかもしれない。

　ライラは、そんな二人の様子を見て、くすりと笑っていた。

「それはそうと、試練の演習に来たんだったね。じゃあ早速、その説明をさせてもらおうかな」

　ミレーナはコホンと咳払いをすると、ローブの袖からするりと人差し指を突き出した。銀色の細い指輪をつけた指先から、小さな光の球が生まれて薄暗い洞窟を照らし出した。

　これは光を生み出す魔術だ。恐らく指輪が触媒となっているのだろう。

　魔術に精通した人間は、呪文を詠唱しなくても魔術を行使できると言われている。しかし、多くの人間は単なる伝説だと思っているだろう。それほどに、実際に詠唱無しで魔術を使える人間は稀け有うな存在なのだ。

　しかしミレーナは、まるで当たり前のように光を操って迷宮の入り口を照らし出すと、話を続けた。

「試練の本番では、毎日一人ずつ、潮が満ちる一時間前に迷宮に挑んでもらう。この試練では助すけっ人とも、基本的な装備以外の小道具も無しだ。まさに、頼れるのは自分の頭脳と身体からだだけということだね」

　クロムが、最初の試練のように助力するのはできないということだ。今回は見ているしかない。とはいえ、クロムは特に心配はしていなかった。今日までの試練や鍛錬で、ライラの実力はもう分かっている。

「事前に迷宮の地図は渡されたと思うけれど、大丈夫かな？　演習ではそれを持ち込んでも大丈夫だけれど、本番ではダメだからね。道は暗記してもらう必要があるよ」

　ミレーナが確認するようにライラへ目を向けると、ライラは問題ないといった顔で頷うなずいた。

「大丈夫です。もう全部覚えました」

　ライラは昨晩の内に地図に目を通して、そのまま覚えてしまったようだ。普段から冒険者として、独りで洞窟などに潜っていた彼女であれば、その程度は何の問題も無いだろう。

「おぉ、さすがはライラくんだ。優秀優秀！」

　ミレーナは感心したように頷いた。

「ちなみに、洞窟には魔物も少なからず潜んでいるから、武器は忘れずにね」

　そう言ってミレーナは説明を締めくくった。

　ライラは、先日クロムと街で買い揃そろえた装備品を念入りに確かめていた。最初は高級すぎて居心地悪そうにしていたものの、すぐに使い心地が気に入ったようで、毎日嬉しそうに手入れをしていた。

　クロムはその様子を見守りながら、今回の試練も彼女が無事に達成できるように心の内で祈った。




　迷宮は、演習でも本番と同様に一人ずつしか入れないという。既に先客がいるということなので、クロムたちは入り口で待っていた。

　この迷宮には出入り口が一つしか無い。したがって試練では、まず最さい奥おうにある宝物庫からコインを取り、それを持って入り口へと戻ってくることになる。

　しばらく待つと、迷宮の入り口からリリーアが現れた。どうやら先客は彼女だったらしい。リリーアは無事に迷宮を脱出したことでホッと表情を緩めたが、まだどこか不安で浮かない様子だった。

「……あら、ライラさんではありませんか。貴女あなたも演習に？」

　リリーアは少ししてから、やっとライラやクロムに気がついたようで挨拶をしてきた。どうも心ここにあらずという感じだ。

「……あの、リリーアさん。なんだか元気が無いように見えますが……」

　ライラが心配そうに、リリーアの顔を覗のぞき込んだ。

「そ……そうでしょうか……？　大丈夫、心配には及びません！　試練までの時間も迫っておりますから、少し緊張しているだけです」

　リリーアは顔色を隠すようにパタパタと手を振りながら、ぎこちなく笑った。

「私の演習は終わりましたから、ライラさん、お次をどうぞ。私は少し休んできます」

　そう言うと、リリーアは二人に背を向けて外へと歩いていった。

　どうも元気なさげなリリーアの様子は気になるが、まずは自分たちのことだ。ライラは気持ちを入れ替えて、迷宮の入り口に立った。




　石造りの壁しかない迷宮は、一見すると何処どこも同じような景色なので、慣れない人間にとってはかなり迷いやすい。

「北向きに進んで突き当たりの丁字路……右はすぐにまた右折で、左はしばらく真まっ直すぐのはず……」

　ライラは、昨晩のうちに暗記した地図を脳裏に思い浮かべつつ、迷宮を走った。

　演習時は昼間なので海水の流入はないが、本番では刻一刻と迷宮に流れ込む海水に急せかされながらの探索となる。いかに冷静さを保てるかが重要となるだろう。

　突き当たりに辿り着き、記憶通りの道になっているか確認しようとした──その瞬間、右の道から野犬の魔物が突然飛びかかってきた。

「──っ!!」

　ライラは地図のイメージに集中しすぎて、魔物の気配に気がつけなかった。しかし、長年戦いの場に置かれていた身体は、意識せずとも素早く回避行動を取った。魔物の攻撃を間一髪でかわすと、剣を鞘さやから抜きながら、相手の着地の隙を突いて仕留めた。

　先程ミレーナも言っていた通り、この迷宮には魔物もうろついている。道に迷わないことだけを意識していると、今のように不意を衝つかれてしまうだろう。

　ライラは改めて、魔物の気配まで気を配るよう心がけつつ、再び迷宮を駆け出した。




　ライラは一度入り口まで戻ってきたが、また別のルートも試すと言って、再度迷宮に入っていった。確かに、一本のルートしか覚えていなければ、何らかのアクシデントが起こったときに困るだろう。二重三重に保険をかけておくのは大切だ。

　しかし、今回の試練でクロムの出番は無いので、だいぶ手持ち無沙汰だった。ちょうど良いい機会なので、クロムは現状報告も兼ねて、抱えている疑問をミレーナにぶつけてみることにした。

「あれから、ライラとしばらく共に居たことで、少し記憶も戻ってきた。シオン亡なき後、俺はライラを引き取って、戦い方などを教えていたみたいだな」

「そうそう！　良かった。その調子なら、他の記憶もそのうち戻りそうだね」

「そうなんだが……どうも、そうのんびり構えてもいられない気がしてな……」

　クロムは腕組みをして、眉間に皺しわを寄せた。

「今のライラの戦い方は、危なっかしいというか……自分の身を犠牲にしてでも戦おうという、強迫観念が感じられる」

　クロムは、ネルヴァ山で巨大な魔物を相手に、ライラが血の力を解放して戦ったときのことを説明した。

「──うーん……。それは、確かに危なかったね」

　ミレーナも腕を組んで、しばし険しい顔つきで首を捻ひねっていた。

「この調子では、いつかまた同じようなことが起きる気がしている。それを避けるためには、なぜライラがあそこまで戦いに──あるいは、勇者になることに固執しているのかを、知る必要があると思うのだが」

　ミレーナはまた「うーん」と唸うなりながら考え込んだ。やはり、少なくとも彼女はその辺の事情を知っているらしい。しかし、容易に口にはできないことのようで、しばし逡しゅん巡じゅんしつつも結局は言葉を濁した。

「やっぱり……申し訳ないけれど、私の口からは語れないかな……。こればかりは、ライラくんが自分で言い出すのを待つべきだと思う」

「……俺が自分で思い出す、という可能性は無いのか？」

「説明が難しいんだけれどね。多分、記憶の問題だけじゃなくて、キミたちは互いに少しずつ気持ちのすれ違いがあると思うんだ」

　ミレーナは何やら意味深なことを言った。つまり、クロムが全ての記憶を取り戻したとしても、ライラが勇者に固執する理由のすべてを理解はできないということか。

「ただ、これだけは分かってほしい」

　ミレーナは心底真面目な顔で、クロムの眼めをまっすぐに見つめた。

「キミがいなくなってから、ライラくんはずっと独りきりで、勇者になることを目指して戦い続けてきたんだ。もし彼女を救いたいというなら、まずその願いを叶かなえてあげてほしい。そうすれば、自おのずと答えは見えてくるよ」

　そう言ってミレーナは、祈るように両手を強く握った。




　そうして数日が過ぎ、あっという間に試練開始の前夜となった。

　ライラはベッドの中で、天井を見上げながら考え事をしていた。

　今日の日中も、試練に向けた最終確認のため、迷宮に潜ってきたところだった。道順は完璧に身体に染しみ付いており、もはや目をつぶっていても踏破できる自信はあった。

　しかしそれでも、依然として消えない不安があった。

　はたして──自分は本当に、勇者にふさわしい人間なのだろうか。

　勇者を目指すと決めたあの日以来、ライラはずっと同じ悩みに苛さいなまれてきた。それは、クロムと再会して以来、さらに強まっていた。

　ベッドの中で、何度目とも知れない寝返りをうつ。どうも今夜は、試練開始の緊張も相まって寝付けそうにない。

　ライラは少し気分転換をするため、外がい套とうを羽織って、そっと家を抜け出した。




　夜のテンフォートは静まり返っていて、人通りも僅かだった。酒場の立ち並ぶ通りだけは夜のほうが騒がしいくらいだが、それ以外は重たい宵闇に包まれて、静寂が街を支配していた。

　ライラは、テンフォートの岩山の西──異界の裂け目に続く荒野を見渡せる高台に向かって歩いていた。何か考え事をするときは、いつも同じ場所だった。自分の原点とも言うべき場所。絶対に勇者になると、心に誓った場所だ。

　いつもは、昼間でも人けの無い場所なのだが、今夜は先客がいた。

「──ライラさん……？」

　そこには、同じく勇者を目指す者──リリーアがいた。

「緊張で眠れないのですか？」

　リリーアは、同志を見つけて安心したように表情を綻ばせた。思えばここ数日は、リリーアもなにやら思い悩むように表情を暗くしていた。彼女もまた、勇者を目指すにあたって何か悩みを抱えているのかも知れない。

「……もし、よろしければ。少しお話をしませんか」

　リリーアは少し考え込んだ後、思い切ったように口を開いた。

　ライラは頷き、リリーアの隣に腰掛けた。

　リリーアはしばらく夜空を見上げたのち、胸に手を当てて問いかけてきた。

「──ライラさんは、クロム様から勇者に推されていることを、どう思っていますか？」

　リリーアは、胸元に置いた手をギュッと握り、遠い目で荒野を見下ろしていた。

　ライラも同じように、宵闇に沈む荒野を眺めながら答えた。

「わたしは、自分の意志で勇者になると決めました。クロムさんに言われたわけではありません」

「それは……なぜですか？」

「恩返し──いえ……罪滅ぼしと、言ったほうが良いかも知れません……」

　ライラは顔を俯うつむけて、遠い後悔の痛みを確かめるように、服の胸元を握った。

　リリーアは、それ以上は追及しなかった。ライラの表情を見れば、あまり語りたくない話なのだと察せられた。代わりに今度は自分の話をした。

「私は騎士の家に生まれました。幼いころから、国や民を守るのが自分たちの役目なのだと教わって来ましたし、今もそれを疑ってはいません。ですから、勇者を目指すのも、その一環だと思っています」

　リリーアは目を細めて、宵闇に染まる地平線を眺めながら滔とう々とうと語った。

「それともう一つ、私が勇者を目指す理由があります」

　リリーアは、大切な記憶を思い返すように優しく微ほほ笑えんだ。

「私、実は子供の頃に、貴女の師──クロム様に助けていただいたことがあるんです」

　ライラが顔を向けると、リリーアは少し自慢げに話を続けた。

「あれは、私がまだ学校に通っていたときのことでした。あるとき、王都近くの村まで学友たちと出かけることになりました。その道のりは、舗装はされていましたが、一歩道を外せば急斜面という険しい山道でした。

　私たちはなるべく道の真ん中を歩くようにしていましたが、王都へ向かう馬車とすれ違う際に、道の端へ寄りすぎて級友が足を滑らせました。

　私はとっさに助けようとして、彼女の手を摑つかんだ──までは良かったのですが、非力な身で無理に引っ張り上げようとしたせいで、今度は自分が滑り落ちてしまったんです。

　そのときに足を挫くじいてしまいまして、さらに運の悪いことに、落ちた先には数頭の魔物がおりました。今になっても、あれほど真剣に死を覚悟したことはありません。

　ですがそこへ、一人の冒険者が駆けつけてくださいました。それこそが、クロム様だったのです」

　リリーアは貴族の身でありながら、クロムのことを慕っている様子だった。ギルドの入り口で会ったときから不思議に思っていたが、そんな理由があったのか。

　もっとも最初は、照れ隠しからか、それをごまかそうとしていたみたいだが。もうすっかり諦めたようだ。

「後になって、あの方が単なる冒険者ではなく、勇者なのだと知りました。それ以来、私は騎士として人々を守るだけでなく、いずれは勇者となって、より多くの人のために戦いたいと思うようになったのです……今にして思うと単純で、少しお恥ずかしいですが」

　リリーアは顔を赤らめて俯いた。

「ですが……いざ勇者の試練を受け始めると、どうしても──寂しいと思ってしまうときがありました」

　リリーアはふと声の調子を落とした。

「勇者としての戦いは、命懸けの大変なものです。これまでの勇者様も、生きて帰って来られた方は、ほとんどおりませんでした。それはつまり、もう家族や友人──自分が守りたかった大切な方々に、二度と会えなくなるということです」

　ライラは、謁見の間でリリーアが両親に抱きしめられていた姿を思い浮かべた。彼女にとって、あの両親は命懸けでも守りたいものであるのと同時に、ずっと共に居たい存在でもあるのだろう。

「勇者になると言い出したのは、紛れもなく私の意志です。人々を守りたいという気持ちにも、噓うそはありません。

　ですが──勇者に近づいたことを喜ぶ両親の顔を……どうしても、心から嬉うれしいと思って見ることが、できませんでした……」

　大切な人から、その人との別れが近づいていくのを喜ばれて、嬉しい人間などいないだろう。たとえそれが、自分の望みの結果だとしても。

　彼女とて、自分が両親から愛されていることを疑うわけではないだろう。むしろ、愛し愛されているからこそ、辛つらくなるのかもしれない。

　ライラにとっても、分からない話ではなかった。しかしライラの中で、その葛藤の答えはもう出ていた。

「確かに、大切な人とお別れするのは悲しいですし、寂しいです」

　ライラは顔を上げて、どこか遠い目つきで続けた。

「それでも──その人を守れずにお別れするより、守ってお別れできたほうが、良いいと思います。守れなかったときの痛みに比べれば──死ぬことなんて、大したことじゃないと思います」

　リリーアは、思わずライラの顔を見つめた。その眼を見れば、今の言葉が半はん端ぱな覚悟ではなく、本心から語られているのは明白だった。

「…………」

　リリーアは言葉を失い、ただライラの眼を見つめ続けた。最初に出会ったときから、どこか彼女には強い意志を感じていたが、そんな覚悟で戦っていたなんて。

「だから、わたしは勇者になります。もし戦いの末に──この命が尽きようとも」

　ライラは淡々と語った。まるでずっと前から、自分にそう言い聞かせてきたかのように。

　はたして自分には、彼女のように強い覚悟があるだろうか。

　リリーアは自分の胸に問いかけてみた。しかしその答えは、どこからも返っては来なかった。










　翌日、ついに第二の試練が始まった。

　第二の試練は、潮が満ちる直前の限られたタイミングでしか行えないため、毎日一人ずつ順番に挑戦していくことになる。

「私が最初でも、よろしいでしょうか？」

　一番手に名乗りを上げたのは、勇者の血族の候補者──ゼシア・エリミナスだった。

　思えば彼女は、この一週間の内に演習している姿を一度も見かけなかった。まさか、いきなり本番に挑むのだろうか。

　しかしゼシアは、相変わらず不敵に薄笑いを浮かべており、不安な様子は微み塵じんも見せなかった。何か秘策でもあるのだろうか。

　夕方になり、試練開始の時刻が迫ってきた。

　海底迷宮の入り口には、クロムとライラの他に、リリーアも姿を見せていた。試練の期間には限られた人間しか入れないため、あとは迷宮の管理者であるミレーナがいるだけだ。

「時間だ。健闘を祈るよ」

　ミレーナが告げると、ゼシアは悠々とした足取りで迷宮へと入っていった。

　それと同時に、迷宮内に海水の流れ込む音が聞こえ始めた。あと一時間もすれば、この迷宮はすべて水没してしまう。さながら、死の時を刻む水時計のように。

　入り江に打ち付ける波音が、規則正しい間隔で響き続けていた。しばらくは、誰も口をきかずに黙って、ゼシアの帰りを待ち続けていた。

　──ドォォオオオン……。

　突然、洞窟の内部から、くぐもった轟ごう音おんが聞こえてきた。

「な、なんの音ですか……!?」

　リリーアが不安げに声を上げた。

「何だろう……洞窟が崩落した音にも聞こえたね」

　ミレーナは顎に手を当てて、洞窟内を覗のぞき込んだ。しかし、入り口から見える範囲では、特に変化は無さそうだった。

「まさか……落盤で迷宮に閉じ込められたのでは……」

　リリーアはなおも心配そうに呟つぶやいた。その場に不穏な空気が流れる。

　しかし、そんな一同の心配を他よ所そに、数分後、ゼシアは何ともない顔で再び入り口に姿を見せた。

「あら……皆さん、どうされましたか？　そんな、幽霊でも見るような顔をして」

　ゼシアはくすりと笑うと、迷宮の最さい奥おうから回収してきたコインをミレーナに渡した。

「確かに。試練は合格だね」

　ミレーナはコインをじっくり検分し終えると、頷うなずいた。

「なにやら、落盤みたいな音が聞こえたから、心配していたのさ。いやぁ、無事でなにより！」

　ミレーナは拍手をしながら、ニコニコと笑った。

「それにしても──随分早かったね？」

　ふいにミレーナは目を細めて、ゼシアの顔を窺うかがった。

　確かに。演習の様子を見ている限り、迷わず最短ルートを駆け抜けても二十分くらいはかかるはずだ。実際には魔物との戦闘もあるから、倍は時間がかかるだろう。それにしては、ゼシアは二十分前後で戻ってきた。

「道順は記憶しておりますし、幸運なことに魔物とも遭遇しませんでしたので」

　ゼシアは肩をすくめ、しれっと答えた。

「ところで、明日はどなたが挑戦されるのでしょうか？」

　ゼシアが言うと、ライラは背筋を伸ばして答えた。

「わたしが行きます」

「そうですか。それでは……ご武運をお祈りしておりますわ」

　ゼシアは口角を吊つりあげて微笑むと、ひらりと背を向けてその場を去っていった。




　翌日になり、今度はライラが挑戦する番となった。

「昨日のこともある。気をつけて行ってこい」

　クロムの言葉に頷くと、ライラは落ち着いた様子で迷宮の入り口に立った。

　今日は、ゼシアもリリーアも来ていなかった。既に試練を終えたゼシアはともかく、リリーアは様子を見に来そうな気がしていたが。自分の番に備えて、休養を取っているのかもしれない。

「……時間だね。ライラくん、気をつけて！」

　ミレーナはライラを勇気づけるように、ギュッと拳を握った。ライラは「はい」と精せい悍かんな顔つきで答えると、迷宮内へ駆け出していった。




　ライラが迷宮に入って間もなく、潮が迷宮内に流れ込み始めた。海水は迷宮の端から流れ込んでくるため、まだライラの足元は水に浸かっていない。素早く動ける今のうちに、なるべく距離を稼いでおきたいところだ。

　しかし間の悪いことに、入り口から少し進んだところで、二頭の魔物に出くわしてしまった。

　時間的にも体力的にも、別のルートから回り込むのが得策だ。しかし、相手は人間より感覚に優れた狼おおかみの変異種であった。すでにライラの存在に気がついており、一直線に向かってきた。

「──せやぁぁあああ！」

　ライラは剣を抜くと、飛びかかる狼をかわしながら、すれ違いざまに脇腹を斬り裂いた。

「ウォォオオオンッ」

　二匹目の狼が続けざまに飛びかかる。ライラは身体からだを反転して、その横よこ面つらに回し蹴りを放った。

「──キャインッ!?」

　狼が横に転がる。その隙を逃さず、ライラの剣が狼の首を突き刺した。狼は再び声を上げる間もなく絶命した。

　素早く倒したつもりだったが、ライラの足元は徐々に海水に浸かり始めていた。このまま水位が上がっていけば、どんどん移動速度は落ちていく。急いだほうが良いだろう。

　しかし、そんなライラの思惑とは裏腹に、遭遇する魔物はどんどん増える一方だった。

（──そうか。海水が外側から流れてくるから、魔物はそれに追いやられて内側に集まってくるんだ）

　ライラが選んだ踏破ルートは、基本的に迷宮の内側を通っている。したがって、魔物との遭遇率も高いと推測できた。

　水が流れ込んでこない昼間の演習では、分からなかったことだ。しかし今更それが分かったところで、ルートを変えるよりは、このまま進んでしまったほうが早い。

　ライラは、既に膝下あたりまで来ている海水を蹴りながら、迷宮を駆け抜けた。

　そうして、折返し地点の宝物庫まで、あと少しという所まで来た──しかし、そこでライラは足を止めた。




　宝物庫まで続くはずの道は、崩れ落ちた岩で塞がっていた。




　ライラは、昨日のゼシアの挑戦中に聞こえた、謎の轟音を思い出した。あれは、この道が崩れたときの音だったのだ。

　道は、迷宮の壁が崩れ落ちて塞がってしまったようだ。しかし、どうも自然に崩れたようには見えない。恐らく、壁を突き破って道を作った結果、逆に元々あった道が塞がってしまったのだろう。

　昨日のゼシアは、妙に早く迷宮を踏破してきた。あれは、壁を突き破って無理やり近道をしたためだったのだ。それならば、全く演習に参加していなかったのも頷ける。どうせ壊してしまう迷宮なら、いくら真面目に演習しても無駄だ。

　ライラはあまりの光景に一瞬呆ぼう然ぜんとしてしまったが、すぐに思考を切り替えた。今から引き返したとして、一番近い道は……。

　そうして脳裏でルートを修正すると、すぐさま身を翻ひるがえして駆け出した。




　ライラが迷宮に入ってから、すでに四十分ほどが経過していた。

　演習のときは、一度の踏破にこれほど時間がかかったことは無かった。間違いなく、何らかのアクシデントが起こったのだろう。

　クロムとミレーナは、祈るような気持ちで目を閉じた。

　水位はすでに、大人の胸元くらいの高さまで来ていた。小柄なライラであれば、もう立っては進めないだろう。

　ミレーナが心配して入り口を覗き込んでいると、バシャバシャと水をかき分ける音が聞こえてきた。

「──っ！　ライラくん!!」

　ミレーナは息を吞のんで、ライラを呼んだ。思わず手を差し伸べそうになったが、試練の公平性のために手助けしては駄目だと思い直し、慌てて手を引いた。

「──はぁ……はぁ……。いま、戻りました……」

　ライラが完全に迷宮から脱出したところで、ミレーナはすぐさま駆け寄って抱きしめた。

「良かった……。随分時間がかかっているようだから、心配したよ……」

　ミレーナは、自分の服に水が染しみてくるのも構わずに、ずぶ濡ぬれのライラを抱きしめ続けた。すると、どこからともなく暖かな風が吹いてライラを包み込み、たちまち濡れた服を乾かしてくれた。これもミレーナの魔術だろう。

「ライラ、怪け我がは無いか？」

　クロムは用意していた亜麻布で、ライラの冷えた身体を包みながら問いかけた。

「大丈夫です……。迷宮の道が崩れてしまっていて、回り道をしたために遅くなりました」

　ライラは、迷宮内で見た光景をクロムたちに説明した。

「なるほどね……昨日の音は、そういうことだったのか」

　ミレーナは腕組みをして頷いた。顔をしかめて、珍しく怒りを滲にじませていた。

「明日は最後の候補者の挑戦だが、延期にならないのか？」

　クロムはミレーナに問いかけた。ミレーナは顎に手を当てて少し考え込んだのち、首を振った。

「一応報告はしておくけれど、延期にはならないと思う。結局の所、そういうアクシデントも込みで試練だからね。公平性よりも、候補者にとってより困難な課題になることのほうが重視されるのさ」

　それは、そうかもしれない。本来の目的は、勇者として優れた資質を持つ者を見極めることであって、公平な競争を行うことではないのだ。それに延期したとしても、異界の脅威は待ってはくれない。早急に勇者を選ぶことを優先すべきではある。

「何ならこの件は、候補者本人には伝えられないかもしれないよ。実際、ライラくんは事前情報無しでも踏破できたわけだし、同じ条件で挑ませても問題ないと判断される可能性は高いね」

　ミレーナはため息交じりに告げた。彼女は元々、勇者に犠牲を強いるような現状も、そのために候補者へ危険を強いる選定試練も、あまり良くは思っていないようだった。

「じゃあ──早くリリーアさんに教えに行かないと！」

　ライラはハッと顔を上げると、すぐさま街へ向けて駆け出した。




　ライラとクロムは、王宮区の上層──富裕層向けの住宅地を訪れていた。

　おそらくリリーアの家はこの辺りだと思うのだが、クロムもライラも貴族との付き合いなど皆無なので、どれが彼女の家なのか分からなかった。途方に暮れて周囲を見回していると、聞き覚えのある声が聞こえた。

「あれ、ライラちゃんじゃないか」「それにクロム様じゃないっすか」

　声のした方を振り返ると、そこにはリリーアの従者である二人の男の姿があった。

「こんなところで、どうしたんだい」「勇者の試練は、もう終わったんすか？」

　ライラはリリーアの家を探している旨むねと、その事情を手早く説明した。

「そりゃあ一大事だ！」「リア様のお宅はこっちっす！」

　二人は直すぐに事情を理解して、クロムたちを案内してくれた。

　リリーアの自宅は、王宮区のすぐ側、騎士の詰め所の隣に立っていた。

　貴族の屋や敷しきといえば、内も外も絢けん爛らん豪ごう華かに飾り立てられているイメージだったが、リリーアの住むラングレイ家は、最低限の飾りしかないシンプルな外観をしていた。無駄に贅ぜい沢たくをしないという意味で、「騎士は国と民のためにある」というリリーアの語っていた教えが体現されているのかもしれない。

「ごめんくださーい」「リア様ー」

　従者の二人が玄関のドアノッカーを鳴らすと、使用人と思おぼしき老年の女性が現れた。

「リリーア様は、明日の試練のために、本日はもうお休みになっております。どうかお引き取りください」

　女性は胡う散さん臭くさそうにライラたちを眺めると、冷たくあしらった。ライラが事情を伝えても、まるで取り合ってくれない。

「今伝えないと、明日の試練に間に合わないかもしれません。せめて、この地図だけでも渡してくれませんか」

　ライラは、配られていた迷宮の地図に、崩落した道の情報を書き加えたものを差し出した。しかし、使用人は頑として受け取ろうとしない。

「貴女あなたはリリーア様と勇者の座を争う相手。失礼ですが、当家にとっては『敵』と言っても過言ではございません。その言葉をどうして信じられましょうか。貴女がリリーア様を助ける理由は何ですか」

「それは……」

　ライラは言葉に詰まった。使用人は疑惑の眼めで、ライラをじろりと見下ろしている。

「ライラちゃんは、リア様を騙だますようなことしないって」

「そうっすよ。俺たちが保証するっす」

「貴方あなた達の保証に、どれほどの意味があるのですか。旦那様の部下だからといって……本来ならリリーア様には、もっと相応ふさわしい方をお側そばにおいていただきたいのですが」

　従者の二人も説得しようとしてくれるが、彼らも使用人の女性からはあまりよく思われていないらしい。

　使用人の言葉を受けて、ライラはふと考えた。確かに、自分とリリーアはつい最近に知り合ったばかりだし、関わった時間で言えば、決して長くはない。彼女との関係は、友人と言えるかも怪しい気がする。

　しかし──一昨晩、荒野を見下ろしながら語り合った言葉。リリーアが寂しげな顔で語った悩みは、恐らくライラだけが知っている彼女の本心だ。そして自分もまた、クロムにすら打ち明けられていない本心の一端を語ったのだ。

　その関係は、たとえ明確な名前は付いていなくても──少なくともこの使用人が言う「敵」では無いと断言できる。

「わたしが、リリーアさんにとって何であるかを──あなたに決めつけられる筋合いはありません」

　ライラは毅き然ぜんと使用人を見返した。

「リリーアさんが要らないと判断したなら、捨ててもらって構いません。だから、これを渡してください」

　ライラは再び地図を差し出した。

　使用人は気け圧おされるように一歩下がって口をつぐんだ。そしてライラの真意を見極めるようにしばらく眼を見つめていたが、やがて観念したようにため息をついた。

「……分かりました。確かに、私がリリーア様のご交友に口を挟むなど、出過ぎた真ま似ねでございました。一応、お渡ししておきます」

　そう言うと使用人は、ライラから地図を受け取り、さっさと屋敷の中に戻っていった。

「……さすがライラちゃん。いや、もはや『ライラ様』と呼ぶべきか」

「あのメイド長を言いくるめるなんて、すごいっす……」

　従者の二人は、心底感心したようにライラを見つめていた。ライラは照れくさそうに俯うつむきながらも、安心して息をついた。




　翌日、いよいよ最後の挑戦者──リリーアの番となった。

「ライラさん」

　挑戦前にリリーアは、ライラが使用人に託した地図を取り出した。

「これ──わざわざ昨日、届けに来てくださったんですってね。……ありがとう。お陰様で、しっかり新しい道順を考えることができました」

　少し照れくさそうに頰を染めながらも、ライラに向かい合って礼を言った。

「頑張ってください！」

　ライラはリリーアを励ますように、両手をギュッと握った。

「さて──そろそろ時間だ。準備は良いいかい？」

　ミレーナが問いかけると、リリーアは真剣な顔で頷うなずいた。

「せっかくだ。全員生き残って試練を終えようじゃないか。じゃあ──健闘を」

　合図と同時に、リリーアは迷宮へと駆け出した。




　リリーアは、昨晩ライラが届けてくれた地図を基に、今の迷宮の最短ルートを導き出して記憶していた。実は、あまり記憶力に自信がある方ではないのだが、それでも一晩で何とか頭に叩たたき込んだ。

「──ここを真っ直ぐ進んで、二つ目の道を右折……すると次は……よし、ちゃんと合っていますね」

　リリーアは必死に脳内の地図と照らし合わせながら、迷宮を慎重に進んだ。幸いにして、ここまでは魔物にもほとんど出くわしていない。昨日、ライラが大量に倒してくれたお陰で、魔物が寄り付きにくくなったのかも知れない。

「そして、次の丁字路を左折したら、後は真っ直ぐ──」

　そこでリリーアは足を止めた。

　本来であれば、あとしばらく直進すれば、折り返し地点の宝物庫はすぐそこだった。しかし、今リリーアの眼前に道は無く、ただ無数の岩が積み上がっていた。

「そんな──っ！」

　その崩落は、壁ではなく天井が崩れ落ちたもののようだ。恐らくは、ゼシアが壁を崩したときの衝撃で、もともと脆もろかった箇所の崩落が誘発されたのだろう。

　必死に記憶してきた順路が、一瞬で真っ白になる。あいにく、リリーアはライラのように迷宮全体を記憶することはできなかったので、最初から最短ルート一つに絞って記憶していた。つまり──それが使えないということは、自力で活路を見み出いだすしかない。

　既に海水は膝の辺りまで溜たまっていた。悠長にしていられる時間は無い。とにかく動かなければ──。

　しかし、焦あせって闇雲に走り回っていると、すぐさま行き止まりにぶつかってしまった。引き返して別の道を行くも、やはり行き止まりだ。

「ハァ……ハァ……」

　このまま迷い続けていれば、どうなるのだろうか──考えるまでもない。

　海水は加速度的に上昇速度を上げ、もう膝の高さを超えていた。走り回るにも、体力を無駄に消耗するばかりだ。

（──死ぬことなんて、大したことじゃないと思います）

　あの晩、ライラは平然と言ってのけた。その強さが羨ましかった。自分など、今にも助けを求めて叫び出したいくらいなのに。

　昨日のライラは、崩落した道に対面しても動じず、それゆえ無事に迷宮を踏破できたはずだ。どうすれば、そんな冷静さを保てるのだろうか。ライラなら──こんなときどうするのだろうか。

　リリーアは、必死に手がかりを求めて迷宮内を見渡した。しかし、目に入るものと言えば、どこまでも続く岩の壁と、たまに出くわす魔物の死体だけだ。




　──魔物の死体……？




　リリーアは今日の挑戦で、まだほとんど魔物と戦っていなかった。ということは、いま迷宮内に点在している魔物の死体は、そのほとんどが昨日ライラによって倒されたものだろう。

　つまり──魔物の死体を辿たどっていけば、ライラが通った道が分かるのではないだろうか。

　リリーアの心に再び勇気が灯ともった。疲れていた身体からだも、途端に軽くなった気がした。

「……ライラさんには、ずいぶん借りができてしまいましたね」

　リリーアは独り呟つぶやくと、再び迷宮を駆け出した。




　リリーアが迷宮に入ってから、すでに五十分ほどが経過していた。

　この迷宮は、海水が流入し始めてから一時間ほどで完全に水没する。すでに水位は、大人の頭くらいまで上がってきていた。

「……リリーアさん」

　ライラは祈るように両手を握りしめながら、ずっと迷宮の入り口を見つめ続けていた。

　あと数分で、洞窟は完全に水没する。それはつまり──リリーアの試練失敗を意味する。

　自分の試練では、ただ夢中で走って戦えば良いだけだから、あれこれ思い悩む暇もなくて楽だった。誰かの無事を願いながら待つことは、ライラにとっては何よりも不安で辛つらかった。

　ライラが、ほとんど水没している迷宮を今一度覗のぞき込もうとしたとき、突然水面を割って飛び出してくるものがあった。

「──ぷはぁッ……やっと……出口ですわ……」

　飛び出してきたもの──リリーアは、入り口の縁に手をかけると、息も絶え絶えの様子で上がってきた。

「……リリーアさ──わわっ!!」

　ライラが喜びを滲にじませながら名前を呼ぼうとしたところで、リリーアは糸の切れた人形のように倒れ込んできた。ライラは慌てて抱き止めた。

「あぁ……すみません。……さすがに、ちょっと疲れすぎましたわ」

　リリーアは薄うっすら苦笑を浮かべると、そのまま気を失った。











第四章　第三の試練






　クロムは山道を踏みしめて、幾度目かの峠を越えた。その先の山間には──懐なつかしき故郷の姿が見えた。

　クロムたちは第三試練のために、かつての故郷を目指していた。

　かつて一介の冒険者であったころ、故郷を横目に帰路を急いだ日の記憶が蘇よみがえってくる。この道を歩くのも何年ぶりだろうか。

　クロムたちの故郷《リーンコロニー》は、王都から北の山岳地帯を二日ほど歩いた位置にある。その道は、かつては王都との往来で多少の賑にぎわいを見せていたが、今となってはクロムたちの他に人の姿は見えない。

　すっかり侘わびしくなった街道に感傷的になっていると、ライラがぽつりと言葉をかけてきた。

「──クロムさんは、どうして勇者になろうと思ったんですか？」

　クロムは遠い日の記憶に思いを馳はせつつ、自嘲的な嘆息と共に語った。

「別に、なろうと思ってなったわけじゃない。ただシオンたちについて戦っていたら、何故か俺が勇者に選ばれたというだけだ」

　シオンたちは、魔物に家族や故郷を奪われてなお、自分たちと同じ悲劇に見舞われる人を無くしたいと志し、勇者を目指して戦っていた。

　その志に共感しないわけではない。しかしクロムは、他人や世界のためと言われても、あまりピンと来ていなかった。自分には、ただ仲間たちさえ居れば良いと思っていた。だから彼らについて、彼らを助けるために戦っていた。

　それが何故なぜか、気がつけば自分が勇者になっていた。

「……勇者の、素質とは何だと思いますか？」

　ライラが再び問いかけてきた。その声には、どこか不安の色が滲んでいるように思えた。試練も折り返しというところで、色々思うところがあるのかもしれない。

「それは、俺が知りたいくらいだな」

　クロムは苦笑しつつ、ふと思い出した。

「そういえば──俺は蘇る前に、あちらの世界で神霊らしきものに会った」

　クロムの言葉を聞いて、ライラが目を丸くした。まぁ、ずいぶんと突飛な話だから、驚くのも無理はない。クロムは、死後の世界で神霊と思おぼしき者に語りかけられたことを話した。

「死後の世界……そんなものが本当にあるんですね」

「あぁ。神霊はあそこから、俺たちの振る舞いを眺めているようだった」

　神霊は、クロムの生前の様子を知っているような口ぶりだった。それに、クロムが現世に喚よび戻される直前に「おまえを見ている」というようなことを言っていた気もする。

　そういえば、あの場には他にも死者の魂と思しき者たちがいたが、彼らは何者だったのだろうか。どうも一般人にしては、妙に存在感があった気がするし、神霊と共に世界を見守っているような口ぶりだった。

　もしかしたら、あれは過去の勇者たちだったのかもしれない。

　おそらく、候補者が勇者の素養を持つかは、神霊と過去の勇者たちが直々に候補者の振る舞いを見て判断しているのだろう。

　そう話すと、ライラは表情を暗くして呟いた。

「……そうなんですか。神霊さまだけでなく、過去の勇者さまたちにも認められないといけないんですね」

「あくまで推測だ。それに心配するな。なにせこの俺ですら認められたんだ」

　クロムは冗談めかして言ったが、ライラの表情は晴れなかった。試練も折り返しというところで、緊張感が募っているのかもしれない。

　そうして話をしている内に、やがて懐かしき故郷が間近に見えてきた。




　異界の厄災が始まる遥はるか以前では、このリーンコロニーは独立的な隠れ里であったらしい。その名残から、村は山間に隠れるような場所にある。

　久しぶりに訪れる故郷は、すっかり草木が生い茂って荒れ放題の様相であった。魔物の襲撃があって以来、誰も住んでいないのだから当然だが。

「おぉ、あんたたちが魔物退治を受けてくれた冒険者さんかい？」

　クロムたちの姿を見て、男が近づいてきた。ねじり鉢巻をした、いかにも大工の親方という風体だ。

「あぁ。ギルドの依頼を受けて、サイクロプスの討伐に来た者だ」

　第三の試練の課題は、《サイクロプス》という魔物の討伐である。サイクロプスは、動物がエーテルで変異した《変異種》とは異なり、異界からやってきた生まれながらの魔物《原生種》だ。

　原生種の魔物は、極めて強大な力を持つ一方で、人の住むような地域ではめったに見られない。どう探すかと悩んでいたときに丁度、ギルドに討伐依頼が舞い込んできたのだ。

「既に聞いているかもしれねぇが、村から少し離れた山の洞窟に、えらいでかい魔物が住み着いてな。サイクロプスっつったか？　とにかく、一つ眼めのどえれぇバケモンよ。そんなんに居られちゃあ、おちおち作業もできねぇってんで、助すけっ人とに来てもらったわけよ」

　親方は、拳で自分の肩や腰を叩たたきつつ、村の復興作業に従事する男たちの様子を見回しながら説明した。

　クロムたちの故郷リーンコロニーは、最近になって復興作業が始まったという。なんでも、高地にある村はエーテルの害を受けにくいので、療養地にするらしい。

　クロムたちにしてみれば、勇者の試練を達成しつつ、亡なき故郷の復興にも貢献できるとあって、この討伐依頼はまさに一石二鳥だった。

　親方は、仮設の事務所として使っているテントにクロムたちを案内した。

「早速仕事を頼みてぇところだが、まだ今日の作業が残っていてな。近頃はここいらにも魔物どもが増えてきて、戦いの最中は何が起こるか分からん。悪いが作業が終わってから取り掛かってもらえるかい。

　それにあんたたちも、こんなご時世に遠い所まで来て疲れただろう。このテントは自由に使っていいから、休んでいてくれ」

　親方は粗野な振る舞いとは裏腹に、親切にクロムやライラを迎えてくれた。

「復興の様子を見学しても良いですか？」

　ライラが言うと、親方は嬉うれしそうに笑って答えた。

「おぉ、いいとも！　でもあんまり近づくと危ないから、離れて見ておくんな」

　作業にはしばらくかかるらしいので、クロムとライラは親方の言葉に甘えて、故郷の様子を見て回ることにした。

　復興はまだ始まったばかりのようで、今は生え放題の植物を取り除いたり、瓦が礫れきの撤去をしたりしている最中のようだった。

　リーンコロニーは山岳の合間に作られた村であり、村の土地自体も山あり谷ありの険しい地形となっている。かつては山の間にいくつもの吊つり橋ばしが架かっていて、山々を小島のように行き来していた。今は吊橋もほとんどが落ちてしまっていて、かつてクロムが両親と暮らしていた家には、近づくこともできなかった。

　一方で、ライラやシオンが暮らしていた家は、比較的広い島の中にあったので、今でも近づいて見ることができた。

　家々の跡には、十年以上経たった今でも、魔物の襲撃による爪痕がありありと残っており、当時の緊迫した空気が蘇ってくるようだった。

「……覚えていますか。あの魔物の襲撃のとき、クロムさんがわたしを助けてくれたんですよ」

　ライラは、すっかり廃はい墟きょと化した自宅跡を眺めながら、遠い目をして言った。その様子を眺めていると、クロムの脳裏に遠い記憶が蘇ってきた。




　──それは、悪夢のような光景だった。

　毎日のように見てきた村の景色が、今は炎と魔物どもで上書きされていた。

　クロムは幼おさな馴な染じみの仲間と冒険者をしていて、今まさに冒険から帰ったところだった。しかし、そんなクロムたちを迎えたのは、生まれ育った村の変わり果てた様相だった。

　クロムは襲いくる魔物どもを斬り払いながら、必死に自宅へと走った。

　リーンコロニーは小さな村だ。住民はみな顔見知りと言って良い。そこいらに倒れ伏し、魔物に喰くい荒らされている遺体も、昨日まで話していた誰かなのだと思うと、胃の底が焼けるように痛んだ。それを堪こらえながら、クロムはひた走った。

「──父さん、母さん……どうか、無事でいてくれ!!」

　しかし、クロムの切なる願いは、虚むなしくも裏切られることになった。

　入り口に倒れ伏す人影、それは紛れもなく父親のものであった。

　父は血に濡ぬれた剣を握っていた。最さい期ごまでそれを放すまいとしていたのだろう。息絶えてなお、その手は剣をきつく握りしめていた。

　母はその奥で、胸や腹に大きな裂傷を受けて息絶えていた。近くには何匹もの魔物の死骸が倒れており、いずれも頭や首に斬り傷があった。

　クロムの両親は、クロムが生まれる前までは冒険者だったという。よく寝物語に、父や母がした冒険の話を聞かされた。そうしていつかは、クロムも冒険者になって世界中を旅してみたいと思ったものだ。

　両親は、引退して畑仕事で暮らすようになっても、やはり冒険者だった。この目の前の状況は、彼らが息絶える間ま際ぎわまで戦い続けたことを示していた。

　──ならば、その子である自分が今成すべきことは、ここで悲しみ泣き叫ぶことではないはずだ。

　クロムは眼を伏せて両親の亡骸なきがらに背を向けると、自らの剣に掌てのひらをあてがった。そこから滴したたった血が剣を紅あかく染めていく。それは瞬またたく間に蒸発して赤黒い霧となり、地獄の炎のように揺らめいた。

　──戦い尽くしてやる。この血が涸かれるまで。

　クロムは眼を見開くと、いまだ魔物がひしめく只ただ中なかへと斬り込んだ。

　先程まで共に冒険に出ていた仲間たちも、住民を救うべく奮闘していた。しかし、まだ駆け出しの冒険者に、この乱戦は厳しすぎた。

「ぐぁあ──くそッ!!」

「はぁ……はぁ……こんなの、キリがありませんよ」

　仲間の少年──エイジとトールは、体力も限界が近いようで、じりじりと魔物に囲まれて追い詰められていた。いくらか傷も負っているようで、衣服に血が滲にじんでいた。

　クロムは、その囲いを切り崩すように突っ込んだ。血の炎がひときわ激しく燃え上がり、魔物を吞のみ込んで焼き尽くした。

「ぐぅ……ッ!!」

　その炎は、代償としてクロム自身の命をも削っていく。全身が軋きしんでひび割れるような痛みが走った。それでもなお、クロムは血を燃やし続けた。

「クロムっ──ライラがいないの!!　家は捜したけど、どこにもいなくて……」

　幼馴染の少女シオンが叫んだ。

　彼女の妹ライラはまだ小さく怖がりで、独りで逃げられるような子ではない。家にいないということは……クロムは嫌な想像を振り払った。

　そういえば、クロムたちが冒険から帰る時、ライラはよく姉を迎えに村の入り口まで来ていた。今日もそうしていたとすれば──。

　クロムは村の入り口──その脇の、ひときわ大きな木を目指して走った。

　その木は村のシンボルであり、大人二人が両手を伸ばしても囲えないほど太い幹を有している。そして、太い幹が枝分かれした部分の根本には──子供一人が隠れられるほどのウロがあった。

　クロムは木の周りにいた魔物を斬り伏せると、祈るような気持ちでウロを覗のぞき込んだ。

「……──っ！　クロム……にい……さんっ!!」

　ライラは胎児のように丸まって、ウロの中で泣きながら震えていた。覗き込んだクロムの顔を見るなり、声を震わせて抱きついてきた。

「……──無事で良かった。本当に──」

　クロムは心底安あん堵どしながらライラを抱きかかえると、安全な場所を目指して駆け出した。




「……思い出した。確か、木のウロに隠れていたところを見つけたんだったな」

　クロムが今しがた思い出した記憶を口にすると、ライラは少し恥ずかしそうに、はにかんだ。

「あのときは、本当に怖くて──死んでしまいそうなほど、怖かったんです。だから、クロムさんが助けに来てくれて、すごく嬉しくて……」

　ライラはぎゅっと服の胸元を握り、記憶をなぞるように目を閉じた。

　あのひたすら震えて助けを待っていた少女が、今や世界を救うために、勇者を目指して戦っている。クロムは深い感慨に浸りながら、ライラの姿を眺めた。

「そういえば──」

　クロムはふと思い出して言った。

「──あのころは『クロムにいさん』と呼ばれていたな」

　するとライラは、とたんに顔を真っ赤にした。

「そっ──それは忘れてくださいっ!!　あの頃は……その……まだ子供でしたから」

　そんなに恥ずかしがることだろうか……？　クロムは首をかしげるが、ライラがしきりに首を振るので、クロムはその記憶は胸の奥にしまっておくことにした。










　クロムとライラは、しばらく村の様子を見て回ったが、作業が終わるまでまだ時間がかかりそうだったので、一度テントに戻って身体からだを休めることにした。

　クロムたちがテントに戻ってくると、何やら見覚えのある集団が目に入った。

「おや、元勇者様と、そのお弟子様ではございませんか。ご機嫌麗しゅう」

　その集団を率いていた少女──ゼシアはクロムたちを見ると、ドレスの裾をつまんで恭うやうやしく礼をした。

「おぉ、冒険者さん方も戻ってきたかい。どうもこのお嬢さん方も、あんたたちに討伐を依頼した魔物を目当てにやってきたみたいでな」

　親方が困った表情で説明した。

「正直、俺たちとしちゃあ件くだんの魔物さえいなくなってくれれば良いんだが……。あんたたちも、自分らで魔物を倒したい事情があるんだろう？　俺らの作業を待ってもらったせいで、他の連中に横取りされたんじゃあ申し訳ねぇと思ってよ」

　親方はどうしたもんかと頭を搔かきながら、ゼシアとクロムたちを交互に見渡した。

「では、こうしましょう」

　ゼシアは両手を合わせて微ほほ笑えむと、ライラに目を向けた。

「獲物を狩る権利を賭けて、私と貴女あなたで一騎打ちを致しましょう。もともと勇者の試練は、各候補者の力量を測るためのものですから。私たちが直接戦って雌雄を決すれば、その本懐も遂げられるというもの」

　ゼシアは有無を言わせぬ論調で言った。

「……分かりました。ここでは作業のご迷惑になりますから、離れた場所で」

　ライラは眼めを鋭く研ぎ澄ませると、声を低くして言った。




　ライラとゼシアは、リーンコロニーの跡地から少し離れた山の麓で向かい合った。

　ライラが右手で剣を抜いて構えると、ゼシアも相変わらず、二本佩はいている剣の一本だけを抜いた。

　ライラは、以前に荒野でゼシアと戦ったときの様子を思い返した。あのときは、初めは得意の連撃でゼシアを押していると思っていたが、やがてそっくり同じ連撃を返され、逆に追い詰められてしまった。

　一度見ただけで、相手の動きを模倣できる人間など聞いたことがない。ゼシアの戦闘センスは、常識を超えている。膂りょ力りょくやスピードでも上回れる自信は無い。

　つまり、正攻法で戦っても勝ち目はないだろう。なんとか、つけ入る隙を見つけなければならない。

　そう考えたライラは、まず様子見をするために受けの構えを取った。

「今回は、前のように攻めてきてはくれませんのね」

　ゼシアは余裕を滲ませた笑みを浮かべると、剣先をライラに向けて構えた。

「──では、こちらから行かせていただきます」

　ゼシアは軽やかに地面を蹴ると、まるで踊りのステップのように軽快な足運びでライラに迫った。

　──キィィイインッ──カキィィインッ！

　ゼシアの剣がライラを襲った。とめどない連撃が、四方八方から迫ってくる。

　ライラはその剣筋を見極めようと、必死に目で追った。しかし、ゼシアの剣は緩急自在で摑つかみどころがない。五月雨さみだれのように細かく打ち付けてきたかと思えば、次の瞬間には雷撃のように重く鋭い一いっ閃せんが走る。

　まるで複数人を同時に相手しているような猛攻だ。もしかしたら、この攻撃の一つ一つが、今までに戦ってきた数あま多たの相手の剣筋──その模倣なのかもしれない。そうであれば、この変幻自在な剣を見切るのは、同時に複数人の剣を見切るのと同じくらいに難しい。

　これほどの連撃を続けながら、ゼシアは一向に息を乱す様子を見せない。このままでは、追い詰められる一方だ。

　未いまだゼシアに隙は見えないが、攻撃に転じるしかない。

　ライラはそう決断すると、上から振り下ろされるゼシアの剣を、ひときわ強く弾はじき返した。その反動で、ゼシアの連撃にわずかな間が生まれる。ライラはそのまま身体をひねると、ゼシアの脇腹を目掛けて回し蹴りを放った。

　しかしゼシアは、ライラに攻撃を弾かれた際の勢いに乗じて、そのまま後ろへ飛び退のいた。ライラの脚が、そのまま空を切る。ライラにしてみれば不意打ちのつもりの回し蹴りも、ゼシアには悠々と避けられてしまった。

　大ぶりな回し蹴りの反動で、ライラの体勢が崩れた。ゼシアは黄金色の瞳を見開き、口角を上げると、素早く引き戻した剣をライラ目掛けて突き出した。

「──っ!!」

　ライラは、剣を持っていない左手──その篭手を、迫りくるゼシアの剣にこすり当てることで、なんとか剣先をずらした。完全には逸そらしきれなかった剣先が、ライラの頰をかすめて浅い傷を作った。

「逃げ方は、大変お上手でいらっしゃいますね」

　体勢を立て直そうと距離を取ったライラに対し、ゼシアはくすりと笑いながら言った。

「でも、それでは私には勝てませんわ。それではいつまでも──出来損ないの勇者の弟子のままでしてよ」

　ゼシアが告げた瞬間、ライラの瞳が見開かれた。

　ライラの、湖面のように深い碧へき眼がんから、光が失われる。

　頰の切り傷から流れ出た血が──赤黒い霧となって蒸発した。

「…………」

　ライラは光のない眼で、ギロリとゼシアを見返した。

　血の霧はとめどなく溢あふれ続け、あっという間にライラの全身を包み込んでいく。その様子からクロムは、最初の試練で巨大な魔物を相手に見せた、狂戦士のごとき戦いぶりを思い出した。

「ライラッ、やめろ──ッ!!」

　クロムが叫んだが、ライラの耳には届いていないようで、こちらを振り返りもしない。

「それが、噂うわさの『血の力』というものですか」

　ゼシアは、赤黒い霧に包まれたライラを眺めながら、淡々とした声色で言った。

「聞くところによれば、その力は貴女自じ身しんの命を蝕むしばむ、諸もろ刃はの剣とのこと──そうまでして、なぜ勇者になりたいのですか」

　いつの間にか、ゼシアの顔から薄笑いが消えていた。ただ冷めた表情で、理解できないものを見つめる眼まな差ざしをライラに向けていた。

「──わたしは、出来損ないじゃない」

　ライラは鋭い眼でゼシアを睨にらみつけると、声を低くして言った。

「──わたしはもう、幼くて弱かった昔のわたしじゃない。この五年間で、たくさんの敵を倒してきた。ずっと独りで、剣を振るい続けてきた……」

　ライラは血の炎を纏まとう剣を掲げると、その剣先をゼシアに向けた。

「その意味を証明する。そのためにわたしは、勇者になる──自分の命を賭としてでも」

　ゼシアはしばらく無言でライラを見つめていたが、ふと息を漏らして表情を緩めた。その顔には、どこか諦めと──羨せん望ぼうのような表情が見えた気がした。




　──ゴォォオオオオン……。




　ライラとゼシアが、再び剣を交えようと向き合った瞬間、山の上の方から地鳴りのような音が聞こえてきた。

　音の聞こえた方角を見る。すると──そこには件の獲物、サイクロプスの姿があった。

　サイクロプスは興奮した様子で、ライラたちを威嚇するように巨大な拳を山肌に打ち付けていた。どうやら、ゼシアとライラの戦いの気配に気がついて、山を下りてきてしまったようだ。

　その轟ごう音おんに追い立てられて、山の洞窟から何匹もの魔物が飛び出してきた。魔物どもはサイクロプスから逃げるように、一心不乱に山を駆け下りてくる。その先には──まだ復興が始まったばかりのリーンコロニーがあった。

「ライラッ──村が危ない。戻るぞ!!」

　クロムの言葉に、ライラはハッと我に返った。

　ライラは山の上に立つサイクロプスへ目を向けた。試練のためには、あれを倒さねばならない。しかし、そうしている間にも、他の魔物どもは村を襲うだろう。

　ライラは一瞬、その二つを天てん秤びんにかけてどちらを取るべきか逡しゅん巡じゅんしてしまった──しかし、答えは考えるまでもない。

　ライラは迷いを断ち切るように首を振ると、クロムを追って村へと駆け出した。




「くそぉ──ッ！　コイツら、どっから湧いてきやがった！」

　クロムたちは全力で駆け戻ったが、既に村には魔物どもが殺到し始めていた。

　その光景に一瞬、村が滅んだときの映像が重なる。ぞくりと背筋が冷え、道端に村人たちの亡骸なきがらを幻視しそうになるが、そんなことで足を止めている場合ではない。

　クロムは首を振って、その想像を脳裏から追い出した。

　村の様子を見渡すと、魔物に襲われた作業員たちは、スコップやつるはしで応戦することで、何とか持ちこたえていた。しかしそれも、長くは持ちそうにない。

「せやぁぁあああっ──!!」

　ライラは血の霧を全身に纏わせ、一心不乱に魔物どもを斬り伏せた。そうして村を駆け回りながら、魔物を一身に引きつけている。その隙にクロムは、作業員たちの救出へ向かった。

「親方ぁああ、もうだめだぁああ」

「馬鹿野郎！　泣き言言ってんじゃねぇ。それでも男か!!」

「こんちきしょう、これでも食らいやがれ!!」

　親方たちは、比較的形の残っている民家に立てこもり、群がる魔物どもへ必死に応戦していた。

　クロムは群れる魔物どもの中心に斬り込むと、血の霧を纏わせた剣を振るった。

「──フンッ!!」

　赤黒い霧が刃のような衝撃波となり、魔物どもの身体からだを貫通して切り刻んだ。

「おぉ、冒険者さん！　無事だったかい」

　親方はクロムの姿を見ると、ホッとしたように声を上げた。

「怪け我が人にんはいないか？」

　クロムは、ざっと作業員たちを見渡した。多少の傷を負っているものはいるが、命に別状があるほどの重傷者はいないようだ。さすがに屈強な肉体労働者が揃そろっているだけはある。戦う技術は無くても、腕っぷしで自分の身は守れたようだ。
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「あぁ、お陰で大した怪我はねぇ。ここはもう良いいから、あんたは連れの嬢ちゃんを助けに行ってくれ」

「いや……ライラなら、心配はいらないだろう」

　クロムは、村を駆け回りながら魔物を斬り伏せ続けるライラを見た。あれだけの数いた魔物は、ライラに斬られるか、血の炎で焼き尽くされて、もう半数も残っていなかった。

「──すげぇ……」

　作業員の誰かが、息を吞のんで言葉を漏らした。誰もが、ライラの鬼神のごとき戦いぶりに見入っていた。

　残った魔物どもは、ライラの戦いぶりを見て戦意を失ったのか、逃げるように去っていった。ライラは今一度村を見渡して残党がいないことを確かめると、剣を鞘さやに納めた。それと同時に、ライラを取り巻いていた赤黒い血の霧も消失した。

「ライラ」

「──……クロムさん」

　ライラは無事に魔物を退けたというのに、不安げな顔でクロムを見た。

　おそらく、さきほどゼシアから言われた言葉が、胸の中に残っているのだろう。

（──わたしはもう、幼くて弱かった昔のわたしじゃない）

　ライラは、それを証明するために勇者になると言った。

　クロムは、村や作業員を見渡して言った。

「おまえのお陰で、作業員は全員無事だったし、村も大きく荒らされることは無かった」

「そうだぜ。嬢ちゃんのお陰だ！」

「あっという間に倒しちまって、驚いたぜ」

　作業員たちも口々に感謝の言葉をかけてきた。

　クロムは、なおも俯うつむいているライラの側そばへ近づいた。

「おまえはもう、弱くも幼くもない。おまえは立派に強くなった」

　木のウロの中で、震えながら泣いていた──あの少女はもういない。クロムはライラの頭をそっと撫なでると、感慨に満ちた声で言った。

「おまえは守られる側から、誰かを守れる人間になったんだ」

　ライラはハッと顔を上げた。クロムが頷うなずいてみせると、ライラは瞳を潤ませて「はい」と返事をした。










　クロムたちはテンフォートへと戻り、再びサイクロプスの目撃情報を集めるところからやり直すことになった。

　リーンコロニーの近くに出没したサイクロプスは、クロムたちが作業員の救出に向かっている間にゼシアが倒してしまったらしく、クロムたちが戻るころには死骸だけが残されていた。

　しかし、サイクロプスは元々そんな頻繁に出現する魔物ではない。ここ数日で、聞き込みだけでなく、自らの足で目ぼしい場所を探索していたが、まったく手がかりは得られていなかった。

　そうこうしている内に、試練の期限まであと三日となった。今日中に目星が付かなければ、もう間に合わないだろう。

「苦戦されているようですね」

　冒険者ギルドで最新の目撃情報が無いか調べていたところ、リリーアが声をかけてきた。今日は珍しく、従者の二人は連れていないようだ。

　リリーアは挨拶の後、逡巡するように間を空けたのち、意を決して口を開いた。

「実は、私たちがサイクロプスの居場所を調査した際、私たちが討伐したのとは別にもう一件、目撃情報がありました。ライラさんには──第二の試練で大きな借りがありますから、特別に教えて差し上げますわ」

　リリーアの語った情報はこうだ。

　テンフォートの北、ちょうど東に広がる高山地帯と西に広がる荒野の境界に当たる場所に《サンズゲート鉱山》という廃鉱山があるという。

　そこは、異界の厄災以前は希少金属《ミスリル》が採掘できることで、かなり活発に採掘が行われていたが、厄災以後は、その立地ゆえにエーテルの流入が激しく、放棄されたらしい。

　今でもたまに、希少なミスリル鉱石目当てで、腕に覚えのある冒険者が探索に挑んでいるという。しかし、そのほとんどは二度と帰ってこなかった。エーテル濃度が高いということは、強力な魔物の巣そう窟くつになっているはずなので、危険度も高いのだ。

「……この話は、本当ならお教えしないほうが良いのでは……とも思いました」

　リリーアは眉尻を下げて、ライラを見つめた。

「お話しした通り、サンズゲート鉱山は大変危険な場所です。私たちも、それゆえに探索は見送りました。貴女あなたたちの安全を考えれば、行ってほしくはありません」

「リリーアさん……」

　リリーアは心の底から、ライラを心配してくれているようだった。ライラは、リリーアの顔を正面から見返して、その瞳が揺れるのを見た。

「──ですが、貴女がどれだけの覚悟で、勇者を目指しているのかも知っています。ですから──」

　リリーアはライラの手を取り、願いを込めるように握った。

「──約束してください。絶対に生きて帰ると」

　ライラはその手を握り返すと、笑顔で頷いた。

「はい、約束です。必ず試練を達成して、帰ってきます」




　サンズゲート鉱山は、テンフォートから北へ歩いて半日ほどのところにあった。

　鉱山の入り口には、炭鉱夫の詰め所や倉庫の建屋が残っていた。中には錆さびきったスコップやつるはしも残っており、この鉱山がいかに突発的に放棄されたのかが窺うかがえた。

　さらにクロムたちは、鉱山の入り口前で気になるものを見つけた。それは、テントや焚たき火の跡といった野営の形跡である。

　どうやら、またミスリル鉱石で一いっ攫かく千せん金きんを狙い、命知らずの冒険者が鉱山に入ったらしい。しかし、焚き火の跡は大分古く、テントもすっかり砂すな埃ぼこりを被かぶっていた。どうやら、もう一週間以上は戻ってきていないようだ。つまりは──鉱山内で命を落としたのだろう。

　入る前から、鉱山内部の危険性をありありと感じさせられ、クロムたちは気が滅め入いる思いだった。しかし、試練のためには行くしかない。

　クロムたちは意を決すると、鉱山の暗闇へ足を踏み入れた。




　鉱山内部は、所々に薄うっすらとした赤紫色の光が灯ともり、ランプ無しでも辛かろうじて進める程度に照らされていた。

　ミスリルなど一部の鉱物は、エーテルにさらされると発光する特性がある。もっとも、一般的な外気に含まれるエーテルの濃度では、その光は肉眼では観測できないほどに弱い。逆に言えば、今クロムたちが進む坑道は、それだけエーテル濃度が高いということになる。

　死者であるクロムは、エーテルの影響を受けないので問題ない。しかしライラは別だ。まだ勇者になっていない彼女にとって、これほど濃いエーテルは少なからず毒になる。したがって、気休め程度ではあるが、襟巻きで口や鼻を覆わせていた。

「いいか。少しでも頭痛がしてきたら、すぐに言え。それは、エーテルの侵食が始まっている証拠だ」

　クロムは真剣な眼めをして、ライラに言った。

　最初に勇者として旅をしたとき、仲間たちは激しい頭痛を訴えていた。そしてまもなく──彼らは人ならざるものへと変わってしまった。

　同じ過あやまちは繰り返したくない。そんなことになれば、いよいよ彼らに顔向けできなくなる。

　クロムたちは、坑道に潜む魔物に見つからないよう感覚を研ぎ澄ませつつも、素早く進んだ。ライラの身を案じるならば、とにかく早く用事を済ませて、この場を去りたい。

　しかし、坑道はかなり複雑に入り組んでおり、まるで第二試練の海底迷宮のようだった。天然の洞窟であれば、人が通れるほどの道がこれほど多岐に分岐することは無いだろう。しかしこの坑道は、少しでも鉱石を取り逃すまいと方々へ掘り進められており、結果として立派な迷宮が作り上げられていた。

「……──ッ！　待てッ!!」

　先行していたクロムは、小さく声を上げて突然立ち止まった。ライラも言われた通りに止まって、慎重に気配を探るクロムの様子を窺った。

「……あれは、外で野営していた連中だな」

　クロムは独り言のように呟つぶやいた。ライラは身を乗り出して、クロムが窺っていた先に目を向けた。

「……ヴァアああ……がぁァアアア……」

　そこには二本足で立つ、見たことのない魔物がいた。変異種の魔物であれば、元が動物であるために、歩き方や立ち方も元の動物に準ずる振る舞いをする。しかし、二足歩行する動物など、この辺りでは見たことがない──そう、人間以外には。

　あれが、エーテルに侵された人間の成れの果てだというのか。手足は不ふ揃ぞろいに肥大化していて、背は猿のように前傾している。頭を垂れながらうつろに彷徨さまよう様子からは、およそ理性は感じられなかった。しかし、人間だったころの面影を示すように、服の断片と思おぼしき布切れが、身体からだにかろうじて纏まとわりついていた。

　いま目前に見えるのは一体だけだった。しかし、外の野営の様子を見る限り、少なくともあと二人は同行者がいただろう。

　クロムは、ますます気が滅入る思いであった。しかし今は、余計なことは考えないようにしよう。そう思い直して、その人であったものに気が付かれないよう、慎重に先へと足を運んだ。




　クロムたちは数時間かけて坑道を探索した。しかし今の所は、サイクロプスを発見することはできなかった。

　そろそろ、ライラへのエーテルの影響も気になるところだ。今日は引き上げようかと思い始めていたそのとき、ライラがクロムのマントを引っ張った。

「クロムさん。何か、大きな足音が聞こえます」

　ネルヴァ山でもそうだったが、ライラは聴覚が人より優れているようだ。クロムは屈かがんで地面に耳を当ててみた。

　──……ドス……ドス…………

　確かに、重い足音が鳴り響いていた。かなりの大型で、音の感覚としては二足歩行──サイクロプスである可能性が高い。

　クロムたちは慎重に気配を殺しつつ、足音が大きく聞こえるほうを探りながら進んだ。

　道の先は曲がり角になっており、その先には大きく開けた空間があった。そこは壁も天井も一面の夜空のように光を放っていた。相当な量の鉱石が埋まっているのだろう。

　その光に照らされて、広場の中心に大きな影が見えた。巨大な単眼を不気味に光らせ、人間のように二足歩行をする巨体の魔物──サイクロプスで間違いなかった。

　リーンコロニーの近辺で見たものより、一回りも二回りも大きい。エーテル濃度が高い場所に住み着いていたせいだろう。そのサイクロプスは、まるで何かを待ち受けるように、広場の中心で不気味に静止していた。

「わたしが──先行します」

　ライラはサイクロプスを見据えたまま、瞳に決意を滲にじませて言った。

　あのサイクロプスは、間違いなくこれまで戦った魔物の中では、最も強敵だろう。安全策を取るならば、いくら傷を負っても再生するクロムが先に出るべきだ。

　しかし、これはライラの試練だ。あまり過保護になっても良くない。

　クロムはしばし逡しゅん巡じゅんした後、ライラに頷うなずいてみせた。

　ライラは剣を抜いて覚悟を決めると、曲がり角から矢のように飛び出した。

　そのままサイクロプス目掛けて一直線に疾駆する。

　サイクロプスの巨大な単眼が、ぐるりとライラに向けられた。そしておもむろに巨木のような腕を上げると、大きく振りかぶった。

　その腕には、黒い鎖が巻き付いていた。鎖はムチのようにしなり、広場の岩を砕きながらライラに迫った。

「──っ！」

　ライラは身体を捻ひねりながら跳んだ。重厚な鎖が低い唸うなりを上げて、身体の下を通り過ぎていく。まともに当たったら、ひとたまりもない。

　サイクロプスは、なおも鎖を四方八方に振り回して、周囲を蹂じゅう躙りんし尽くした。岩が粉砕され、壁や天井が次々に抉えぐられていく。その岩片が飛び散って、さながら矢の飛び交う戦場のようだ。

「──其そは導き照らすもの、輝けるその身をもって災いを覆い隠す闇を払え」

　クロムは岩陰で飛び交う岩片を避けながら、呪文を詠唱した。詠唱が終わると、クロムの掌てのひらに小さな光球が生まれる。クロムはそれを、サイクロプスの単眼目掛けて投とう擲てきした。

「ゴァァアアアアア──ッ!!」

　エーテルの発光で照らされているとはいえ、薄暗い洞窟に慣れた眼に、この光は眩まばゆすぎるだろう。サイクロプスはたまらず眼を覆い、鎖を振り回すのを止やめた。

「ライラ、こっちだ!!」

　その隙にクロムは、岩陰からライラを呼んだ。その声を聞きつけたライラは、身を低くして駆け込んできた。

　クロムたちが岩陰に隠れると、サイクロプスは眼を覆うのをやめて、周囲を見渡した。どうやらクロムたちのことは、上手うまく見失ってくれたようだ。

　この隙に何か作戦を考えねば──クロムがそう思っていると、サイクロプスはおもむろに両手をハンマーのような形に握った。そしてそのまま、頭上高くに振り上げた。両手がにわかに赤く光り始める。それは──強力な魔術を使う際に、圧縮されたマナが放つ光に似ていた。

　──何かが来る！　クロムが危険を感じ取った、その瞬間。




　──ドゴォォオオオオオンッ!!




　サイクロプスが光を湛たたえた拳を、渾こん身しんの力で地面に叩たたきつけた。たちまち強烈な衝撃波が周囲を薙なぎ払い、岩の破片が飛散した。

　それだけに留まらず、強烈な衝撃は鉱山全体を揺らし始めた。バキバキと音を立てながら、天井の岩が剝がれて落下する。

　クロムはとっさに懐ふところから白しろ妙たえ菊ぎくの葉──冷気の魔術の触媒を取り出すと、口早に呪文を唱えた。

「其は万物を静止させるもの。凍いてつくその吐息をもって災いを食い止めろ！」

　クロムは身体から限界ギリギリまでマナを絞り出して、自分とライラを包むように氷のドームを作り上げた。

　しかし幾多の岩塊を受け続け、ドームは徐々に崩れていった。その隙間から、こぶし大の岩がクロムの肩を抉った。

「ぐっ──ッ!!」

「クロムさんっ!?」

　ライラが心配そうに叫んだ。クロムは痛みに耐えながらも、マナを放出し続けてドームを保った。

　地震は数秒続いたのちに収まった。

　なんとか自身とライラを守りきったクロムは、先程傷を負った肩に手を当てた。当たった岩塊が鋭く尖とがっていたせいで、肩の筋肉が少し抉られていたが、やがて再生が始まった。

　これほどの凶行をしたにも拘かかわらず、サイクロプスは依然として警戒を解いていなかった。どうやら、まだクロムたちが生き残っていることを察知しているらしい。

　もう一度同じことをやられたら、次は耐えきれないだろう。時間はあまり残されていない。

　ライラが何も言わずに、すっと立ち上がった。

「──っ！　おい……」

　クロムは呼び止めようとしたが、その前にライラは掌に剣をあてた。

　血が滴したたり落ち、みるみる内に蒸発して、赤黒い霧が立ち上っていく。それはライラの細い腕や足に纏まとわりつき、炎のように揺らめいた。

　やがて血の炎は全身を覆い尽くし、激しく渦巻きながら薄闇を照らした。

　サイクロプスの眼が、その光景を捉えた。

「……──ッ!!」

　ライラは血の炎を纏いながら、火矢のように疾駆した。血の力で身体能力が強化され、その速度は先程の比ではない。もはや彗すい星せいの尾のように、炎の軌跡だけが眼に焼き付いた。

　サイクロプスは再び鎖を振るい、猛然と迫り来るライラを払いのけようとした。

「うぁらああアアアッ!!」

　しかし、血の炎を纏うライラの剣は、鋼鉄の塊である鎖を氷塊のように打ち砕いた。

　そのまま一心不乱にサイクロプスへと迫る。そして剣先を前に構えると、心臓を突き破るべく跳躍した。

　──ザシュゥゥウウッ──……!!

　しかし、その剣が貫いたのは、巨木のような片腕だった。サイクロプスはライラが飛び出す直前に、間一髪のところで腕を犠牲に急所を守ったのだ。

「ヴォォォォオオオオオ!!」

　サイクロプスが雄お叫たけびを上げ、腕に剣を突き立てたままのライラを払い飛ばした。

　床にはたき落とされたライラは、転がって衝撃を緩和しつつ立ち上がる──その目前に、まだ長さを残していた鎖が、轟ごう音おんとともに迫った。

　──ガキィィイイイン──ッ!!

　ライラの目前にクロムが割り込み、既すんでのところで鎖を上に弾はじき飛ばした。鎖と同時に飛来した岩片が、クロムの左目あたりを掠かすめた。

　その傷から流れ出た血が、赤黒い炎となって燃え広がる。やがてクロムの顔の左半分は、すべて血の炎へと変わった。

　あらわになった骸骨の眼がん窩かに、赤い光が怪しく光った。クロムの肉体は燃えるようにして、みるみる血の炎へと変わってゆく。

　やがてその姿は、赤黒い炎を纏った骸骨──まさしく不死身の戦士へと変じていた。

　理性なき魔物であるはずのサイクロプスが、恐おそれ慄おののくように後ずさった──それほどに、赤黒い炎に包まれた骸骨の姿は、禍まが々まがしい威圧感を放っていた。

「…………」

　クロムの赤あか錆さび色の右目と、骸骨の眼窩に光る左目が、サイクロプスの単眼を捉えた。サイクロプスは、恐怖で闇雲にあがくように、腕を振るってクロムを払いのけようとした。

　しかしその腕は、クロムの振り下ろした剣──それにより飛来した赤き衝撃波に巻き込まれ、跡形もなく消し飛んだ。

「今だ、ライラ──ッ!!」

　ライラは、クロムの斬撃が切り開いた突破口を駆け抜け、その血に燃える剣を心臓目掛けて突き出した。

「──っせやぁぁああああ!!」

　剣は血の炎と衝撃波を纏い、サイクロプスの分厚い胸板に風穴を穿うがった。

　一瞬の静寂ののち、サイクロプスは叫び声を上げることもなく、その場に崩れ落ちた。

　ライラは、しばし我を忘れて立ち尽くし、倒れ伏したサイクロプスの亡骸なきがらを呆ぼう然ぜんと見下ろしていた。身体からだを覆っていた血の炎は、闇に溶けるようにして霧散した。

「……ハァ……ハァ……」

　クロムは崩れ落ちるようにして、地面に膝をついた。

「……──っ、クロムさん!?」

　ライラはすぐさま我に返って、クロムに駆け寄った。

　血の炎に変わっていたクロムの肉体は、骸骨を覆うように集まり、やがて元通りの肉体を形作った。

　しかしクロムは、全身がひび割れるような激しい痛みに襲われていた。どうやら、さすがに力を使いすぎたようだ。

「クロムさんっ、だいじょうぶですか!?」

　ライラはクロムの肩を支えると、悲痛な叫びを上げた。

　クロムはしばらく胸元を押さえて苦痛に耐えていたが、やがて少しずつ痛みは収まっていった。クロムは顔を上げると、泣きそうなライラの顔を見た。

「……大丈夫だ……。少し、力を使いすぎただけだ」

　痛みが落ち着くのを待ち、何とか立ち上がると、広場の出口を窺うかがった。おそらく、今の戦いのさわぎで、間もなく坑道中の魔物がここへ押し寄せてくるだろう。囲まれる前に、さっさと脱出しなくては。

　クロムはライラに、試練達成の証拠となるサイクロプスの角を剝ぎ取らせると、足早に広場を後にした。




　クロムの予想通り、坑道の魔物たちはかなり活性化しており、もはや戦闘は避けられない状況だった。

「わたしが通路を切り開きます!!」

　ライラはそう言うと、先陣を切って魔物を斬り払いながら進んだ。クロムが、先のサイクロプスとの戦いで大きく消耗してしまったので、それを庇かばおうとしているようだ。

「あまり無理をするな。おまえだってかなり消耗しているはずだ」

「いえ、わたしはぜんぜん大丈夫です。まだ戦えます」

　ライラもかなり血の力を使ったはずなのだが、平然とした顔で前に立ち続けていた。しかしクロムは、そんな様子が逆に危うい気がした。

　正面の道から、鼠ねずみや野犬の魔物が数体押し寄せてきた。ライラは動じずに、目にも留まらぬ剣さばきでそれらを斬り捨てた──それと同時に、突如として右側の脇道から人型の魔物が現れた。件くだんの冒険者の成れの果てだ。

　それは、異常に伸びた爪でライラを切り裂こうと迫った。ライラは、剣を持っていない右手の篭手でそれを弾くと、即座に剣を振るい、音もなく首をはねた。

　……心なしか、いつもより剣のキレが良いいくらいに見える。まさか、あれほど激しく戦っておきながら、本当に余力を残しているというのだろうか。

　クロムはそう訝いぶかしみながら、改めてライラの姿をよく眺め、そして気づいた──その脇腹が、かなりの血で染まっている。

　普通なら、痛みでまともに動けるとは思えない。しかしライラは、まるで傷に気がついていないかのように、剣を振るい続けていた。

　──いや、本当に気がついていないのだ。血の力は生命力を消耗する際に、身体が軋きしむような痛みを伴うが、使い過ぎると逆に身体感覚が失われていく。そして、それでもなお力を行使し続ければ──命を失う。

　ライラは、すでに身体の感覚が無いほどに力を使っているのだろう。いったい、いつからあんな傷を負ったままで戦っているのか……。

「ライラ、下がれッ!!　おまえ……ひどい傷だぞ」

　クロムは慌ててライラを止めた。しかしライラは、平然とした表情で坑道の先を指し示した。

「……大丈夫です。それに、もう出口ですから」

　いつの間にか長かった坑道は終わり、出口がそこに見えていた。外はすっかり夜なので光も無く、気がつかなかった。

　心配するクロムを他よ所そに、ライラは剣を鞘さやに納めると、そのまま足早に出口へと歩いて行ってしまった。










　クロムたちは無事にサイクロプスの角を届け、第三の試練を通過した。

　いよいよ次は最終、第四の試練である。その内容はまだ発表されていないので、しばし休息する暇があった。

　しかしライラは呆あきれたことに、あれほど消耗して傷まで負ったにも拘わらず、翌日には鍛錬を続けようとしていた。

「おまえ……さすがに傷が治るまでは、休むべきだろう」

「大丈夫です。わたしは……まだ動けます」

　クロムが止めても、なかなか聞く耳を持たない。

　先日ゼシアと戦った際、彼女に力量で上回られたことが、ライラを焦あせらせているようだった。その気持ちも理解できなくはないが……。

　仕方がないのでクロムは、鍛錬を止めることは諦め、せめて無茶をしないように見張りも兼ねて、鍛錬の相手をしてやることにした。

「せやぁぁあああ！」

　ライラは頭上から渾こん身しんの力で剣を振り下ろした。クロムはそれを左に避けると、すぐさま横薙なぎの一撃を返した。

　ライラは素早く剣を構え直して、クロムの一撃を受ける。

「──っ……!!」

　しかし、その衝撃を受けて顔を歪ゆがめると、剣を取り落としてしまった。

　先日の坑道での戦いで、魔物の攻撃を右手の篭手で弾いた時、腕を少し痛めてしまったようだ。利きき手を痛めてしまっては、鍛錬を続けても却かえって逆効果になりかねない。

　それにしても、サイクロプスとの戦いや、坑道から脱出するときに見せた剣筋は、これまで見た中でも群を抜いて、疾はやく鋭いものだった。あの実力が常に出せれば、ゼシアにも決して引けを取らないと思うのだが。

　クロムはそう考えていたところで、あることに気がついた。

　ライラは坑道で人型の魔物と戦っていたとき、剣を持っていないほうの腕で攻撃を受けていた。それで痛めたのが右腕ならば、左手で剣を握っていたことになる。

　──もしかすると、ライラは本当は左ひだり利ききなのではないか……？

　それならば、あのときの妙に鋭かった剣筋は、利き手を使って本来の実力が発揮できていたからだと説明がつく。

「──ライラ。左手で剣を振ってみろ」

　それを確かめるべく、クロムはライラへと告げた。

　しかし、ライラはハッとしたのち──なぜか泣きそうに顔を歪めた。

「…………」

　ライラはしばらく、手袋をした左手の掌てのひらを見つめた。そして意を決したように、左手で剣を握ってみるが──

「──っ!!」

　──途端に苦痛に顔を歪ませて、剣を取り落としてしまった。まるで、その掌にひどい傷を負っているかのように。

　そういえば、ライラは家の中でも手袋を外そうとはしなかった。食事中ですら手袋をつけたままでいる。クロムも不思議には思っていたのだが、今まで特に言及はしていなかった。

「ライラ。その左手、見せてくれないか」

　クロムが問いかけると、ライラはギュッと手を握った後、諦めたように手袋を外して、掌を開いてみせた。

　ライラの左掌には、痛ましい火傷やけどの痕があった。まるで、焼けた鉄の棒を無理やり握り続けたような痕だった。

　なるほど。坑道を脱出するときは血の力の代償で感覚が無かったので、左手で剣を握っても痛みを感じなかったのだろう。

　しかし、火傷自体はもう治っているようで、普通なら既に痛みも感じないはずだった。

「…………」

　ライラは、何かを怖おそれるように瞳を揺らして、クロムを見上げた。

「……この傷のこと、クロムさんは覚えてないですよね」

　ライラは自分の左掌を見つめながら、声を落として呟つぶやいた。

「本当は……ずっと忘れててくれたほうがいい──なんて思ってました。でも、やっぱりそれは、ひどい欺ぎ瞞まんだと思うので……。お話しします」

　ライラは今にも泣き出しそうな顔でクロムを見上げると、ずっと胸に秘めていた後悔を語り始めた。

「わたしは──勇者になれなかった人間なんです」




「ライラ──聞いて」

　その晩、真剣な顔をした姉に呼び出されて、ライラはシオンの寝室を訪れていた。

「今度の旅──もしかしたら、わたしは生きて戻れないかもしれない」

　シオンはライラの眼めを見つめて、そう切り出した。旅というのは、勇者となったクロムと共に、異界の裂け目を封印しに行くことを言っているのだろう。

「それでも、わたしはクロムと共に行きたい。そして、クロムを支えてあげたい。それが、あのときの恩返しができる、唯一の機会だと思うから……」

　シオンはそう言って、ライラの頭を撫なでた。

「…………」

　シオンは、自分の命を懸けてでも、クロムを守ろうとしている。

　ライラは、シオンもクロムも大好きで、居なくなってほしくないので、どうすればよいのか分からなかった。だから、無言でシオンの服を握りしめて、その胸に縋すがり付くしかなかった。

「でももし、わたしたちが死んで、クロムだけが生き残ってしまったら……。多分クロムはすごく悲しんで、自分を一生許せなくなっちゃうと思うんだ。……だからライラ。クロムが帰ってきたら、今度はライラがクロムを支えてあげてくれないかな」

　シオンは、やさしく言い聞かせるように告げた。

　シオンが、どれだけクロムが大好きで、ずっと大切に想おもってきたのか。ライラは誰よりも側そばにいたから、その想いは痛いほど知っていた。

　だから、ライラは頷うなずくしかなかった。

「……ありがとう」

　シオンは、ライラを強く抱きしめた。その晩は久しぶりに同じベッドで眠り、シオンはライラの背をやさしく撫で続けてくれた。

　そして翌日に旅立ったきり、シオンと会うことは、もう無かった。




「……すまない。おまえの姉は──シオンは、俺のせいで──……」

　戦いから戻ったクロムは、本当に死んでしまいそうなほど憔しょう悴すいしきった様子だった。

　今にも泣き出したいのに、それすら自分には許されないと自戒して堪こらえているような、そんな顔でクロムはライラへ頭を下げた。

　本当は、ライラも泣きたいほど悲しかった。もう大好きな姉に会えないと思うと、胸が張り裂けそうだった。

　しかし、ライラはシオンとの約束を守るために、笑顔でクロムを迎えた。

「お姉ちゃんは、自分が死んじゃうかもしれないって、分かっていました。それでもクロムにいさんを守りたいって、そう言ってました。だから、にいさんのせいじゃありません」

　ライラはそう言って、今にも崩れてしまいそうなクロムを抱きしめた。シオンが命がけで守ったように、今度は自分がクロムを支えるのだと、改めて胸に誓った。

　クロムは世界を救ったにも拘かかわらず、城の偉い人や街の人々から、悪く言われているみたいだった。クロムが自分の命を守るために勇者の力を出し惜しんで、シオンや他の仲間を犠牲にして生き残ったと思われているようだった。

「何も知らないくせに──ッ!!　お姉ちゃんが……みんながどんな想いで戦っていたか、知りもしないくせに、適当なこと言わないで!!」

　そういう人間が現れるたび、ライラは声を張り上げて叫んだ。ライラは、どちらかと言えば控えめで人見知りする性格で、他人に怒って叫ぶなど初めてだった。

　とにかく、クロムを守らなければと必死だった。

　それでも、幼い子どもにできることなど、たかが知れている。それがたまらなく悔しくて、強くなりたいと思った。だから──

「クロムにいさん。わたしに、剣を教えてくれませんか」

　──だから、強くなるための術を学ぼうと思った。

　クロムはそれを、最初の内は、子供の気まぐれと思っていたようだった。しかし、ひ弱なライラが必死に身体からだを鍛え、手の皮がむけて真っ赤になっても素振りを続け、着実に、そして急速に技術を吸収していく姿を見て、本気なのだとすぐに理解してくれた。

　そうして五年の月日が流れ、再び異界の厄災が訪れた。

　世界は再び勇者を──命を懸けて世界を救う者を求めた。自分が勇者になって世界を救えば、自分を育ててくれたクロムも、もう蔑まれることは無くなると思った。

　だから、ライラは言った。

「クロムにいさん。わたしを──勇者にしてください」

　そして勇者の試練が始まった。

　当時の候補者は、どこかの落ちぶれた貴族の子息や、血の気の有り余った若い冒険者、果ては素行不良で免職された元騎士など、およそまともな者がいなかった。

　そんな中で、ライラはクロムの助けを借りながらも次々に試練を達成し、そして他の候補者が次々と脱落していく中で、唯一全ての試練を達成した。

　そして最後の儀式──聖剣に認められるかを試される時が来た。

　聖剣に宿る神霊は、勇者としてふさわしい者にのみ聖剣の柄を握ることを許す。その資格が無い者が握った場合、聖なる光でその者の掌を焼くという。

　ライラは、聖剣が刺さる台座の前に立った。刀身が太陽の光を受けて、冷たく光った。

　ライラにはそれが、自身を見透かさんとする神霊の眼光に思えた。

　ライラは意を決して、聖剣の柄を握った。




　聖剣は──そのライラの左手を、光で焼いた。

　それでもライラは、その手を離そうとしなかった。




　──どうして。わたしは勇者にふさわしいほど、強くないでしょうか。

　この五年間、毎日剣を振り続けました。手の皮がむけて、血が滲にじんで、本当は痛くて逃げ出したかったけど、頑張りました。

　魔物ともたくさん戦いました。最初は怖くて、手も脚も震えが止まらなくて、それでも立ち向かい続けました。

　確かに、クロムにいさんほど強くはないかも知れません。お姉ちゃんにも、まだまだ届きません。

　それでも──約束したんです。クロムにいさんを守るって。もう辛つらい戦いに行かなくても良いように、今度はわたしが勇者になって、頑張らないといけないんです。

　だからどうか──わたしを認めてください。勇者にしてください。

　クロムにいさんを──連れて行かないでください。




「ライラ、もういい──ッ!!　それ以上は、手が燃え尽きてしまう」

　クロムはライラの肩を摑つかみ、聖剣から引き剝がした。

「いやですっ、わたしは──」

「もういいんだ。大丈夫だ。おまえは充分頑張った」

　クロムはそのまま、ライラをきつく抱きしめた。ライラはなおも聖剣に取り付こうと暴れたが、やがて泣き叫びながら、力なくクロムに縋り付いた。

「クロム……にい…さん。いやです──いかないで……っ」

「──大丈夫だ……。あとは、俺に任せろ」

　クロムはそう言って、ライラの頭を撫でた。

　数日後、クロムは再び聖剣を手にして、旅立っていった。

　そして、もう二度と戻ってはこなかった。




「わたしは、勇者になれませんでした。そのせいでクロムさんは、もう一度戦うことを強いられ、そして──亡なくなりました」

　ライラは、聖剣に焼かれた左手を握りしめた。まるでそれこそが、自分の憎むべき罪であると言うように。

「……今まで、それを隠していたのは何故だ？」

　クロムが問いかけると、ライラはびくりと肩を震わせた。そして罪を懺ざん悔げするように、声を小さく震わせて告げた。

「……クロムさんは、わたしの命を助けてくれました。そして、わたしにたくさんのことを教えてくれました。いくら恩返ししても足りないほどに、わたしはクロムさんから、たくさんのものをもらいました。

　それなのに、わたしが勇者になれなかったせいで、クロムさんは死んでしまいました。わたしは、何一つ恩返しができませんでした。

　そのことをクロムさんが思い出した時──失望されるのが、怖かったんです」

　ライラは俯うつむきながら、ぎゅっと手を握った。

　クロムはそっと両手で、ライラの左手を包み込んだ。

「……失望なんて、するわけがないだろう」

　クロムはやっと、全ての記憶を思い出した。

　クロムは、ライラの顔を見つめて言葉を続けた。

「仲間たちを失って戻った時、俺はもう、生きていてもしょうがないと思っていた。仲間を守れず、おめおめと生きて帰った自分が許せなかった。生きる資格もないと思っていたんだ。

　そんな俺が、おまえにどれだけ救われたか分かるか。

　おまえは、大切な姉が死んで、自分も悲しいはずなのに、俺を責めずに笑って迎えてくれた。

　貴族や街の連中から罵声を浴びせられていたとき、おまえは声を上げて怒ってくれた。

　俺を守るために強くなると言って、必死に戦ってくれた。

　それが、俺にとって最後の心の支えだった。生きる希望だった。

　最後の戦いに行くとき、俺は初めて、自分の意志で戦うのだと思った。

　おまえが生きていてくれるなら、こんな世界でも守る意味があると思えたんだ」

　ライラは顔を上げて、クロムを見つめた。その湖面のように揺らめく瞳から、一筋の涙がこぼれ落ちた。

「聖剣がおまえを拒んだ時、正直なところ、俺は少し安心してしまったんだ。

　あのときおまえが戦っていたら、異界の裂け目を封印できたとしても、生きて帰ってはこなかっただろう。

　だから、おまえが死なずに済んで、安心していた。

　だが、今は違う。おまえは、本当に強くなった。今のおまえならば、勇者として戦っても、きっと無事に帰ってこられるだろう。

　聖剣は、このときを待っていたのだと思う。だからあのときは、まだおまえを認めることが出来なかったのだと思う。

　だから、もう何も怖おそれることなんてないんだ」

　クロムはライラの剣を拾い上げると、そっと左手に握らせた。ライラはびくりと肩を震わせて、再び剣を取り落としそうになる。しかし、クロムの手がそっと支えた。

「……わたしには、勇者の資格があるのでしょうか」

　ライラは、ずっと胸に秘めてきた不安を告げた。クロムはライラの手を包んだまま、語り続けた。

「勇者の資格とは、なんだと思う？　──俺は、大切な何かのために、決して折れずに戦えることだと思っている。『世界のために戦う』なんて大それたものじゃない。俺が、おまえや仲間たちのために戦えたように。

　おまえは、傷ついて帰った俺を守るために戦ってくれた。俺がいなくなった後も、ずっと折れずに戦い続けてきたんだろう。

　おまえは疑いようもなく、立派に勇者の資格を持っている。かつての勇者であり、おまえの師である俺が、それを保証する」

　クロムの言葉と手の温ぬくもりが、ライラの心を勇気づけた。ライラは意を決すると、左手に渡された剣──それを自分の意志でしっかりと握り直した。もう、ライラが剣を取り落とすことは無かった。

「さあ、こんどこそ神霊に見せつけてやろう。おまえがどれだけ強くなったのかを」

　クロムは笑みを浮かべながら、ライラの頭を撫なでた。

　ライラは涙をこぼしながらも、満面の笑みで頷うなずいた。




　その後、長年のわだかまりが解けて安心したせいか、ライラは糸が切れた人形のように力が抜けて、動けなくなってしまった。そもそも、これまでが無理のしすぎだったのだ。身体がとうとう疲労の限界を超えたのだろう。

　クロムはライラをおぶると、すっかり日の落ちた荒野を歩いて、王都への帰路についた。

　ライラは初め、この歳としでおぶられることを恥ずかしがっていた。しかし、結局は諦めておぶられると、あっという間にクロムの背で寝入ってしまった。

　ライラが訓練を始めたてのころも、よく頑張りすぎで倒れて、クロムがおぶって帰ることがあった。そのころから比べると、ライラも成長して少しばかり重くなったようだ。クロムはしっかり背負い直すと、自宅を目指して足を進めた。

「ほら、着いたぞ」

　自宅に到着し、ライラをベッドへ下ろそうとする。しかしライラは寝ぼけているのか、なかなかクロムの背を離れようとせず、甘えるようにしがみついていた。

「……やれやれ。強くなったとはいえ、まだまだ子供だな」

　クロムは苦笑いをしながらも、まんざらではない表情でため息をついた。











第五章　第四の試練






「クロムさん。今日のお昼ごはんは何がいいですか？」

　平穏な昼前のひととき、ライラは食料品の戸棚を眺めながら問いかけてきた。どうやら食料が尽きてきたので、今日は買い出しに行くようだ。

「なんでもいい……というかおまえ、こないだの怪け我がも治ったばかりなんだし、たまには俺が──」

「だめですよ！　クロムさんに任せたら、毎食焼き飯になっちゃいます」

「……別にいいだろ。毎食焼き飯でも……」

　ライラはため息をつくと、食品の買い出しのメモを書き始めた。どうやらクロムに食卓を任せる気はないらしい。クロムとて、料理の一つくらいできるのだが……。

　昨日はおぶって帰らねばならないほどに消耗していたライラだったが、今朝にはすっかり回復したようで、クロムが起きるころには、朝食づくりに洗濯と、またテキパキ働き始めていた。

　また無理をしていなければ良いが……。しかし、彼女の働きぶりを見る限り、さほど心配は無さそうだった。むしろ、長年抱えてきたわだかまりが解けたせいか、今まで以上に元気になったようにも思える。

　クロムが死んでいた五年間で、ライラは戦いだけでなく家事の技術も大きく向上させたようだった。特に料理の腕は、かなり上がっている。自分で本などを読んで勉強したのだろうか。

　クロムの生前にも一度、彼女が料理に挑戦したことがあった。そのときは、焦げだらけのソテーや、強火で煮詰まりドロドロになったスープなど、実に個性的なメニューを二人でヒイヒイ言いながら平らげたものだが……それも今となっては、よい思い出だ。

　それに比べると、今の彼女は見違えるようだ。エプロン姿もすっかり板についており、テキパキと家事を一手に引き受ける姿は、もうどこに嫁に出しても恥ずかしくない。

　しかしクロムとしては、かつて世話をしていた年下の少女に、身の回りのことを甲か斐い甲が斐いしく世話されるのは、なんとも微妙な気分だった。なんというか、自分が甲か斐い性しょうなしのダメ人間になったような、いたたまれなさを感じる。

「でしたら、買い物の荷物を運ぶのを手伝ってください。クロムさんがいれば、たくさん買っても大丈夫ですから」

　ライラはニッコリ笑ってそう告げると、出かける準備を始めた。

　……まぁ、何もできないよりは良いいか。微妙に釈然としない想おもいを抱きつつも、クロムも出かける準備を始めた。どうやら元気になったついでに、今まではどこか遠慮がちだったクロムへの態度も、だいぶ軟化したようだ。軟化しすぎて、若干尻に敷かれている気がしないでもない。

　まぁ、変に気遣われるよりはやりやすいか。クロムは自分を納得させるようにひとりごちると、出かけるために着替えることにした。

　ライラが向こうの部屋で戸締まりをしている姿を確認しつつ、クロムは自室に入ってドアを閉めた。念ねんのため、鍵もかける。

　部屋着にしている、くたびれたシャツを脱いで、そのまま姿見の前に立ってみた。




　──あらわになった身体からだには、赤いひび割れが走っていた。




　そのひび割れは、胸のあたりから放射状に伸びており、日に日にその範囲を広げていた。今はまだ服で隠れる範囲だけだが、いずれは全身に広がっていくのだろう。

（──キミがこの世に留まれる時間は、もって半年というところだろう）

　クロムを生き返らせた魔術師のミレーナは、そう言っていた。しかし同時に、血の力などで生命力を消耗する分、生ける屍しかばねとしての寿命は削られていくとも聞いていた。

　最近は、負傷しても再生速度が遅くなっている気もした。クロムはこの身体の寿命が、おそらくはもうひと月も無いだろうと感じていた。

　このことはまだ、ライラには伝えていなかった。もうすぐ最後の試練──彼女が長年目指してきた勇者になれるかの瀬せ戸と際ぎわだ。余計なことで、心を乱してほしくはなかった。

　先程の、楽しそうに家事に勤いそしむライラの様子を思い浮かべると、胸が締め付けられるように痛んだ。しかし、そんな感傷を彼女に悟られてはならない。

　クロムは新しく長袖のシャツを着ると、念のためマントで首元を隠し、部屋を出た。




　数日後、ついに最後の試練の発表があるとのことで、クロムたちは謁見の間を訪れていた。

　さすがに最後とあってか、謁見の間にはいつにも増して緊張感が漂っていた。部外者であるはずの貴族諸侯も、今は神妙な面持ちで席についている。

　いつもなら時間ギリギリに現れるゼシアも、さすがに今回は時間に余裕をもって来ていた。縁者の貴族たちに囲まれて立つ彼女をふと見ると、いつもの薄笑いも鳴りを潜めて、どこか物もの憂うげに目を細めて宙を見つめていた。

　彼女なら、いまさら緊張するようなことも無いと思っていたが、さすがに勇者選定も大詰めということで、彼女なりに何か思う所があるのかもしれない。

　候補者が集合して間もなく、王が姿を現したので、その場の面々が跪ひざまずいて顔を伏せた。

「勇者候補者のみな、これまで三回の試練、まことにご苦労であった」

　王は今一度、候補者の姿を見回して続けた。

「厳しい試練の中、諸君が誰一人欠けることなくここまで来られたことは、大いに誇りに思う。もはや、誰が勇者として選ばれても不思議ではなかろう」

　前回は、ライラ以外の候補者が全滅であったことを考えると、確かに今回の候補者は皆優秀だったと言える。もっとも、前回があまりに酷すぎたのだが。

「しかし神霊が勇者と認めるのは、いかなるときも一人のみ。したがって、最終試練にて、その雌雄を決してもらうこととする」

　皆の心の準備を待つかのように一呼吸置いて、王は最後の試練を発表した。

「最終試練は、勇者候補者同士の一騎打ちとする。場所は王宮区、神霊の御前闘技場。日時はこれより三日後とする」

　その発表を聞いて、特に驚きの声を漏らす人間はいなかった。それはそうだろう。複数の候補者が残った場合、最後の試練が一騎打ちになるのは恒例である。

　分かりきった発表であっても、やはりこれから行われるものとして実際に聞くと、緊張感があるものだ。何ならクロムは、自分が勇者になったときよりも緊張しているような気がした。

　発表が終わると、いつものようにその場で解散となった。

　リリーアはまた、心配性の両親に囲まれて激励されているようだった。しかしその顔には、以前に見せたような陰りはもう見られなかった。

　両親と別れると、リリーアはライラの方へとやってきた。

「ついにここまで来ましたね……。長かったような、短かったような。もう色々なことがありすぎたせいか、不思議とあまり緊張はしていません」

　リリーアはふと遠い目をして語った。

　そして視線を戻すと、ライラの顔を正面から見つめた。

「ライラさん。実は私──ずっと貴女あなたをライバルだと思っていたんですよ」

　リリーアは片目をつぶってくすりと笑うと、ライラへ手を差し出した。

「貴女と全力で戦えることを、楽しみにしていますわ」

「はい！　わたしも楽しみです」

　ライラがその手を握ると、リリーアは晴れ晴れしい笑みを浮かべた。

　そして姿勢を正すと、堂々とした歩調で謁見の間を去っていった。その後ろ姿を見送った後、クロムたちも謁見の間を後にした。

　ゼシアは、ずっと謁見の間の隅に残って、その様子を眺めていた。その顔に、いつもの不敵な笑みは見られない。ただ物憂げに目を細めて、まるで理解できないものを見るように、冷めた表情をしていた。

「ゼシア」

　そこへ、壮年の男性が近づき声をかけた。

　皺しわの刻まれた厳格そうな顔つきに、神経質なほどに整えられた正装をした男は、笑みひとつ浮かべずに歩いてきた。

「──お父様」

　ゼシアはそう呼んで、近づく男に向き直った。

「第三の試練まではご苦労だった。このまま、最後の試練も油断せずにゆきなさい」

　男はゼシアを見下ろすと、低く硬い声色でそう告げた。その表情は相変わらず、ピクリとも変わらない。

「承知しております。……私はただ、計画通りに役目を果たすだけでございます」

　ゼシアも無表情のままに──無感情のままに、そう応えた。それは彼女にとって、ちょっとした意趣返しのつもりでもあった。しかし男は、そんなことを気に留める様子も──いや、気がつく様子すらも見せずに、頷うなずいた。

「それならば良い。おまえは計画を、ひいては一族の全てを担になう要だ。その責任と誇りを、ゆめゆめ忘れぬように」

　男は最後にそう告げると、話は以上とばかりに速やかに背を向け、ゼシアの前を去っていった。その足並みは相変わらず、あらゆる無駄を嫌うようにきびきびとして、忙せわしなかった。

　果たして、父親と言葉を交わしたのはいつ以来だろうか。恐らく、勇者選定の試練が始まる前──勇者になれと告げられたときだろう。あれもまた、業務連絡のようなやり取りでしかなく、親子の会話というには、あまりに無機質なものだったが。

　そもそも、これまで親子らしい会話をしたことがあったかさえ、甚だ疑問だ。

　ゼシアは誰もいなくなった謁見の間で独り、父の去っていった方を眺め続けていた。










　三日後。ついに最後の試練のときが来た。

　会場である神霊の御前闘技場は、王宮区の一角にある。闘技場とは言っても、それほど大きなものではない。しかし今は、そこに溢あふれんばかりの人々が、勇者の誕生を見届けようと押しかけていた。

　中には不届きな輩やからもおり、神聖な勇者選抜の試練で賭け事に興じているようだ。オッズはやはり、ゼシアがダントツのようだった。勇者の血を引くという触れ込みや、どこかで彼女の圧倒的な戦いぶりを見た者からの噂うわさで、相当注目を集めているようだ。

　客席には、貴族や王宮の関係者も大勢訪れていた。彼らには事前に席が割り当てられているため、あぶれるという心配がない。それに比べて一般民衆は、よく見える席を取ろうと早朝──早い者では前日の夜から並んでいた。

「うぉーい、ライラちゃーん、頑張れよー!!」

「ライラおねーちゃん、頑張れ──っ!!」

「リア様──!!」「ファイトっす──!!」

　その中には、各候補者を応援しようと駆けつけた者たちの姿があった。ライラの応援には、ギルドのマスターや冒険者たち、さらには、はるばるハイネ村から来てくれた住人もいるようだった。

「諸君。勇者の誕生を見届けるために、よく集まってくれた」

　開始時間が近づいたところで、王が聖剣の納められた台座の前に立って声を上げた。喧けん騒そうをものともせず、声はまるで角笛のごとく、闘技場の隅々まで響き渡った。伊達だてに一国をまとめているわけではない。

「此こ度たびの勇者候補者は、先の三つの試練においても誰一人欠けることなくここまで来た、まさに精鋭揃ぞろいである。このような者たちが我が国に集ってくれたことは、王として実に誇り高い」

　民衆が拍手と歓声を上げた。

　続いて王は、候補者の一人一人を祭壇に招いて紹介した。ライラにとって、これほどの群衆に注目されるのはあまり無いことだろう。しかし彼女は、若干の緊張は見せつつも、背筋を伸ばしてしっかりと立ち、大きな歓声をその小さな身に受けていた。

　全員の紹介が終わると、王は試合の形式について説明を行った。

「紹介した通り、集いし候補者は三名であり、試合は一対一のトーナメント形式となる。抽選の結果、初めに『リリーア・ラングレイ』と『ライラ・グレイス』が戦い、勝った者が『ゼシア・エリミナス』との決勝戦を行うこととなった。

　これは試合である前に、勇者選抜の試練である。したがって、各候補者には勇者にふさわしい正々堂々とした戦いぶりを期待する。

　魔術の類いは、対戦者のみならず観客へも危険が及びかねないため、全面的に禁止とする。己が鍛えた身体からだと武術のみをもって戦うこと。説明は以上」

　王が席へ下がると、まもなく初戦の対戦者が拍手と歓声に迎えられて入場した。




「いつも通りやってこい」

「はい！　行ってきます」

　入場口に立ったライラとクロムは、それだけ言葉を交わした。

　変に気負う必要はない。今まで積み重ねてきたことの結果は、自おのずと表れる。

　ライラは、左手を確かめるように握り、目を閉じた。

　もう──怖おそれるものはない。クロムが、自分を認めてくれているとわかったから。クロムが背を押してくれるならば、自分は信じて踏み出すのみ。

　ライラは背筋を伸ばして、歓声鳴り響く闘技場へと歩き出した。




「ついに、貴女と闘うときがまいりましたね」

　闘技場で向かい合うと、リリーアはそう言って笑みを浮かべた。

「貴女の実力は、それなりに存じ上げているつもりです。まさに、相手にとって不足無し。全力をもって、ぶつからせていただきますわ」

　その真まっ直すぐな眼まな差ざしを受けて、ライラもリリーアをしっかりと見返した。

「──リリーアさんは、わたしを『ライバル』と言ってくれました。実はあのとき……わたし、とても嬉うれしかったんです。わたしを認めてくれているんだって、わかったから」

　ライラはリリーアに手を差し出した。

「わたしも、リリーアさんと──ライバルのあなたと、全力で闘いたい」

　リリーアは、すこし照れくさそうに頰を染めながら、ライラの手をギュッと握った。

「あの夜に聞かせていただいた、あなたの勇者への覚悟、今こそ見せていただきます。さぁ、勇者候補者として、ふさわしい戦いにしましょう」

　そうして互いの闘志を確かめたのち、リリーアは剣を抜いて構えた。

　ライラも左手で剣を抜くと、リリーアの剣と向かい合わせるように構えた。

　まもなく試合開始の号令が鳴り響いた。




　先に動いたのはリリーアだった。

　リリーアは、重厚な盾と長剣を携えており、女性にしてはかなりの重装備だ。しかし、それをものともせずに、軽やかに闘技場を疾駆した。

　対するライラは剣を構えたまま、じっとリリーアを見つめて静止している。しかし、その瞳には蒼そう炎えんのごとき闘志がたぎっており、リリーアの一挙手一投足をも見逃さんとしているのが伝わってくる。

（ライラさん。受けて立つ──ということですね）

　リリーアはふっと笑みを浮かべると、盾を前面に構えて、一直線にライラへと向かって突進を仕掛けた。そしてライラとの距離が剣の間合いに入った瞬間──

「はぁぁああああ──ッ!!」

　──素早く盾を翻ひるがえして、巻き起こる風と共に、その奥に隠した剣を突き出した。

　盾で隠すことで、剣先の動きを読ませない、巧みな攻撃だ。さすが騎士の教育を受けているだけあって、対人戦での駆け引きにも長たけている。

　鋭い剣先がライラに迫る。しかしライラは、突き出された剣先に自分の剣をこすり当てて軌道をずらしながら、自分の身体もひねることで、猛然と迫る突きを回避した。

「──っ!?」

　リリーアにとって、この突きは必殺の一撃であった。ライラを強敵と認めるからこそ、もっとも自信のある一撃で早々に決着をつけるつもりだった。

　しかし、ライラはそれを初見で回避してみせた。なんという反応速度だろうか。

　ライラはそのまま、渾こん身しんの一撃を回避されて無防備となったリリーアの懐ふところに飛び込む。リリーアの必殺技は確かに回避するのが難しい。しかし、一度回避してしまえば、剣も盾も攻撃に使ってしまう分、その後の隙が致命的となる。ライラはその弱点を的確に突いていた。

　ライラは剣を素早く振り戻すと、回避時にひねった身体の勢いを利用して、渾身の横薙なぎを打ち込んだ。

　──ガキィィイイインッ!!

　リリーアはそれを、とっさに鎧よろいの板金で受けた。並の攻撃では傷一つ付かないはずの、高硬度の合金で作られた鎧は、ライラの一撃を受けて大きく抉えぐれていた。

（──反応速度だけでなく、剣筋も恐ろしいほどに鋭い……。最初の試練で見たライラさんとは、まるで別人のようです。これが──貴女の本気なんですね）

　リリーアはたまらずに後退した。

「うぉぉおおおお！　すげぇぜライラちゃん!!」

「リリーア・ラングレイの技も見事ですが、それを見切るライラさんの反応速度と、何より、恐れずに構えていられる胆力は、並外れていますね」

「リア様──!!」「まだまだいけるっすよ──!!」

　たった一呼吸の打ち合いだが、それだけで場内の観衆がいっきに沸き立った。

　──そして、たった一太刀であっても、今のやりとりでリリーアは、技量でも速度でもライラには及ばないことを悟った。

　しかし、その瞳にはまだ闘志が宿っていた。

（悔しいですが、技術では貴女あなたが一枚上手のようですね。その剣の鋭さと気迫は、まさしくクロム様の闘いを見るようです）

　過去に目まの当たりにしたクロムの剣、敵の攻撃にも決して揺るがずに構えて、一瞬の隙も逃さずに仕留める様は、まさに今のライラの剣筋そのものだ。

　かつて憧れた剣が、彼女に脈々と受け継がれていることを、いま目前で示されている。

　それを羨ましく思わないと言えば噓うそになる。

　だが、リリーアもまた、騎士として──父から受け継いだ闘い方がある。

　騎士の本分は「護まもる」ことであり、つまりは「勝つ」よりも「負けない」ことが重要である。それこそ、命のやり取りである実戦の鉄則。

（──本当の勝負でものを言うのは、技でもスピードでもありません。それを教えて差し上げましょう!!）

　リリーアは再び剣を構えると、ライラに向かって斬りかかった。

　今度は単なる横薙ぎの斬り払いだ。ライラは屈かがんで難なくかわすと、素早くカウンターの突きを繰り出した。しかしそれは、リリーアの分厚い盾に弾はじかれた。

　金属同士がぶつかり合う振動が、両者の剣と盾を握る手に響いた。

　その隙にリリーアは、剣を翻してさらなる一撃を繰り出した。今度はかわしきれないと判断したライラは、剣を斜めに構えて斬撃を滑らせつつ、そのまま弾かれるように飛んで間合いを取った。

　しかしリリーアは、逃げ道を封じるように間合いを詰めては、普通の攻撃を連続して繰り出した。そのいずれもライラには届かないが、ライラがカウンターで繰り出す攻撃もまた、リリーアの頑丈な盾に阻はばまれてダメージを与えられなかった。

　そうしてしばらくの間、互いにダメージとならない攻防が続いた。しかし──

　ガキィィイイイン──ッ!!

「──っ!!」

　──攻撃の重さには、歴然たる差があった。リリーアは、いつだか従者の男たちが語っていたように、女性とは思えないほどの膂りょ力りょくを発揮していた。そこから繰り出される攻撃を受ける度に、ライラの腕は骨が軋きしむほどの負荷を受け、剣を握る力が徐々に削られていった。

　リリーアの本当の武器──それは強大な膂力と、粘り強さである。それらを遺憾なく発揮できる持久戦こそが、彼女の必勝法だ。

　リリーアが繰り出す強烈な攻撃を幾度もしのぎつつ、しかしライラは確実に消耗して、徐々に追い詰められていった。

　このままでは、やがて消耗し尽くして敗北するだろう。客席で観戦する誰もが、そう思った。

「くそぉぉぉお！　ライラちゃん、踏ん張れ──!!」

「派手さは無いですが、体力で上回る相手に勝つには良いい戦術ですね。さすがは騎士、といったところでしょうか」

「さすがはリア様──!!」「タフで怪力っす──!!」

　観客の予想を裏付けるように、ライラは剣を下ろして無防備な構えを取った。

（ようやく、観念されたようですね。では──終わりにしましょう!!）

　リリーアは勝ちを確信しつつも、最後まで油断なく、そして容赦なく、無防備なライラに向かって距離を詰めた。

　そして、持ちうる全ての力を込めて頭上から剣を振り下ろした。

　その瞬間に、ライラはパッと顔を上げた。そして眼めを見開き、迫りくる剣を見据えた。

　その瞳には焦あせりも諦めもなく──ただ闘志が静かに揺らめいていた。

　ライラは上半身を後ろに反らしつつ身体を捻ひねり、振り下ろされた剣を間一髪のところですり抜けた。ライラの鼻先を、リリーアの長剣が通り過ぎる。

　そのまま右手を地面に突いて身体を支えると、両脚をバネのように縮めて、勢いよくリリーアの胴体を蹴り飛ばした。

「──くっ!?」

　予想外の一撃を受けて、リリーアは後ろへと弾き飛ばされた。かろうじて踏みとどまり、なんとか転倒は避けた。

　慌てて前方を見る──そこには、矢のように飛び出したライラの剣が、今まさに振り抜かれようとしていた。

　とっさに盾を構える。まだ間に合うはず──




　──バギィィイイイン──ッ!!




　しかし、構えたはずの盾は、すさまじい衝撃波を伴った一いっ閃せんにより、真っ二つに斬られれた。防具を含めればライラの二倍は重いはずのリリーアの身体は、その斬撃が生み出した衝撃波により、闘技場の壁に叩たたきつけられた。

「──くぅ……ッ!?」

　衝撃で視界がちらつくなか、リリーアはなんとか前を向いた。

　しかし、その目前には──ライラの剣先が突きつけられていた。

（あぁ、やっぱり──どれだけ死力を尽くしても、貴女の『覚悟』には、遠く及びませんでしたね）

　リリーアはふっと肩の力を抜くと、どこか納得したように表情を緩めた。そして──

「──……参りましたわ」

　リリーアは両手を上げて、降参の意を示した。




「「「うぉぉぉおおおおお──!!」」」




　一拍遅れて、観客から大きな歓声が沸き上がった。

「うぉっしゃあぁぁああ！　さすがライラちゃんだぜぇ!!」

「すごーい、おねーちゃんつよーい！」

「悔しいけど、いい勝負だったぜ──!!」「リア様──ナイスファイトっす──!!」

　客席でライラやリリーアを応援していた一同も、彼女たちの戦いぶりに惜しみない歓声を送った。

　その様子を見渡して、クロムは自然と笑みが溢あふれた。

　ライラは強くなっただけでなく、たくさんの人に認められるようになった。もう彼女は独りではない──自分がいなくなった後も。

　それを、どこか寂しいと思う気持ちもあった。しかし、それは胸にしまっておくべきだろう。

　クロムは、試合を終えて駆け戻ってくるライラを迎えるべく、入退場口へと足を向けた。











第六章　戦いの意味






　ライラとリリーアの闘いを、ゼシアは入退場口からずっと眺めていた。

　目線の先でライラが、猛然と迫るリリーアの剣を既すんでのところで回避し、間髪入れずにカウンターを放った。しかしそれは分厚い盾に阻まれ、再びリリーアの攻撃が迫る。

　二人は互角のように見えて、闘い方は対照的だ。

　守りに重きをおいて「負けない」闘いをするリリーアに対して、ライラはひたすらにリスクを取り続けて勝ち筋を追い続ける。戦況は互角であっても、それぞれの闘い方に求められる胆力の差は歴然だ。

　確かに、体格で劣るライラが勝ちを狙うには、リスクを取るしかない。その理屈は理解できる。しかしゼシアには、もっと根本的な部分で理解できないことがあった。

　──なぜそこまでして勇者になど、なりたいと思えるのだろうか。

　目線の先で繰り広げられる、互いに一歩も引かない熱戦──しかし、それを見つめるゼシアの瞳は、ひどく冷めきっていた。

　そうして彼女たちの闘いを眺めている内、ふとゼシアの脳裏に、自身が勇者という存在に疑問を持つきっかけとなった日の記憶が蘇よみがえってきた。




　ゼシアは生まれたときから、おまえは勇者になるのだと言われ続けてきた。

　いつも寝物語の代わりに、先祖の勇者がいかに強く立派であったかを聞かされてきたから、幼い頃は人並み以上に勇者への憧れもあった。

　いつか自分も、ご先祖様のように強くなって、世界を救うために戦うのだ。

　そうすれば──いつも側そばには居ない父や母も、ほかのみんなも、自分を認めてくれる。

　自分の命は、そのために授かったのだ。そう信じて疑わなかった。

　だから、幼い身には余りあるような厳しい訓練や勉強も、決して逃げずに取り組んだ。

　毎日、朝から昼にかけては剣術の訓練。準備運動の素振りだけでも一時間あり、さらに休み無く実戦の訓練も行う。

　夕方から夜にかけては、魔術や魔物に関する勉強。まだ知らない言葉だらけの本を、辞書を引きながら必死に読んだ。

　それが辛つらくなかったわけではない。まだ柔らかい掌てのひらの皮は毎日ボロボロに剝むけ、疲れ切って眠たくても、課題の本を読み終わるまでは寝かせてもらえなかった。

　でもそれは、自分が特別だからこそ、超えなければならない壁なのだ。自分はいつか、世界を背負って戦わなければならないのだから。

　ゼシアは幼くして、自身の背負う「責任」というものを理解できるほど、敏さとい子供だった。ただの憧れではなく、本気で自分が世界を救わなくてはいけないのだと思っていた。

　だからこそ、泣きそうなほど辛い試練にも耐えられた。耐えなければいけないと、思い続けられた。

　そんなあるとき、彼女の前に本物の勇者──クロム・ウルクスが現れた。

　その日ゼシアは、異界の裂け目を封印し、帰ってきたという勇者をひと目見ようと、謁見の間に忍び込んでいた。

　今まで話でしか聞いたことのなかった「勇者」に会える。世界を救ってきた英雄を、この眼で見ることができる。ゼシアの胸は期待に膨らんでいた。

　しかし──

「──なぜ答えぬ。おまえの仲間たちはどうしたのだ」

「まさか──自分が生き残るための、犠牲にしたのではあるまいな」

「仲間を犠牲にして、おめおめと生きて帰る勇者など、聞いたことがありませぬ」

「それは、まさに──外道の所業ではないか」

　英雄であるはずの勇者は、貴族たちから厳しい言葉で問い詰められていた。

　ゼシアは困惑しながら、当の勇者の姿を見つめた。身体からだを包むマントは乾いた血がこびりついてボロボロで、項うな垂だれるように顔は伏せられている。遠目にも彼が傷つき憔しょう悴すいしているのは明らかだ。

　とても、仲間を犠牲に楽をしてきたようには見えない。周りの大人たちには、それが分からないのだろうか。

　ゼシアは救いを求めるような心地で、偉そうに勇者を問い詰める貴族たちの姿を見渡した。誰か、傷ついた勇者を救おうとする人はいないのだろうか。

　しかし、その場に居合わせた貴族たちは、誰もが顔を険しくしかめて、冷たい目で勇者を見ていた。彼らは、ボロボロの勇者とは対照的に、豪華でほつれひとつ無い衣装を身に纏まとい、贅ぜい肉にくを蓄えた血色の良すぎる顔色をしていた。




　──あぁ、そうか。彼らは死ぬ思いをして戦ったことがないから、分からないのか。




　ゼシアとて、命を懸けた実戦の経験があるわけではない。しかし幼い身にとって、厳しすぎる鍛錬の日々は、まさに命懸けと言っても過言ではない。

　だからこそ、貴族たちに囲まれて詰きつ問もんされている勇者の姿が、心身ともに憔悴して傷ついていることも、容易に理解できた。その姿が、厳しい日々を生き抜いてきた自分の姿に重なって見えたから。

　そしてゼシアは気がついた。あの勇者は──自分の未来の姿かもしれない。

　命懸けで戦っても、それで世界を救っても、その意味を──苦しみを、人々が理解できないならば、認められることもない。

　ボロボロに剝けた掌で剣を握る痛みを、どれだけ眠くても叩き起こされて本を読み続けねばならぬ苦痛を、人々は知らない。

　なぜならば、彼らは特別ではないから。世界を救うために戦う苦しさを知らないから。

　それならば──自分は何のために戦うのだろうか。

　この世界には、苦しみに耐え抜いてまで、救う価値などあるのだろうか。

　命を懸ける意味は──その報いはどこにあるのだろうか。

　ゼシアは敏い子供だった。それゆえに理解した。

　勇者なんてものは、虚構に過ぎない。ただ自分たちが救われたいがゆえに、大人たちが作り出したまぼろし。自分はそれに乗せられていたに過ぎないのだと。

　しかし──それが分かったところで、ゼシアは他に生き方を知らなかった。生まれてこの方、ずっと勇者になるために生きてきたのだ。それが虚構であろうとも、今更引き返して何になるというのか。

　やがて、世界に再び厄災が訪れた。

　あの勇者はもう一度戦って、今度こそ死んだ。

　それでも世界は、なにも変わらなかった。




「クロムさんっ、どうでしたか！」

　リリーアとの試合を終えて、控室に戻ってきたライラは、興奮した様子でクロムに駆け寄ってきた。戦っている最中は落ち着いて見えたが、やはり浮足立っていたらしい。

「あぁ、見事だった。次も油断しないでいけ」

　クロムは苦笑しながらも、ライラの健闘を称たたえた。

　その穏やかな空気を搔かき散らすように、カツカツと硬い靴音が二人に近づいてきた。

「おめでとうございます。先程の試合、大変見事でございました」

　ゼシアは相変わらず感情の読めない薄笑いを浮かべて、ライラを見つめた。しかしその眼めは、いつにも増して冷ややかな色を湛たたえていた。

「ですが、所詮はここまでです。次は私が、大勢の方々の前で、真の強者が誰かを教えて差し上げましょう」

　ゼシアは挑発的な口調で言いつつ、ライラを見下ろした。ライラも眼を鋭く研ぎ澄ませて、ゼシアを見返した。

「わたしは、あなたには負けない。あなたは──勇者にはふさわしくない」

　ゼシアはその言葉を受けて、顔から薄ら笑いを消し去った。いや、口角は吊りあげたまま、不敵な笑みを浮かべている。しかし、瞳は鋭く研ぎ澄まされ──まるで獲物を見定めるように、ライラを見据え続けていた。

「──そこまで仰おっしゃるからには、それ相応の覚悟をされているのでしょうね」

「……覚悟？」

　ライラは首をかしげた。ゼシアは再び挑戦的な笑みを浮かべると、有無を言わせぬ口調で続けた。

「自らの全てを賭けて、戦う覚悟でございます」

「あたりまえです」

　ライラは即座に答えた。それを聞いて言げん質ちは取ったとばかりに、ゼシアは声高々に宣言した。

「でしたら次の勝負。私が負けましたら、私の持てる全財産を貴女あなたに差し上げましょう。その代わり、貴女が負けたら──貴女は私の奴隷として、一生を捧ささげて服従していただきますわ」

　ゼシアは、およそ正気とは思えない条件をふっかけてきた。しかしライラは怯ひるむこと無く言い放った。

「財産なんていらない。わたしが勝ったら、あなたがわたしに言ったことを訂正して」

「……私が貴女に言ったこと？」

「『出来損ないの勇者の弟子』と言ったことを、訂正して」

　ゼシアは、言われて思い出したというように両手を叩たたいた。

「あぁ、そんなことも言いましたね。分かりましたわ。貴女が勝った暁には、いかようにでも謝罪させていただきます」

　こうして、互いに後には引けない賭けが交わされた。

　まもなく、最後の試合が始まろうとしていた。




　ゼシアとライラが入場すると、観客は盛大な拍手で迎えた。試合前の評判では、ゼシアが圧倒的に有利だと考えられていたが、先のライラの試合を目まの当たりにして、その評判も揺らぎつつあった。もはや、どちらが勝つか予想できないという緊張感で、場内全体が満たされていた。

「試合の前に、皆様にお聞き願いたいことがございます」

　ゼシアは、闘技場の中心に立つと声を上げた。決して大声ではないが、その声は不思議な威圧感を持って、会場全体を瞬またたく間に静まり返らせた。

「此こ度たびの試合は、両者のすべてを賭けた決闘となりました」

　観衆がにわかにざわついた。皆、どういうことかと困惑した様子でゼシアを見つめた。ゼシアはその反応を楽しむように続けた。

「私が負けた場合、私はライラ・グレイス様へこれまでの非礼の一切をお詫わびし、勇者としてふさわしいと認めます。そして私が勝利した場合──ライラ・グレイス様は、今後の一生を私に捧げて服従していただきます」

　ゼシアが決闘の条件を告げた瞬間、観衆のざわめきは一層大きくなった。ライラを応援していた者たちも、口々に動揺を言葉にして叫んだ。

「決闘って、どういうことだよ!?」

「一生を捧げて服従？　それって奴隷になれってことか!?」

「そんなの、めちゃくちゃだぜ！」「ライラちゃん、負けるな──っす!!」

　ゼシアは話を終えると、白々しいほど優雅に一礼して、開始位置についた。

　これでお互いに、引き返すことはできなくなった。

　ライラは会場の喧けん騒そうを遮断するように、目を閉じてゆっくりと呼吸した。慌てず、恐れず、油断せず、いつも通りにやるんだ──。

（──さあ、こんどこそ神霊に見せつけてやろう。おまえがどれだけ強くなったのかを）

　クロムの言葉が、灯ともし火びのように心を温めた。そこから勇気が湧き出て、全身を満たすのを感じた。

「では、そろそろ試合を──私たちの決闘を始めましょう」

　ゼシアの言葉を受けて、ライラはゆっくりと瞼まぶたを開き、そして左手で剣を構えた。ゼシアは二本佩はいている剣の内から一本を抜き、ライラと向き合うように構えた。

　審判の男が、緊張した面持ちで両者の準備を確認し──そして試合開始の号令が鳴り響いた。




　ライラもゼシアも、互いに目を合わせたまま動かずにいた。

（また、様子見をなさるつもりでしょうか）

　ゼシアは、リーンコロニーの近くで戦ったときの、ライラの様子を思い浮かべた。たかだか数日で、人はそんなに変わらない。きっと、前回とほとんど同じようにして、結局は自分が勝つだろうと思った。

「今回は、前のように攻めてきてはくれませんのね」

　ゼシアは以前の戦いをなぞるように、同じようなセリフを言ってみせた。余裕を滲にじませた笑みもそのままに、剣先をライラに向けて構えた。

　しかし、ライラは動じる様子もなく、ただ静かに眼を細め──その奥に蒼あおく燃える闘志を宿して、ゼシアを見返していた。

　まるで、何も怖おそれるものは無いと言うかのように。

　ゼシアは顔から薄笑いを消すと、途端に声を低めて呟つぶやいた。

「──では、こちらから行かせていただきます」

　ゼシアは軽やかに地面を蹴ると、まるで踊りのステップのように軽快な足運びでライラに迫った。しかし──

「──っ!?」

　素早い連撃により圧倒するつもりで迫ったゼシアだったが、それよりも早く、突如としてライラの剣が迫った。

　──キィィィイイインッ！

　ゼシアはとっさに剣を構え直し、なんとかライラの一撃を防いだ。ぶつかりあった剣が震えて、その振動が骨の芯まで響いてきた。

　ゼシアは、決して油断していたわけではない。無論、自身の勝ちは初めから確信していたものの、ライラがゼシアの知る中でも指折りの強者であるのは間違いない。だからこそ、初めから全力で叩き伏せると決めていた。

　しかしそれでも、今の彼女の一撃は、想定を遥はるかに超える疾さと鋭さを持って、ゼシアに襲いかかってきた。とっさに反応できたのは、ゼシアが本気だったからこそである。

　思わず後退したゼシアを、ライラの連撃が追い詰めていく。その戦い方は、最初に荒野で打ち合ったときと同じものだ。しかし、速度も剣圧も以前とは比べ物にならない。まるで別人のようだ。

（まさか、今まで本当の実力を隠していた……？　いえ、以前に戦ったときも、血の力を使うほどですから、本気としか思えません。あの後の数日で、いったい何があったのでしょうか）

　ゼシアは、目にも留まらぬ速度で迫りくる連撃を弾はじきながら、ライラの変化について思索していた。内心で戦慄するほどに、ライラの変化は目覚ましいものだった。

　ゼシアは後ずさりを止やめて、ライラの剣を受けると同時に踏み込んだ。激しく火花をちらしてぶつかる剣が交差し、鍔つば迫ぜり合いとなる。

　そのまま押し返そうと踏み込むが、その前にライラは半歩引いてゼシアの力を受け流すと、その隙を突くようにして下段からの一いっ閃せんを放った。

「──っ!!」

　ゼシアはとっさに跳躍すると、ライラの背を飛び越して背後に降り立った。振り返るまでもなく、そのまま前に飛び込んでライラとの距離を取る。本能的に、攻めるより引くべきだと判断したのは、いつ以来だろうか。

　ゼシアはライラへと振り返る。あれだけ鋭い猛攻を仕掛けてきたにも拘かかわらず、ライラは息ひとつ上がっていない。相変わらずの鋭い眼つきで、ゼシアを射い貫ぬかんとばかりに見定めている。

　ゼシアは体勢を立て直すと、これまでのライラの剣筋を脳裏に焼き付けた。

　それは、これまでに戦ってきた誰の剣よりも疾はやく、そして的確だった。迷いも怖れもなく、ひたすらに勝利を勝ち取るための剣。

　今の彼女は間違いなく、ゼシアの人生が相対した最も強い相手と言えるだろう。




　──だが、それでも。自分が負けるとは思えなかった。




　どれだけ強くても、どれだけ疾くても。その動きは見切ることができるし、見切ることができれば──真ま似ねすることも容易たやすい。

　ゼシアは再び不敵な笑みを浮かべると、ライラを見返して口を開いた。

「──随分、強くなられたようですね。正直、驚きました」

　ゼシアはふっと息を漏らした。ライラは無言で、剣先をゼシアに向け続けている。

「一体何が貴女をそこまで強くしたのか、興味は尽きませんが──」

　ゼシアは不敵に口を歪ゆがめながら、脳裏に焼き付けたイメージをなぞるようにして、左手に剣を持ち替えた。

「──どれだけ強くなられても、私に真似できない剣はございません」

　ゼシアはふと腰を落とすと、一瞬で距離を縮めてライラに肉迫した。

　鋭い横薙なぎの一閃がライラを襲う。その剣筋は──試合開始時にライラが見せた一撃に迫る勢いだ。

　ライラはそれでも動じること無く、ゼシアの剣を弾いては、カウンターの一撃を放つ。ゼシアもまた、ライラの剣を弾いては反撃に転じる。

　そうして撃ち合いながらも、ゼシアの剣速がどんどん上がっていき、ついにはライラに追いついた。

　まるで鏡合わせに踊るような、剣と剣のぶつかり合いが幾度も続く。

　ゼシアは、こうして動きを模倣していくことで、改めてライラの剣──その強さの正体を理解した。

　それは──決して引かずに戦い続ける姿勢、折れない「覚悟」とでも言うべきものだろう。

　どれだけ苛烈な攻撃を受けても、瞬時に反撃の道筋を探す心。

　どれだけ危険に思えても、それが最善の勝ち筋ならば飛び込む心。

　自分の全てを、目の前の戦いに捧ささげる心。

　それがあるからこそ、彼女の剣は誰よりも疾く、そして鋭く隙を突いてくる。

　そうまでして、彼女は勝利を──勇者の座を勝ち取りたいのだろう。

　その気持ちまでも模倣できたなら、この行き場のない心もあるいは──ゼシアは詮無きことを思い浮かべて、ふっと息を漏らした。

　ゼシアは完全に見切った剣筋を更に加速させ、ひときわ鋭い一撃を放った。ライラはそれを受けながらも、勢いは殺しきれずに後方へと弾き飛ばされた。

　五月雨さみだれの如ごとき剣けん戟げきが止やみ、闘技場に再び静寂が訪れる。観客は誰もが息を忘れて、二人の戦いに見入っていた。

　さきほどの打ち合いこそ、間違いなくライラの全力だろう。であるならば、それを上回った瞬間に、ゼシアの勝ちは確定した。

　ライラは良く戦った。間違いなく彼女は、これまでで最強の相手であったし──もっとも強い覚悟を持つ人であった。

　ならば最後は──ゼシア自身の剣筋で、本気の剣技で終わりにしよう。それが尊敬すべき彼女への、最大限の礼儀というものだろう。

　ゼシアは、今までずっと鞘さやの内にあった二本目の剣を抜いた。

「貴女あなたの強さに敬意を表して、私も全力で──この決闘に幕を引こうと思いますわ」

　そう言いながら、ゼシアはふと、この闘いが終わってしまうことに一抹の寂しさを感じた。思えば、これほど全力でぶつかりあった相手は初めてだった。

　やはり彼女は──ライラは特別だ。出会ったときから、どこかそんな気がしていた。自分と似ているようで、まったく違うようでもある。

　しかし、どんな相手との闘いにも終わりはある。ゼシアは意を決して二本の剣を携えると、身体からだをひねるようにして剣を引いた。

　そして一瞬の間を置いたのち──ゼシアの姿が消えた。

　ほとんど予備動作もなく、ゼシアは瞬間移動のように跳んで間合いを詰めてきた。

　左手に握った剣が、音もなく空気を裂いてライラに迫る。跳躍の勢いに、体のひねりも加えた一撃が、凄すさまじき衝撃波を後ろに残して襲いかかる。

　しかしライラは、それと同時──いや、それよりも早く上体を下げて、まるでゼシアの攻撃を予知していたかのように回避した。驚異的な胆力──もし読み違えていれば、無防備に斬撃を受けて致命傷となっていただろう。

　だが、それでも──この攻撃は防ぎきれない。

　ゼシアの身体が踊るように回転し、右手に握ったもう一振りの剣が、さらなる剣速でライラに迫った。これをさらに避けることは不可能だ。そして仮に受けたところで、一周回ってきた左の剣が再び振り下ろされ、ライラを仕留めるだろう。

　速度で上回らない限り、絶対不可避の攻撃である。

　ゼシアは勝利を確信した──しかし、ライラの瞳に宿る闘志は、未いまだに燃え続けていた。

　ライラは後ろに下げていた剣を、迫りくるゼシアの剣目掛けて振り抜いた。




「せやぁぁぁああああ──ッ!!」




　──パキィィィイイインッ!!

　音速を超えて振り抜かれたライラの剣は、ゼシアの剣を両断した。凄まじい衝撃波を伴った斬撃は、そのままゼシアの身体を吹き飛ばした。

[image: ]

「──っ!?」

　何が起こったのか分からぬまま吹き飛ばされたゼシアは、なんとか着地して、ライラの姿を捜そうと顔を上げた。

　その黄金色の瞳に、眼前に突きつけられたライラの剣先が映った。

「…………」

　ゼシアは左手の剣も取り落とし、呆ぼう然ぜんと向けられた剣先を見つめていた。観客も、まるで息をするのを忘れたように、眼前で起こった出来事を見つめていた。

「貴女は……」

　ゼシアが口を開いた。声が震えて、掠かすれて、まるで自分の声ではないようだった。

「貴女は、なぜそこまでして──勇者になりたいのですか」

　それは、以前もゼシアがライラに向けて問いかけた言葉だった。

　ライラは今一度、その言葉に答えた。

「わたしに戦い方や──勇者に必要なすべてを教えてくれたクロムさんが、正しかったことを証明するため。そして、弱く幼かった自分と決別するため。

　わたしは勇者になります。そのためならば──わたしの全てを賭けても、惜しくはありません」

　その言葉に噓うそ偽りがないことは、ライラの眼めを見れば明白だった。

　ゼシアは、なぜ自分がこれほどライラに固執していたのかが、やっと理解できた。

　ゼシアはずっと、自分が勇者になる理由が欲しかった。命を懸ける理由が欲しかった。自分が命を懸けて戦うように、命を懸けて自分を想おもってくれる存在が欲しかった。

　だから──彼女のひたむきすぎる想いに、惹ひかれていたのだろう。

「……降参……いたします」

　ゼシアはライラに頭こうべを垂れて、そう宣言した。

　間もなく、割れんばかりの歓声と拍手が会場から沸き上がった。










　試合が終わると、速やかに最後の儀式──聖剣に認められるかを試される時が来た。

　先程までは、試合の興奮冷めやらぬ様子で騒がしかった闘技場も、今は静まり返って、厳かな雰囲気が漂っていた。

「勇者候補者のライラ・グレイスよ、前へ」

　聖剣が納められた台座の横で、王が直々にライラを招いた。それに応じて、ライラは台座に向かって一歩一歩確かめるように歩いた。

「汝なんじが聖剣を握ることができれば、それを使う資格があると認められたことになり、汝は晴れて勇者となる。さぁ、覚悟ができたならば、聖剣の柄を握るがよい」

　王はそう述べて、台座の側そばを一歩離れた。

　ライラは、聖剣が刺さる台座の前に立った。

　あの日と同じように、その刀身が太陽の光を受けて、冷たく光った。

　ここでまた、あの日と同じように、聖剣から拒絶されてしまったら──

　そう思った途端、ライラの脳裏に、聖剣に掌てのひらを焼かれたあの日から現在までの、さまざまな記憶が走馬灯のように流れていった。

　クロムがもう帰ってこないと聞いたとき。自らの弱さと幼さを呪って、涙を流しながら、それらとの決別を誓った。

　それからずっと、独りでひたすらに剣を振るい続けた。

　そしてクロムと再会し、四つの試練を共に乗り越えてきた。

（──おまえは、本当に強くなった。今のおまえならば、勇者として戦っても、きっと無事に帰ってこられるだろう。

　聖剣は、このときを待っていたのだと思う）

　クロムの言う通り、ライラに足りなかったものが「戦って生き残るための強さ」だとすれば、それは最後の試合で可能な限り示したつもりだ。

　リリーアは自分をライバルだと認め、全力で戦ってくれた。

　ゼシアは圧倒的な力で立ち塞がり続けたが、それもついに乗り越えた。

　何よりクロムが──自分の最も信じる人が「何も怖おそれることはない」と言ってくれた。

　ならば自分は、ただ前に進むのみ。

　今こそ──弱さや幼さと決別するとき。

　ライラは、意を決して手を伸ばし──聖剣を握った。




　──その柄は、ひんやりと手に吸い付いた。




　ゆっくり持ち上げると、聖剣はすんなり台座から離れて、ライラの手に収まった。

「──聖剣は、汝を所有者と認めた。ここに新たな勇者の誕生を宣言する!!」

　王は両手を広げると、ひときわ大きな声で宣言した。厳かに沈黙していた観衆が、再び大きな歓声を上げて立ち上がり、一斉にライラを祝福して叫んだ。

「「「勇者ライラ、万歳!!」」」

　その声は、しばらくとどまるところを知らず、テンフォート全体へ響き渡っていた。

　その歓声へ応えるように、聖剣はライラの瞳と同じ蒼あお色いろの光を放った。光の粒がライラを祝福するように、その身を包んで舞い散った。




「お待ちくださいませ」

　控室に戻ったライラは、クロムと共に闘技場を後にしようとしたところで、不意に呼び止められた。

　呼び止めた相手は、先程戦った相手──ゼシアだった。

「……なんでしょうか」

　ライラは怪け訝げんな顔で、少し警戒しつつも振り返った。

　ゼシアはいつもの薄笑いも無く、真剣な表情で近づいてくる。そしてライラの一歩手前まで来ると──深く頭を下げた。

「これまでの非礼、とくに貴女を『出来損ないの勇者の弟子』と呼んだことについて、心から謝罪申し上げます」

　ゼシアはそう言い切ると、そのまま頭を下げ続けた。その言葉はどこまでも真剣に、控室の隅々まで響いた。

「つきましては、いかなる処遇も受けるつもりですわ。煮るなり焼くなり、お心のままに」

　そんなゼシアの様子を見て、呆あっ気けにとられていたライラは、しばし固まったのち、慌てて声を上げた。

「あ……あの、もう──いいですから。頭を上げてください！」

　ライラが狼ろう狽ばいして声を上げると、ゼシアはゆっくりと頭を上げた。

「もうよろしいのでしょうか。貴女が望むなら、腹を斬ってでもお詫わびいたしますが──」

「いりませんっ！　本当に、もういいですから!!」

　ゼシアが本当に剣を抜きかけたので、ライラは慌てて止めた。

　しかしゼシアは、「ふふっ」とからかうように微ほほ笑えむと、剣を納めて、改めてライラに向き直った。その表情は、どこか憑つき物が落ちたように晴れやかで、年相応の少女らしい笑顔だった。

「貴女は、立派な勇者です。貴女のお陰で、私は自分に足りないものに、やっと気がつくことが出来ました」

　ゼシアは眼を閉じると、服の胸元をギュッと握った。

「わたしも、あなたの……ゼシアさんのお陰で、もっと強くなりたいと思うことができました。あなたに負けないように」

　ライラがそう言うと、ゼシアはまたいつもの不敵な笑みを──でも、今度は前向きな闘志を瞳に燃やして──浮かべた。

「私も、負けたままでいるつもりはございません。また、貴女あなたに──ライラ様に挑ませていただきます。ですから──きっと生きて帰ってきてください。約束ですわ」

　そう言って手を差し出した。ライラがその手を握ると、ゼシアは少しはにかんだ様子を見せながら、ライラの耳元に顔を寄せた。

「……それに、貴女のことも、まだ諦めたわけではありませんから。いつかきっと、私のものにしてみせます」

　そう小さく呟つぶやいた。そして、きょとんとするライラから離れると、今度はクロムの方へ向いた。

「クロム様。貴方あなたは──ご自身が守りたいもののために、戦われたのですね」

　ゼシアは胸に手を当て、過去の記憶をなぞるように瞳を揺らした。

「私……貴方は救いたくもない世界のために戦わされて、その理不尽を恨んでいるのだと思っておりました。勇者なんてものは虚構で、上の方々が、自らの都合の良いように作り出したまやかしなのだと。

　でも違った。貴方は世界ではなく、貴方が守りたいもののために戦っていた。それがようやく、分かりました」

「あぁ。ライラが──俺に戦う理由をくれた。だから俺は、最後の最後まで希望を信じて戦い抜くことができた。自分が救う世界の価値を、信じ続けることができたんだ」

　クロムが答えると、ゼシアは満足げに頷うなずいた。

「あぁ、やはり貴方は勇者でした。できることならば、もっと早く、貴方たちに会って話をしたかった……」

　ゼシアは最後に少し淋さみしげな微笑みを浮かべると、クロムたちに深々と一礼した。そしてくるりと背を向けると、悠々とした足取りで控室を去っていった。




「お父様、お母様」

　試合の後、リリーアは観戦に来てくれていた両親に声をかけた。

「リリーア……」

　両親は、心配そうな顔でリリーアを見つめた。おそらく、リリーアが試合に敗れたことで、落ち込んでいると思ったのだろう。

　リリーアは、両親に正面から向き合うと、深く頭を下げた。

「お父様、お母様、申し訳ございません。私──本当は、心から勇者になりたいとは、思っていなかったんです」

　リリーアは、正直に胸の内を告白した。

「私──本当は、勇者として戦うのが怖かった……。もし勇者として旅立ってしまえば、もうお父様やお母様に会えなくなると考えると……胸が張り裂けそうなほど寂しかった。

　私が試練を達成する度に、お父様もお母様も喜んでくださいました。私も決して、嬉うれしくなかったわけではありません。でも本当は──止めてほしかったんです」

　今思えば、自分の勇者への想いは、幼い頃の憧れと変わりがなかった。あの日、自分を助けてくれたクロムの背に抱いた、純真無む垢くな想いのままだった。

　勇者というのは、決して輝かしい面だけではない。それを、真の意味では理解していなかった。

「自分で勇者になると言っておいて、勝手なことを言ってごめんなさい……。わがままな娘で……ごめんなさい。

　こんな覚悟では、元より勇者になんて、なれるはずがありませんでした。

　すべて、私の心が弱かったから……お父様とお母様のご期待に添えず、申し訳ありませんでした」

　リリーアはそう語り終えたあとも、ずっと頭を下げ続けた。顔を上げて、両親の失望した顔を見るのが怖かった。

　しかし、そんなリリーアの肩を、そっと優しく包む暖かさを感じた。

「……私たちこそ、リリーアのことをちゃんと見てやれなくて、すまなかった」

「貴女が悩んでいるのは、なんとなく分かっていたのですよ。それなのに、ちゃんと相談に乗ってあげられなくて、本当にごめんなさい」

　両親はリリーアを抱き寄せると、その背中を優しく撫なでた。

「本当は私たちも、リリーアが勇者になることを、心から応援できていなかったんだ」

　父親は、懺ざん悔げをするように声を落として語った。

「私の父は、この家から勇者を輩出することで、一家の、ひいては騎士全体のさらなる地位向上をお望みだったけれど、私はそんなことより、娘と──リリーアと長く一緒に居られることのほうが、ずっと大事に思えたんだ」

「ですが『騎士は民のためにある』──騎士の家の者として、この考えを否定するわけにはいかなかったのですよ。本当に、普通の家に生まれていればと、毎日詮無きことを考えておりました」

　母親は声を震わせながら言った。本当は両親も、リリーアと同じ気持ちだったのだ。

　リリーアは顔を上げて、両親の顔を見た。

「私……もっと強くなります。あの方々──ライラさんとクロム様に負けないくらいに。お父様やお母様に、ご心配をおかけしないくらいに」

　リリーアは涙を流しながら、しかし瞳に確かな決意を滲にじませて告げた。

　ライラやクロムのように、迷いなく、守りたいもののために剣を振るえる人間になりたい。改めてそう思った。

　その想おもいこそ、真に心の底から誓える、リリーアの望みであった。










　翌日、クロムとライラは人けの無い荒野で向かい合っていた。ライラに聖剣の力について教えるためだ。

「よし──では、聖剣を構えておけ」

　クロムはライラに聖剣を構えさせると──そこに魔術で作り出した火球を放った。

「──っ……」

　ライラは一瞬身体からだを強こわ張ばらせるが──火球は蒼あお白じろい光の粒に阻はばまれて消えた。

　聖剣──そこに宿る神霊の力は様々だが、本領は所有者を守る《加護》にある。

　聖剣を持っている限り、勇者はあらゆる攻撃を受けても傷を負わず、実質無敵の存在となる。

「だが当然──それには代償がある」

　クロムの真剣な眼まな差ざしを受けて、ライラはごくりと息を吞のんだ。

　聖剣の加護の代償──それは、所有者の生命力である。

　生命力の消費自体は、魔術や血の力でも起こることだ。過剰に消費しなければ、すぐさま命が危険にさらされることは無い。

　しかし聖剣の加護には、それら二つと大きく異なる点がある。それは、自らの意思では発動を制御できないことだ。

　つまり、他者からの攻撃を受ければ、本人の意思によらず加護が自動的に発動し、生命力が消費される。不意打ちで致命傷を負うことは無くなるが、攻撃を受け続ければ生命力が消費し尽くされ、命を危険にさらすことに変わりはない。

　まるで「如何いかなる困難に見舞われても、命尽きるまで役目に殉じよ」という、神霊の意思を表しているようだ。

「──だから、いくら傷を負わないからといって、過信は禁物だ。これまで通り、自分の身は最優先で守るようにしろ」

　ライラは真剣な顔で頷いた。しかしクロムは、これまでのライラの戦いぶりを見てきているので、どうにも心配だった。

　過去の勇者たちが、ことごとく命を落としていることから分かる通り、勇者の旅は大変に過酷なものだ。独りで挑むなら、その命を枯らす覚悟で戦うしかない。

　したがって、ライラが生きて帰れるか──それはクロムにかかっていると言って良い。クロムがライラを守ることで、その消耗を最少限に抑えるのだ。

　クロムの残り少ない命で、それが果たせるのだろうか──いや、果たさねばならない。そのために自分は、今一度この世に蘇よみがえったのだから。

　かつて、彼女の姉や他の仲間がしてくれたように、今度は自分がライラを守る。生きてこの街に帰って来させる──たとえそのとき、自分はこの世にいなくとも。

　クロムは改めて、自らの最後の役割を、胸に刻んだ。




「やあこんばんは！」

　その晩、クロムの家を魔術師のミレーナが訪ねてきた。

「ライラくん、勇者就任おめでとう！　ささやかながら、お祝いに来たよ！」

　ミレーナは両手いっぱいに料理やら酒やらを抱えてやってきた。あまりに重そうなので、クロムは手を貸して食卓へと運んだ。

　ライラがいそいそと皿を運んできては、料理を一つずつ並べていく。パイにキッシュにシチューなど、どれもなかなか手が込んでいる。これも王宮区に間借りした魔術工房で作ったのだろうか……。もはや工房というよりキッチンである。

「いやぁ、さすがはライラくん。ついに勇者になったんだねぇ……。キミのたゆまぬ努力が実を結んで、私も本当に嬉しいよ。本当に……」

　ミレーナは目を細めて、感慨深げに言った。

「いえ……クロムさんの、お陰です。クロムさんが、わたしを見捨てずに、ずっと大切に想ってくれていたって分かったから、最後の勇気が持てました」

　ライラは、はにかみながら笑顔で言った。

「ということは、クロムの記憶は無事に戻ったんだね？」

「あぁ……ライラには、本当に苦労をかけた」

　クロムが言うと、なぜかミレーナが鼻を鳴らしながら憤いきどおった。

「まったくだよ!!　キミは──死ぬ直前だって、戦い抜いてボロボロだってのに、自分よりライラくんの事ばかり心配して、ずっと心残りにしていたんだよ。それなのに忘れてしまうだなんて。まったくもって、まったくだよ！」

　そうだった。クロムは死に際ぎわを看み取とったミレーナに「なにか言い残すことは」と聞かれて、彼女にライラのことを託したのだった。

　ミレーナは約束を守り、クロムが蘇るまでの五年間、ずっとライラの側そばに居てくれたようだった。彼女にも感謝しなくてはならない。もっとも、なかなか素直に口にする気にはなれないが……。

「そうだったんですね……」

　ライラはミレーナの話を聞いて、嬉しそうに──しかし、どこか切なそうに微ほほ笑えんだ。

　酒も食事も進んできた頃。ミレーナは、サイドボードに置かれた、クロムのかつての仲間たちの形見に目を留めた。

「おや、これはキミの仲間だった方々の形見の品かな」

「そうだが、それがどうした？」

　クロムが問いかけると、ミレーナはすっかり酔っ払った様子で声を上げた。

「ずるいぞ！　私だって二回目のときに、一緒に旅した仲間じゃないか！　私の形見も、ぜひ飾ってくれたまえ！」

　そう言って、いそいそと身につけていた首飾りを取り外し始めた。

「おまえは、まだ死んでないだろうが……」

　クロムが呆あきれたように言っても、酔っぱらいには通じなかった。ミレーナは取り外した首飾りを勝手にサイドボードへ飾ると、少し離れて眺めながら満足げに頷うなずいた。

「……クロムさんとミレーナさんは、旅に出たときは、ほとんど初対面だったんですよね。お二人は、どんな感じで旅をされたんですか？」

　ライラが、話を聞きたそうに二人の顔を見回した。

「おぉ、聞きたいかね。私とクロムの、愛と勇気の冒険譚たんを！」

　ミレーナは大げさに拳を突き上げて、芝居っ気たっぷりに語りだした。

「そう。あれは私が学院を卒業し、未来に何の希望も見いだせずに悶もん々もんとした日々を過ごしていたときだった。生まれながらにして天才だった私は、すでにあらゆる学問を極め過ぎていて、自らの生きる目的を見失っていたのだった……」

　随分と傲慢なプロローグだが、それもあながち噓うそではなかった。実際に彼女は、魔術の名門である学院で、過去に例を見ないほどの好成績を修めて首席で卒業したと聞く。その後は、独りで黙々と研究を続けるために、立場に縛られず自由の利きく冒険者の身分となったらしい。

「そんな怠惰な平穏を破るように、それは来た。そう、異界の裂け目の復活である！　世界は命を賭として戦う勇者を求め、そして一人の青年が名乗りを上げた。彼こそが、一度世界を救ったにも拘かかわらず、あらぬ罪によって蔑まれた悲劇の英雄、クロム・ウルクスだったのだ！」

　ライラはすっかり真剣な顔で聞き入っていた。

　確かに内容は概おおむね合っているのだが、こうも大げさに話されると、クロムにはまるで自分の話ではないように聞こえた。

「私は彼に、大いに興味を惹ひかれた。なぜ自らを蔑む世界を、命を懸けてまで救う気になれるのか。彼は世界を憎んでいないのか。彼の行動は、世界にまるで興味を持てなかった私とは正反対に思えたのだ」

　それはクロムにも初耳だった。なるほど。世間から爪つま弾はじきにされている自分について来るなど、どれだけ物好きなんだと首をかしげたものだが、そんな理由があったのか。

「そして私は、彼の旅に同行することにした。旅の道中で、彼は世界を救う理由について語ってくれた。彼は決して、世界のために戦うわけではなかった。ただ、かつての仲間が命懸けで守ったもの、そして残していったものを守るために戦っていたのだ。

　つまりは愛！　大切なものたちへの、底しれぬ愛が成した行動だったのだ！　私はその愛の深さと大きさに感涙した！」

　実際は、まったく泣いていなかった。そもそもクロムは、ミレーナの涙を見たことがなかった。彼女の泣き顔など想像もつかない。彼女はいつでも、摑つかみどころのない態度で笑みを浮かべるだけだ。

「そして幾日か荒野を歩き続けた我々は、ついに異界の裂け目に辿り着いた。クロムは聖剣を大いに振るって、次々に強大な魔物を斬り伏せた。そして、その最後の力を振り絞って異界の裂け目を封印し、そのまま息を引き取ったのであった。傍かたわらに佇たたずむ、愛する女性に看取られながら……」

「勝手に登場人物を追加するな。その場には、俺とおまえの二人しかいなかった筈はずだ」

　クロムは思わず抗議した。ミレーナは不満げに腕を組んで答えた。

「何を言う。私こそがその『愛する女性』だろう」

「それこそ勝手な設定追加だ……」

　クロムは渇いた喉を潤すために水を手に取った。その顔を、ライラが何やらじーっと見つめていた。ミレーナはそんな二人を見回して、なぜか優しげに微笑んだ。

「……最後のは冗談だけれど、概ねこんなところかな。どうだい、面白かったかな？」

　そう言ってライラを見た。ライラは慌ててクロムから視線を外し、頷いてみせた。

　ミレーナの話を聞いたことで、クロムの脳裏にも当時の情景が浮かんできた。そうしてふと、以前にも口にした疑問が蘇ってきた。

「……そういえばおまえ、なんで歳としを取っていない？」

　再会したときにも思ったが、ミレーナの容姿は五年前からまるで変わっていない。あのときは、単に歳が外見に出にくいだけとも思ったが、改めて見ると、やはり不気味なほどに当時の姿のままだ。

「そうだそうだ！　その話に関連して、渡すものがあったんだった」

　ミレーナは両手を叩たたいて立ち上がると、酒瓶が入っていたバスケットから一本のポーションと思おぼしき瓶を取り出した。

「これは、かつて私が作ったエーテル抗薬だ。これを飲むと、エーテルの作用を抑制することができる」

　取り出した瓶をテーブルに置いた。中には、血のように赤くドロッとした液体が入っていた。

「キミと旅をする前に、私はこれを飲んだのさ。お陰でエーテル濃度が高い場所でも、変異することはなかっただろう？」

　それはもちろん、クロムも聞いていた。そうでもなければ、勇者以外の人間を連れて行くことなど了承しなかっただろう。同じような過あやまちは、二度とごめんだ。

「しかし、いかに天才の私といえど、エーテルの影響を完全に防ぐことはできなかったみたいでね。おかげであれ以来、歳を取らなくなったみたいだ」

　──そうだったのか。クロムの胸に罪悪感が押し寄せた。その雰囲気を感じ取ってか、ミレーナは慌てて言葉を付け加えた。

「いやいや、私は別に気にしていないよ！　むしろ永遠の若さと美貌を手に入れられて嬉うれしいくらいさ！」

　それが本心なら良いいのだが。ミレーナの飄ひょう々ひょうとした顔を見ても、真意は分からなかった。

「それで、キミたちにも渡そうと思って持ってきたのさ」

「……？　ライラは聖剣の加護で守られているし、俺はすでに死者だから問題ないだろう。エーテルが作用するのは生き物だけだ」

　つまり、クロムたちには必要ない代物のはずだ。しかし、ミレーナは甘いとばかりに指を振った。

「この薬はエーテルの作用を抑制すると言ったろう。つまり、エーテルが毒となる人間に使えば薬になるが──エーテルを必要とする生物、すなわち魔物には毒となる」

　なるほど。魔物にとってエーテルは空気や水のようなものだという。その作用を抑えるということは──

「相手が強力な魔物であるほど、強力な猛毒となるわけさ」

　そう言ってミレーナは、ニヤリと不敵に笑った。




「今日はありがとう」

　クロムが玄関までミレーナを見送ると、彼女は珍しく神妙な顔つきで言った。

「礼を言うのはこちらのほうだ」

　その顔に、クロムもなんだか調子を崩されて、ついらしくないことを言ってしまった。

「それでだね……。あの、ひとつお願いがあるのだけれど……」

　ミレーナが気まずそうに言いよどむ。最後の最後で珍しいことだらけだ。彼女はしばらく、もじもじと言葉を詰まらせていたが、やがて意を決したように言った。

「なにか……キミの形見になるようなものを、貰もらえないかな」

　ミレーナは俯うつむいて言葉を続けた。

「……今度は、本当にもうお別れになるだろう。キミの身体からだは、もうひと月も持たないと思う。力を使い切ればその身体は消滅し、もう二度とキミを喚よび戻す手段は無くなるだろう。勝手に生き返らせておいて、最後まで勝手なことを言うけれど──」

　ミレーナが言葉を言い終わる前に、クロムは黙って利きき腕に着けていたブレスレットを外し、ミレーナに差し出した。

「それは俺が冒険者になりたての頃、父がお守りにと作ってくれて、以来肌身離さずに着けていたものだ。……なんだかんだで世話になった、おまえに持っていてほしい」

　ミレーナはそれを受け取ると、大事そうに胸に押し当てて微笑んだ。

「……ありがとう。大切にするよ」

　そう呟つぶやいた彼女の頰を、何か光る粒が伝ったのは、クロムの見間違いかもしれない。




　その晩、ライラはなかなか寝付けずに、何度目とも分からない寝返りをうった。

（──キミの身体は、もうひと月も持たないと思う）

　ミレーナとの別れ際、玄関から聞こえてきてしまった言葉。

　クロムはすでに亡なくなった人間で、一度は別れた人だ。いま再び共に居られることが、そもそも奇跡のようなものだった。

　クロムが蘇よみがえった目的──ライラが勇者となった今、別れのときは刻一刻と迫っている。

　勇者を目指している間は、それに必死だったから忘れていたが、元々クロムが現世に居られる時間は限られていた。それは、仮にライラが勇者となれなかったとしても、同じことである。

　それを頭では理解していた。しかしどうしても、念願だったはずの勇者になったあの瞬間が、クロムとの別れを決定的にしたように思えてしまう。

　そんな感傷も、きっと眠ってしまえば、明日には忘れているはずだ。そう思って瞼まぶたを強く閉じた。

　──そこから、一筋の涙がこぼれ落ちた。

　瞼の裏に、クロムとの思い出がいくつも溢あふれ出てきた。それに合わせて、涙もとめどなく溢れて、堪こらえきれない。

（──だから、もう何も怖おそれることなんてないんだ）

　クロムがかけてくれた言葉が蘇る。

　しかし、それは噓だ。だって──

「怖いです……クロムさんが、居なくなるのが……。また、独りぼっちになるのがっ……とっても、怖いです……」

　ライラは堪えきれない嗚お咽えつと叫びを、口元に毛布を当てて必死に押し殺した。この想おもいは、クロムに聞かれてはいけない。彼には、自分が立派になったことを──もう弱さや幼さと決別したことを見せて、最後は安心して逝いってもらいたい。

　自分は、それだけのために、この五年間を戦い続けてきたのだ。

　ライラは毛布に潜って、必死に自らの怖れを抑え込もうと努めた。

　しばらくの間、ライラの部屋には声にならない嗚咽が、小さく、虚むなしく響き続けた。

　そうしている内に疲れ果てて、やがてライラは、浅い眠りへと落ちていった。




　翌朝、クロムとライラは最後の旅への準備を終えて家を出た。この家も、もう見納めだ。

　昨晩はあまり寝付きが良くなかったのか、ライラは少し元気がない様子だった。目も少し腫れている。

　勇者としての重責──それだけではないだろう。だが、ライラがそれを悟られぬよう努めて笑うなら、クロムもいつも通りに接するべきだと思った。

　荒野に続く西門の前では、見慣れた顔が勢せい揃ぞろいしてクロムとライラを迎えた。

　リリーアと従者の二人組、ギルドのマスターと顔なじみの冒険者たち、そして意外なことに、ゼシアの姿まであった。

「ライラちゃん、クロムさん！」

　二人の姿を見て、大勢の人々が手を振り、温かい声をかけた。特に馴な染じみの深かった者は、嬉しいのか悲しいのか分からない顔で、眼めに涙を浮かべていた。

「おぉ、クロム……ライラちゃん……がんばっでごいよ……グス」

　ギルドのマスターは、ボロボロと涙と鼻水を垂らしながら、すでに嗄かれきった声で言った。相変わらず、図体ずうたいに似合わず涙もろい。周りの冒険者に肩を叩かれて慰められていた。

「この私に勝ったのですから。つまりライラ様は、世界で一番強いということになります。ですので、必ず勝って、生きて帰ってきてください。それまでに私も強くなって、また貴女あなたに挑ませていただきますわ」

　ライラの手を握り、ゼシアは晴れやかに微ほほ笑えんだ。

　リリーアは、まっすぐクロムたちに向かうと、寂しげに微笑みながら語った。

「クロム様──貴方あなたにもう一度会うことができて、大変光栄でした。貴方はいつまでも、私の憧れであり、目標です。私も貴方のように、人を慈いつくしみ、守れる人間になれるよう精進致します。

　そしてライラさん、私は貴女に会えて、本当に良かったと思っています。ずっと待っておりますから──貴女は、貴女が追い続けていた願いを叶かなえて、きっと戻ってきてください……」

「おぉ……!?　リア様、泣いてるんじゃないか？」

「珍しい──と思ったっすけど、ここ最近は何だか涙もろい気がしますね。こないだも──痛てッ！」

「だまって!!」

　リリーアは従者の男を殴って黙らせた。相変わらず騒がしい連中だ。

　そしてリリーアは、眼に涙を浮かべながらライラの手を取ると、旅の安全を祈るようにギュッと握って笑った。

　クロムたちは集まった人々へ一通り挨拶を済ませ、静かに決意を改めながら、テンフォートの門を踏み出した。集まった人々は、二人の影が見えなくなるまでずっと、手を振り続けていた。











第七章　最さい期ごの旅






　テンフォートから西へ進むにつれて、荒野は徐々に、砂の多い砂漠へと変わっていった。乾いた風が砂を巻き上げ、二人のマントの外側をざらりと撫なでた。

　初めは強かった日差しも、西へ進むにつれて雲に遮られ始めた。今はほとんど陽の光が届かなくなり、肌寒さすら感じるようになっていた。異界の裂け目の近辺は、エーテルの影響なのか分厚い雲に覆われていることが多く、昼間でも夕方のように暗いのだ。

　砂漠には点々と、かつてこの地が平原だったころに存在していた町や村が、廃はい墟きょとして残っていた。その光景も、クロムが最初の旅で目にしたものと比べると、いくぶん風化して崩れているように思えた。そうしていずれは、全てが砂に還かえっていくのだろう。

　異界の裂け目が近づくにつれて、荒野には異形の魔物たち──原生種の姿が目につくようになってきた。クロムたちは極力戦闘を避けるために身を潜めて進んだ。

　魔物だらけの土地を延々と歩いていると、まるで自分たちが魔物たちの世界に迷い込んだ気分になる。異界の封印に失敗すれば、いずれはテンフォートの街や近隣の村も、この廃墟のようになるのだろう。

　クロムは嫌な想像をしてしまい、それを頭から追い払うため、傍かたわらで歩き続けるライラに目をやった。

　ライラはすっかり旅慣れた様子で、疲れた様子も見せずに淡々と歩いていた。彼女にとって、異界の裂け目までの旅路は初めてのものとなる。この魔物に占領された物もの哀がなしい廃墟は、彼女の目にはどう映っているのだろうか。




　日が沈み始めた頃、二人はキャンプを張ることにした。原形が比較的残っている砦とりでの廃墟を見つけ、その陰に簡易的な拠点を作った。夜は冷たく乾いた風が容赦なく体温を奪う。何かしら風かぜ除よけがある場所で休むほうが望ましい。

　焚たき火を囲みながら携行食で夕食を取り、明日のためにライラを休ませることにした。今日のところは特に強大な魔物に出くわすことはなかったが、明日以降はいよいよ異界の裂け目に近い危険域へ入る。そうなれば、もう安穏とキャンプを張って休むこともできなくなるだろう。まともに休めるのも、今夜が最後だ。

　ライラの細い体は冷えやすく、持ってきた毛布一枚ではまだ寒そうに見えた。クロムは自分の毛布も使うように差し出したが、ライラは首を振り、すこし恥ずかしそうに言葉を詰まらせながら言った。

「あの……代わりに、クロムさんのマントを……貸してほしいです」

　クロムは自分のマントを脱いでライラへ渡した。ライラはそれと自分の毛布を合わせて包くるまり、顔だけ出して丸まった。

　クロムは見張りのため横にはならず、毛布を纏まとって焚き火の前に腰を下ろした。

　ライラは横になりながら、眼を少し細めて焚き火を静かに眺めていた。瞳の光が焚き火に合わせて揺れていた。その胸中には未いまだ、整理しきれない複雑な思いが燻くすぶっているのだろう。

「……クロムさんは、姉さんたちとどういう風に旅をしたんですか」

　ライラは炎を見つめて微睡まどろみながら、独り言のように呟いた。

　クロムは夜空を見上げながら、自分の最初の旅を思い返した。

「最初の旅では、シオンたちが居てくれたから、ほとんどいつもの冒険と変わらない気持ちで旅をしていたな。いつも通りに冒険をして、いつも通りに皆で帰れると信じていた。今にして思えば、それは単なる現実逃避のための盲信だったのかもしれない」

　あの頃の自分は、仲間がいなければ何もできず、独りでは生きていけないと思っていた。そんな心の弱さがあったから、自分でも勇者らしいところなど何もないと思っていた。

「あのときも戦いの前夜に、シオンとこうして焚き火を囲んで話したな。俺があまりに不安がって頼りないから、シオンはしきりに励まそうとして、戦いが終わったら何をしたいかとか、そんな明るい話をしてくれた。

　戦いが終わったら、俺とシオンとライラの三人で、どこかへ遊びに行こうという約束もした。シオンは、ハイネ村の温泉に行ってみたかったらしいな」

　それが叶ったなら、どれだけ幸せだっただろう。ライラは揺れる焚き火を見つめながら、温かい夢想に口元を緩めた。

　だが、それはもう、決して叶わない夢だ。

「最後の戦いでも、シオンは俺を守るため必死に戦ってくれた。エーテルに侵されて、今にも自分が自分でなくなりそうな苦痛や恐怖に襲われながらも、俺にそれを悟らせないようひた隠しにして。

　最期は、自分の手で──自分の剣で片をつけた。本当に、シオンは──おまえの姉は強い人だった」

　シオンはクロムに「自分のために生きろ」と言った。しかし今にして思えば、それはシオンにこそ言うべき言葉だった。最後の最後まで、彼女は自分の苦しみも望みもひた隠しにして、一人ですべて片付けて逝ってしまった。

「仲間たちの死と引き換えに王宮へ戻ったとき、俺はもう世界に価値を感じることができなくなっていた。仲間がいない世界で生きてもしょうがないと思っていた。

　だから王や民衆の前でも、勇者らしく立派な立ち振る舞いをする余裕が無かった。自暴自棄な自己嫌けん悪おに甘えて悪態をつく様は、今思えば我わが儘ままでタチの悪い餓鬼でしかなかった」

「でもっ──それは、大切な人を失ったら、誰でも悲しいです……」

　ライラは思わず、過去のクロムを庇かばうように言った。当時のクロムの痛ましい様子は、ライラが一番側で見てきたのだ。誰より仲間を大切に想おもうゆえに、深く傷ついてしまった彼を。

　そしてその想いは──クロムを失うことを恐れている今の自分とも重なって思えた。

「確かに、悲しむことは当然で、それで塞ぎ込んでしまうのも仕方ない場合はあるだろう。だが、勇者にそれは許されない。勇者が背負っている責任というものは、個人の感傷なんかよりもずっと重いものなんだ」

　ライラがなおも納得できないような顔をしていたので、クロムは説明を加えた。

「例えばもし、誰も勇者へ憧れや敬意を持たなくなったとしたら、この世界はどうなると思う？」

　クロムはライラの想像を促すように言った。

「勇者というのは、言ってしまえば人柱だ。世界や大勢の人々を救うために、自分の命を捨てる者。たとえその世界に愛する人がいたとして、それを自分の力で守ったとしても、死んでしまっては二度と会うこともできない。そんな役目、普通なら誰も担にないたがらないだろう。

　だから、勇者というものは栄誉であり崇拝される存在でなければならない。この世界に暮らす者にとっての憧れでなければならない。

　しかし当時の俺の態度は、王家が先祖代々で必死に積み上げてきた勇者というイメージを崩しかねなかった。だから王は、仮にその心中では俺に同情していたとしても、勇者という偶像を崩す存在として、俺を正しい勇者と認めることはできなかった。

　俺の行いは、たとえ直接的でないにしても、王やその父、王家が先祖代々守り抜いてきた国と世界を壊しかねないものだったから」

　クロムは淡々と語った。

「クロムさんは……優しいですね」

　ライラは静かに目を閉じて呟つぶやいた。

「自分を悪く言う人の気持ちを、そんなに真剣に考えられる人、いないです。やっぱり、クロムさんは優しいです」

　そう言ってライラは、毛布とマントを口元まで手繰り寄せた。そして間もなく、規則的な寝息が小さく聞こえてきた。

　クロムはその寝顔を眺めながら思った。今自分が話した勇者の責任は、ライラがこれから、その小さな身に背負っていくものだ。その荷はあまりに重く、まだ幼さを残すライラには酷なものだろう。

　昨晩、ライラが眠れずに、毛布の奥で声を押し殺して泣いていたことを、クロムは知っていた。今朝、目元が腫れていたのは、そのせいだろう。

「…………」

　クロムはそっとライラの髪を撫でた。ライラは眠りながらも、幸せそうに微ほほ笑えんだ。




　朝、目が覚めると、焼きたてのパンの香りが鼻をくすぐった。

「ライラ、いつまで寝てるの！　早く起きないと、出かけられなくなっちゃうよ！」

「今日は、おまえが欲しがっていた本を買いに行くんだろう」

　大好きな二人の声が、ライラをベッドの誘惑から連れ出してくれた。

　声に導かれるようにして、暖かな朝日の差し込む居間へと向かう。

　起き出してきたライラを見て、姉は「しょうがないなぁ」とため息をつき、寝癖を直そうと髪をとかしてくれた。ライラの髪は少し癖っ毛で、よくブラシが引っかかってしまう。しかし姉は、それを丁寧にほぐしながら、優しく髪を整えてくれた。

「あれ……お姉ちゃん……いつ、帰ってきたの？」

　ふと不思議に思って、ライラは問いかけた。

「うん……？　何を言ってるの？　ずっと一緒でしょ。これまでも、これからも」

　そうだっただろうか？　姉はずっと前に、どこか遠いところへ行ってしまった気がしていたが。

　ライラはどこか違和感を覚えて、クロムの顔を窺うかがった。

「そうだな。まだ寝ぼけているんじゃないか？」

　クロムも不思議そうな顔で、ライラを眺めていた。

　二人の平穏そのものの様子を見て、ライラは自分の懸け念ねんを、ただの思い過ごしとして片付けようとした。もっとも信頼する二人が言うのだから、きっと間違いない。この胸に残る切なさは、きっと何か悲しい夢を見た名残なごりだろう。

　しかし、ライラはふと気がついた。

　シオンはクロムと同い年で、十一歳も年上の姉である。しかし、それにしては姉の姿は若すぎた──まるで、最後に会ったときの姿の再現だ。

　一方、自分は成長していて、背丈も姉に並ぶほどだ。まるで同い年の双子にでもなったかのように。

　あぁ、これは夢なのだ。もう一生見ることのできない、幻の光景。

「……ライラ、泣いているの？」

　シオンが心配そうに、ライラの顔を覗のぞき込んだ。

　夢の中でくらい、幸せでいられれば良かった。夢であると、気がつかなければ良かった。

　しかし、一度気がついてしまうと、その温かな幻想は朝あさ靄もやのように儚はかなく消え始めた。暖かな朝日も、焼きたてのパンの香りも、冷たく乾いた荒野の風へと置き換わっていく。

　まもなく、本当に目が覚めて、現実が自分を迎えるだろう。

　クロムと別れる日──一緒に居られる最後の朝という現実が。










　翌日、クロムたちはついに異界の裂け目が存在する都市の廃はい墟きょに辿り着いた。

　空は不吉の象徴のような、暗く分厚い雲で覆われていた。時間的には昼間のはずなのに、まるで夕方のように薄暗い。

　この都市は、異界の厄災が起こる以前は、平原の国々で最も巨大な国家の首都だった場所だ。石造りの城壁に囲まれた城塞都市の広さは、テンフォートの倍近くある。

　周辺には凶悪な原生種の魔物が徘はい徊かいしていた。動物が素もとになっている変異種の魔物とは違い、もともと異界の住人だった原生種の魔物は、いずれもこの世のものとは思えない異形の姿をしている。そんな異形が徘徊する城塞都市の周辺は、まさに《異界》だ。

　これほどの数の魔物を相手にはできないし、ライラに使わせる力も最少限に抑えたかった。したがってクロムたちは、細心の注意を払って身を潜めながら、城壁の損傷が激しい箇所を見つけて内側へと侵入した。

　城壁の内側は、より一層の地獄と化していた。魔物たちはまるで街本来の住人であるかのように、道や廃墟の中にひしめいていた。

　クロムは、自分が訪れた過去二回と比較して、圧倒的に魔物の数が増えていることに気がついた。異界の封印が解けてから、時間が経たち過ぎていたのだろうか……？　いや、勇者の選抜は概おおむね例年通りに進んでいたはずだ。数日のズレはあるかもしれないが、これほど大きな差が出るとは考えにくい。

　クロムは胸騒ぎを感じつつも、魔物に見つからないよう建物の上を渡って、異界の裂け目がある場所──王城の御前闘技場を目指した。




　闘技場は、王城のお膝下に建てられている。かつて街が健在だったころは、ここに腕自慢の戦士が集って己の武勇を競い合ったという。

　そんな闘技場も今や、異界の裂け目を守護する強大な魔物《ガーディアン》との決戦の場に変わって久しい。戦いの終着点としては、出来過ぎな舞台である。

　闘技場の中央には、大きな目玉を縦にしたような形の、異界の裂け目がある。あれを見るのもクロムにしてみれば三回目となるが、その異様さは見慣れることがない。

「──あれが、ガーディアン……」

　異界の裂け目の前に待ち構える異形の魔物を見据えつつ、ライラが息を吞のんで呟いた。

　ガーディアンは相変わらず、巨大なイソギンチャクのような頭部に生える触手を、不気味にうごめかせていた。未いまだクロムたちの気配には気がついていないようで、闘技場の中心に呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

「…………」

　その姿を、クロムは注意深く窺った。

　基本的な形状は、以前にクロムが戦ったときと変わりないようだ。しかしよく見ると、その掌てのひらや背には、以前には存在しなかった口のような器官が出来ていた。それは時折何かを咀そ嚼しゃくするようにうごめいて、不気味さを放っていた。

（……ガーディアンの姿まで、以前とは変わっている）

　クロムは内心で不安を抱いた。少なくとも過去二回のときには、掌や背に口のような器官は存在していなかった。ガーディアンも回を経るごとに進化しているのかもしれない。そうであれば、あの口のような器官は、やつをより強くする何らかの機能を有していることになる。

　クロムはこのことをライラへ伝えつつ、今一度作戦の確認をした。

「ライラ。手はず通り、まず俺がやつを引きつけて隙を作るから、おまえは背後からやつの心臓を狙え。

　だが……俺が以前戦ったときとは様子が違う。あの掌と背にある口のようなもの、あれは以前には無かったものだ。何かしらの攻撃に用いるものかもしれない。特に背後のやつは、攻撃するときに近づかざるを得ないから、細心の注意を払え」

　ライラはガーディアンの姿を確認し、不安を押し殺しながらも真剣な面持ちで頷うなずいた。そしてクロムの指示通り背後から強襲すべく、闘技場の観客席に隠れながら、クロムと反対側の位置へ移動した。

　ライラが無事移動したのを確認して、クロムは身を隠していた観客席から乗り出して、ガーディアン目掛けて突撃した。

　ガーディアンはクロムに気がつくと、すぐさま大きく息を吸い込んで──毒霧のようなブレスを吐き出した。

　かつて、クロムの仲間たちを魔物へと変えた凶悪な攻撃──しかし、生物ですらないクロムには無意味だった。

「……あいかわらず、悪趣味な攻撃だ」

　クロムは冷たく言い放ち、距離を詰めながら、心の底で溶岩のように滾たぎる殺気を高めた。赤あか錆さび色の眼めが鋭く研ぎ澄まされ、剣を握る腕がたちまち赤黒い霧へと化した。

　ガーディアンに眼があるのかも分からないが、生物としての第六感で殺気を感じ取ったのか、ガーディアンはクロムに恐怖するように一歩後ずさり、身を守るように腕を交差させた。

　クロムは構わずに、渾こん身しんの力と殺気を込めた剣を振り下ろした。

「──せやぁぁあああ！」

　ズバァァアアン──ッ！

　剣がガーディアンの肉と骨を切り裂き、どす黒い血しぶきが噴き上がった。そこから赤黒い血の炎が燃え広がり、腕全体を覆い尽くしていく。

　それと同時にライラが観客席から飛び出し、ガーディアンの背から心臓を一突きにしようと疾駆した。ガーディアンはイソギンチャクのような頭を上にもたげ、最初にブレスを放ったときのように大きく息を吸い込んだ。

　クロムは嫌な予感がした。ガーディアンは魔物とはいえ、少なくともサイクロプス程度の知能はありそうなものだ。いちどクロムに通用しなかったブレス攻撃を、再びライラに放つだろうか。ましてや、今やつはライラに背を向けていて、たとえすぐに振り向いても攻撃は間に合いそうにない。

　クロムは、ガーディアンの背にあった口のような器官を思い出す。あれは背中からの攻撃へ対処するために据え付けられた武装かもしれない。そうであれば、今無防備に突撃するのは危険だ。

「ライラっ！　横に跳べ──！」

　クロムは叫んだ。一瞬あとに、ガーディアンの背にある口のような器官から、赤い光の粒子が火山噴火のごとく噴出された。

　ライラはクロムが叫ぶのとほぼ同時に横へ飛び退のいた。噴出された光はかろうじてかわしたが、その粒子が帯びていた強烈な熱の余波までは避けきれなかった。神霊の加護が発動し、光の粒子がライラの半身を覆うように舞い散った。

　クロムの攻撃で燃え移った血の炎はいつのまにか消え、与えた傷もみるみるうちに治癒していった。どうやら高濃度のエーテルを吸収することで、自己修復力を高めているらしい。持久戦になるほど、こちらが不利だ。

　とはいえ、背中からあんな攻撃をされてしまうと、ライラが背後から近づくのも危険だ。なんとかして、あの高温ブレス攻撃を防がなければならない。

「ライラ！　俺がもう一度隙を作る。今度は背中のブレスも止めてみせるから、俺を信じて突っ込め！」

　クロムが指示すると、ライラは何も言わずに頷いた。

　クロムは懐ふところの小袋から、ヒイラギの葉──炎の魔術の触媒を取り出して握った。ガーディアンの重く太い腕が、クロムを薙なぎ払おうと振り抜かれる。クロムはそれを跳躍してかわしながら詠唱した──

「其そは叡えい智ちにして力。灼しゃく熱ねつのその身をもって、仇あだなすものを灰へと還かえせ──」

　魔術と血の力、二つの炎が渦巻くようにしてクロムの剣を覆った。明暗二つの炎を纏まとった一いっ閃せんが、ガーディアンの胴体を暴れ狂うように抉えぐった。

　同時に、再びライラがガーディアンの背中目掛けて疾駆する。それに応じて、ガーディアンも再び頭を上にもたげて大きくエーテルを吸い込み始めた。

「──させるかぁッ!!」

　クロムは先程の一撃で振り下ろしたばかりの剣を腰だめに構え、そのままガーディアンの身体を壁のように蹴って駆け上がった。そうしてその喉元に、未だ炎を纏い続ける剣を突き刺した。

　──ゴオォォオオオオオッ！

　二種類の炎が絡からまり合いながら渦巻き、剣を突き刺した部分からガーディアンの喉を焼いた。エーテルの給気口を焼き潰されたガーディアンは、熱粒子に変換しかけていたエーテルを咳せき込むように吐き出した。

　その十分すぎる隙を、ライラは決して逃さなかった。

　剣先を前面に構え、疾走の勢いをそのままにガーディアンの背中──そこにある心臓を目掛けて跳躍した。前面に構えた聖剣が蒼あおき閃せん光こう──勇者の証あかしたる光を纏って、舞い散るエーテルの熱粒子を搔かき散らしながら一筋の軌跡を描いて飛ひ翔しょうした。

「せやぁぁぁああああっ──!!」

　刀身に渦巻く光──異界の者を跡形もなく葬ほうむる勇者の威光を纏わせた、渾身の突きがガーディアンの背に突き刺さり──そしてどす黒い血しぶきを撒まき散らしながら貫通した。ガーディアンの心臓は、強烈な蒼き光の渦に巻き込まれて、かけらも残さずに焼失した。
















　一拍置いてガーディアンは膝をつくと、間もなく泥人形のように崩れ去った。あとには、血のように赤い灰の山だけが残った。

「ハァ……ハァ……」

　クロムは急激な生命力の消耗の反動で、全身から力が抜けて膝を突いた。

「クロムさんっ──！」

　ライラが駆け寄ろうとするが、クロムは手を上げて制した。

「先に……異界の裂け目を封印しろ」

　ライラは、すぐにでもクロムに駆け寄りたい気持ちを抑えて、異界の裂け目に正面から向き合った。眼を閉じて、聖剣の内に宿る神霊に呼びかけた。

（神霊。その力でいまこそ異界の裂け目を──）

　──そのとき、クロムの眼が信じがたい光景を捉えた。

　異界の裂け目から、今倒したガーディアンの倍以上もある、巨大な腕が伸びてきたのだ。その巨大さは、エーテルによる光の屈折が見せた錯覚かとも思えたが、それにしてはあまりにはっきりと実体感を伴っていた。

　腕がライラを薙ぎ払おうと迫る。ライラは集中していて気がついていない。

（頼む、動いてくれ──ッ!!）

　クロムは、すでに力を失いかけた我が身に鞭むち打うち、なけなしの生命力を強引に引き出して跳んだ。そしてライラを庇かばうように覆いかぶさりながら、迫りくる巨腕を剣でなんとか受け流した。しかし──

「がぁぁあああッ！」

　──すでに生命力が尽きかけていた身体からだが限界を迎え、腕が根本から折れて吹き飛んだ。切断面から、赤黒い血の炎が噴き出す。猛烈な痛みが、クロムの意識を閉ざそうとしていた。

「クロムさんっ──！　うあぁぁああアアア!!」

　クロムの悲痛にまみれた叫びを耳にして、ライラの心が怒りと焦あせりに染まった。それに呼応するかのように、赤黒い血の炎が彼女の身体より湧き出した。

（まずい！　やめろライラッ──これ以上、生命力を使いすぎるな!!）

　クロムは手放しかけた意識を、ライラを止めなければという一心でなんとか繫つなぎ止めた。そして残ったほうの腕で精一杯に力を込めてライラを抱きしめながら叫んだ。

「やめろライラッ！　力に喰くい殺されるぞ！」

　クロムの声を聞いて我に返ったライラは、なんとか冷静さを取り戻して力を抑えた。

「一旦引くぞ！」

　クロムは叫ぶと、なけなしの力を振り絞って走った。一度だけ振り向くと、異界の裂け目からは二本目の巨腕も伸びてきて、両腕が裂け目を押し広げようとしているのが見えた。腕だけであのサイズなら、全身はどれほど大きいのだろうか……。クロムは戦慄しつつ、闘技場を後にした。




　クロムたちは闘技場を逃れ、崩れかけた民家の跡に身を潜めた。

　クロムはなんとか一時的な安全を確保したところで、とうとう力尽き、転がり込むように倒れた。

「クロムさん、しっかりしてくださいっ──！」

　ライラは泣き出しそうな顔で、何度もクロムの名前を呼んだ。しかしクロムは熱にうなされたように朦もう朧ろうとしており、ライラの声もどこか遠くに聞こえるようだった。

　ライラは荷物から包帯と消毒薬を取り出し、クロムの腕が切断された箇所の応急処置をした。本来ならすぐに血の霧が集まって再生するはずの傷は、赤黒く凝り固まって結晶化していた。

　治療のために、クロムの上半身から衣類を脱がしたところ、すでに他の場所も古傷から広がるようにして結晶化が始まっていた。さらに、胸の中心から赤いひび割れが全身に広がっており、今にも身体が崩れて消えてしまいそうに見えた。

　もう本当に、クロムの命は残り僅かなのだと思い知らされて、ライラは泣き出したいのを必死に堪えた。

　ライラは荷物の中から強壮剤を取り出して、なんとかクロムに飲ませた。

　しばらくすると応急処置が効いたのか、クロムの意識は徐々に鮮明になってきた。

「クロムさんっ──!!　だいじょうぶですか!?」

　ライラは相変わらず泣きそうな顔で、クロムの顔を覗のぞき込んでいた。クロムは妙に重く感じる片腕をなんとか持ち上げ、ライラを安心させようとその頭を撫なでた。

「心配するな……俺は、まだ死なない……」

　死ぬわけにはいかない──ライラを生きて返すまでは。

　クロムは力を振り絞って身体を起こし、瓦が礫れきの隙間から外を窺った。

　外には相変わらず、おびただしい数の魔物がひしめいていた。ガーディアンとの戦いの気配を感じ取ったのか、他の魔物たちも興奮して活発になっている気がした。ここに隠れ続けられる時間も、そう長くはなさそうだ。

　クロムは残った血と生命力を脳に集中させて、必死に策を考えた。

　あの巨大な化け物を倒すにはどうすればいい。そもそもクロムたちは、異界の裂け目から現れた腕を見ただけであって、まだあれの全貌を確認していない。

　仮に、先程倒したガーディアンと同じ種類の魔物が巨大化したものであれば、ライラがこれまで温存してきた生命力を出し切って、倒せるかどうかといったところだろう。だが、それでは意味がない。少なくともクロムにとって、ライラを失うのと世界が滅びるのは、ほとんど同義で敗北を意味する。何か別の策を考えねば……。

　しかし、すでにクロムは片腕を失って満まん身しん創そう痍いだ。もはや戦闘でライラを助けることも難しい。クロムは残った方の腕を悔しそうに眺めた。

　ふと、その腕に見慣れた腕輪が無いことに気がついた。そういえば、ミレーナに形見として渡したのだったか。切れ者の彼女なら、この状況をどうにかする策も思いついたのだろうか。

（──相手が強力な魔物であるほど、強力な猛毒となるわけさ）

　ミレーナのことを思い浮かべた瞬間、祝勝会でミレーナから受け取った薬──エーテル抗薬の存在を思い出した。

　確かその効能は、エーテルの作用を抑えること。人間であればエーテルの影響を抑える薬となり、魔物には命の源たるエーテルの作用を抑える毒となる。そしてその毒は、相手が大量にエーテルを必要とする強力な魔物であるほど効果的となる──！

　クロムは荷物の中から、ミレーナに渡された赤いポーションを取り出した。これならあるいは、ライラの命を削らずにやつを倒せるかもしれない。

　クロムは最後の切り札を握りしめ、作戦を練り始めた。










　クロムたちは再び、闘技場の観客席から様子を窺うかがった。

　例の巨大な魔物は、いまやその全身を異界の裂け目から現して、闘技場の中心で不気味に静止していた。

　その姿形は概おおむね、先程倒したガーディアンと同じだ。頭にはイソギンチャクのような触手があり、身体は巨大な人間のように二本ずつ手足を持っていた。

　ただ異なるのは、先程のガーディアンが両掌てのひらと背に持っていた口のような器官──それが全身に広がるように点在していた。あの全てから濃縮されたエーテルの熱粒子を放射できるとすれば、回避は不可能だ。放射される前に勝負をつけるしかない。

　クロムの考えた作戦は極めてシンプルだ。

　クロムがガーディアンを引きつけて、エーテルの吸入を促す。その瞬間に、ライラがガーディアンの口に向かってエーテル抗薬を投げ込む、それだけだ。

　問題は、すでに死にかけのクロムが、どれだけ敵を引きつけられるか……。

　クロムは最後の力を振り絞り、再び己の身体を血の炎へと変えようとした。しかし──

「──ガハッ……！」

「クロムさんっ──！」

　膝を突きかけたクロムを、ライラが慌てて支えた。クロムは、もはや生命力を振り絞るだけで、身体がバキバキと悲鳴を上げて朽ちゆくのが分かった。それでもクロムは、力を振り絞ることをやめなかった。

　激しい痛みを伴いつつ、壊れかけの身体がその消滅と引き換えに、最後の力を振り絞った。全身の感覚はとうに失われ、身体の芯は冷え切っていたが、クロムはもはや気にならなかった。

　クロムの眼めはかつてないほどに鋭く研ぎ澄まされ、赤あか錆さび色の瞳がギラリと光を放った。それは──死を覚悟で敵に抗あらがう、追い詰められた獣のような殺意を放っていた。

　その瞳すらも血の炎へと変わり、今やクロムの全身は──赤黒い炎を纏まとう骸骨の戦士と化していた。それはおとぎ話にでてくる、生ける屍しかばね──死してなお戦い続ける戦士そのものだった。

　クロムは勢いよく地を蹴り、先程の戦いで吹き飛ばされた自分の腕──それが握っていた剣を拾い上げた。そのまままっすぐ敵の正面を駆ける。

　巨大な魔物は、クロムを押しつぶそうと腕を振り下ろした。しかしクロムはそれを横に飛び退のいてかわすと、そのまま魔物の足元へ飛び込んだ。

　クロムを踏み潰そうと、魔物が片足を上げた。クロムは剣に渾こん身しんの力を込める。

（この一撃で、俺の生きてきた人生──その全ての意味が決まる）

　クロムは大きく息を吸い込んだ。その空気が、胸の内にある様々な感情や記憶、そして血と混ざり合い、燃えながら身体に力を満たしていくのを感じていた。

「──せやぁぁあああアアアア──!!」

　クロムは苛烈な咆ほう哮こうを上げて剣を振り抜いた。音速を超えて振り抜かれた剣が空気を切り裂き、空間に巨大な衝撃波が生まれた。それは血の炎を伴いながら広がり、地獄の業ごう火かのように押し寄せて、魔物が地につけていたほうの脚を跡形もなく消し飛ばした。

　支えを失った魔物が、地響きと唸うなり声を上げて崩れ落ちる。しかし魔物は片脚を失っても怯ひるむことなく、腕を支えにして上半身を持ち上げると、巨大な頭を上にもたげた。

「今だ、ライラッ──!!」

　クロムは掠かすれかけの声を上げて叫んだ。間髪入れずに、観客席に身を隠していたライラが駆け出した。音もなく超高速で闘技場を走る姿は、まるで銀色の風になったようだ。

　魔物は口を上空へ向けて大きく開き、エーテルの吸入を始めた。吸い込まれたエーテルが渦を巻き始め、赤紫色の竜巻が生まれた。その光景はまるで、この世の終わりをもたらす厄災そのものだ。

　ライラは闘技場にそびえ立つ魔物の腕を駆け上がり、竜巻の根本を目指した。竜巻はますます勢いを増して、崩れかけた王城跡の瓦礫をも巻き込んでいく。

　ライラは魔物の肩を蹴り、竜巻の勢いに乗じて高く飛び上がった。その小さく軽い身体が、竜巻の根本に吸い込まれそうになる。

「──これでっ──!!　終わり───!!」

　ライラはその竜巻の中心目掛けて、手に握りしめていた赤色のポーション──エーテル抗薬を投げ込んだ。それは吸い込まれるようにして魔物の口内へと入っていった。

　異物の混入を察知したのか、魔物の口が閉ざされた。たちまち、上空に渦巻いていた竜巻が勢いをなくして霧散した。

　魔物はまるで石像になったかのように静止した。その隙を見計らって、ライラは魔物の身体を伝って地面に下り、力を使い果たして地面に伏せていたクロムを抱えて魔物から離れた。

　数秒の不気味な静寂が流れた──突然、魔物の全身に点在していた口のような器官が咳せき込むようにして、赤色に光る粒子を吐き出し始めた。その噴出孔から、光が次第に身体からだへと燃え広がっていく。そうして、自ら作り出した熱粒子に身体を焼かれ、巨体がみるみる内に崩れていった。

　おそらく、エーテル抗薬によって、身体がエーテルを制御する機能を失い、中ちゅう途と半はん端ぱに変換された大量のエーテルのエネルギーが巨体を中から焼いているのだろう。

　やがて魔物の巨体は跡形もなく燃え尽き、あとには灰も残らなかった。クロムはライラに支えられたまま、離れたところで朦朧としてそれを眺めていた。




「クロムさん……クロムさんっ──！」

　ライラがクロムの身体に縋すがり付いて、必死に呼びかけていた。

　クロムの身体は再び人の形に戻ってはいるものの、既に大部分が赤黒い結晶と化していて、ほとんど動かすことはできなかった。クロムは辛かろうじて動く腕を持ち上げて、愛おしむようにライラの頰に触れながら言った。

「……勇者の……責任を、果たしてこい」

　ライラは涙を堪こらえた顔で頷うなずくと、クロムをそっと地面に寝かせて駆け出した。

（神霊。その力でいまこそ異界の裂け目を封印せよ──！）

　ライラは眼を閉じて、聖剣の内に宿る神霊へと語りかける。すると聖剣の刀身がひときわ眩まばゆい光を放った。

　ライラはそれを携えると、異界の裂け目に向かって疾駆した。

「せやぁぁああああ──ッ!!」

　横薙なぎに聖剣を振るうと、三日月のような光る斬撃が飛ひ翔しょうし、異界の裂け目を斬り裂いた。両断された異界の裂け目は、やがて蜃しん気き楼ろうのように存在感を薄めて消滅した。

　それを見計らったかのように、上空を覆っていた分厚い雲に切れ間ができた。その隙間から、沈み始めた太陽が琥こ珀はく色の光で闘技場を照らした。

　ライラは、そんな神秘的な光景もまるで目に入らないようで、すぐにクロムの許もとへと駆け寄ってきた。クロムは仰向けで空を見上げたまま、自分がやっと全てを成し遂げたのだという実感に、ただただ安あん堵どしていた。

「ライラ、良くやった……もう本当に、立派な勇者だな……」

　クロムはライラの、今にも泣き出しそうな顔に向けて微ほほ笑えんだ。

　ライラは、必死に涙を堪えて笑顔を作った。これがクロムと過ごせる最後の瞬間なのだ。クロムが自分を立派と褒めてくれるなら、最後まで勇者らしく、立派に胸を張って見送ろうと思った。

「クロムさん……」

　ライラが掠れる声を振り絞った。

「クロムさん……わたし、もう剣も立派に振れるようになりました」

　ライラは声の震えを懸命に隠して言った。

「魔術も使えるようになりました。勇気も、出せるようになりました」

　クロムはライラの言葉を聞きながら、彼女と過ごした日々の記憶を思い返した。

　元々は、姉であるシオンの後ろに隠れてばかりいる、怖がりな少女だった。クロムに戦いを教わり始めたときも、最初はろくに剣も握れない、か弱き少女だった。

　それがよく、これほど強く立派になったものだと思う。

「料理も勉強しましたし、家事もぜんぶ一人でできるようになりました」

　クロムが蘇よみがえってからというもの、ライラは甲か斐い甲が斐いしくクロムの身の回りの世話をしてくれた。思えばあれも、もう自分が立派に成長し、独りで生きていけるのだと示して、クロムが安心して逝ゆけるようにしたかったのだろう。

「クロムさんのお陰で、わたしは……わたしはっ、独りでも……生きられるように──」

　無理に作った笑顔から、大粒の涙がこぼれ落ちてクロムの頰を濡ぬらした。そこから決壊するように、たちまち堪えきれなかった嗚お咽えつが漏れ出す。

「──やっぱり……だめです……」

　一度漏れた嗚咽は、支えを失ってボロボロと止めどなくこぼれ落ちた。

「クロム……にいさん、おねがい……しなないで。……わたしを、ひとりにしないで──っ！　ずっと、そばにいて……おねがい……」

　ライラの涙で濡れた頰を、クロムはそっと撫なでた。必死にしがみついて泣く姿は、かつて故郷が魔物に襲われた際に、彼女を木のウロから救い出したときを想おもい起こさせた。

　ライラの頰に触れた手から、温かい体温が、冷え切った自分の身体にまで染しみ込んでくる。

「俺も……ずっと、おまえと居たかったな……」

　クロムは優しく微笑んで、ずっと秘めていた胸の内を語った。

「おまえと一緒に、たくさん旅をして、世界の素晴らしいところを探して回りたかった。これからも……おまえが成長していく姿を、ずっと側そばで見ていたかった」

　ライラはクロムの胸に顔を押し当てて泣き叫んだ。クロムは残った腕でその頭を抱きかかえると、黄昏たそがれの光を反射する白髪を優しく撫でた。

　クロムは思う。世界に価値を感じられず、人生の大半を無気力に生きてきた自分に、最後の最後になって、まだ消えたくないと思うほどの未練が生まれるなんて。やっぱり世界はどうしようもなく、残酷だと。

　それでも今は、ライラが生きていてくれる、それだけで世界に希望が満たされているように思えた。だから、せめてこの子がこれからも強く生きていけるように、クロムは最後の言葉を紡つむいだ。

「残念ながら、もうお別れだ……。でも心配するな。俺が仲間を失った絶望の中で、おまえに救われたように。いつかおまえにも、生きていて良かったと思える瞬間が必ず来る。

　おまえのお陰で俺は、自分が救った世界に、初めて価値を見いだせたんだ。あれほど世界に絶望し悲観していた俺が、これほど世界を素晴らしいと思えるなんて、奇跡なんだよ。

　きっと世界には、まだまだ奇跡が潜んでいる。いつかおまえもそんな奇跡に出会い、自分の生きる意味を見つけるときが来るだろう」

　クロムは、なおも泣き続けるライラを宥なだめながら、ふとその傍かたわらに横たわる聖剣を見た。

「それに──俺は消えるわけじゃない。どうも勇者というのは、死んだ後も役目があるようでな」

　クロムは努めて明るく、冗談めかして言いながら、聖剣の刀身をこつりと叩たたいた。自分が蘇る直前に見た、死者の魂が集まる場所。きっと死んだ後は、クロムの魂もあそこに戻って、神霊と共に世界を見守っていくのだろう。

「俺はこれからも、姿は無くてもおまえと共にある。言葉は交わせなくとも、ずっとおまえが生きてゆく様子を見守っている。

　だから生き抜いてくれ。そうして沢山の奇跡に出会ったのちに、いつかこちらへ来たなら、その土産話を聞かせてくれ」

　クロムの身体が、灰になって崩れ始める。粉となり、そして光へ溶けるように消えていく。クロムは身体が消えきる前に、笑顔で言った。

「ライラ──俺と共に居てくれて、ありがとう。ずっと俺のために戦ってくれて、ありがとう。……いずれまた会おう──」

　そしてクロムの身体は、跡形もなく消えていった。

　残されたマントを抱きしめて、ライラはいつまでも泣き叫んだ。











エピローグ　ほんとうの勇者






　ライラは、王宮区の外れにある霊園から、荒野の景色を眺めていた。

　この霊園は、歴代の勇者の霊を祀まつるために建てられたものだ。立派な大理石の墓石がいくつも立ち並んでいるが、その中のほとんどは空洞らしい。勇者として戦いに挑んだ者の多くは、そのまま二度と帰らないからだ。

　立ち並ぶ墓石の内、一番新しいものには「クロム・ウルクス」と名が刻まれていた。ライラはその名前を見るたびに涙がこぼれそうになるので、目線を眼下に広がる景色へ逸そらした。この墓の前では、もう涙を見せたくなかった。

　クロムの墓石が建てられてからというもの、ライラは毎日のようにここへ通っていた。心の中心に虚むなしく空いた空洞が、ここにいる間は満たされるような気がしたから。

　一度目にクロムを失った時は、自責の念と勇者への執着が身体を動かしてくれたから、落ち込んでいる暇は無かった。しかし今のライラは、成すべき目標も達成してしまったので、否いやが応おうでも空虚な心と向かい合うしかなかった。

「……クロムさん、ごめんなさい。……わたし、ぜんぜん強くなれてなかったです」

　ライラは俯うつむいて、ぽつりと言葉を漏らした。乾いた風が白髪をゆらりと撫でた。

　日は既に傾き始め、ライラとクロムが旅した荒野の空を赤く染めていた。あの日の沈んでいく方角の先に、自分たちが死闘を繰り広げた場所が今もあるはずだ。

　しかし、人々を取り巻く日常はすっかり平穏に染まってしまい、まるであの戦いの日々は夢だったかのように思われた。

　それは本当なら喜ぶべきことなのに、ライラの心はなぜか切なく締め付けられた。

　……本当に、このままだと自分は駄目になってしまいそうだ。このままこの断崖から飛び降りて、今すぐクロムのいる場所に行きたいとすら思ってしまう。しかしそれでは、クロムが最後に告げた言葉に背いてしまう。

（──だから生き抜いてくれ。そうして沢山の奇跡に出会ったのちに、いつかこちらへ来たなら、その土産話を聞かせてくれ）

　クロムは最さい期ごにそう言った。

　まだ、自分の生きる意味──それを教えてくれる奇跡には出会えていないけれど、ライラは一旦、クロムと別れてから今日までにあった出来事を報告しようと思った。

「クロムさん。わたしが街に戻ってからも、色々なことがあったんですよ」

　ライラは、ぽつりぽつりと語りだした。




　ライラは戦いを終えたあと、傷つき疲れた身体を引きずるようにして、なんとか街へ帰ろうとした。しかし心身ともに力を使い尽くしたライラは、その道の途中で倒れてしまったらしい。

　そして気がつくと、ライラは馬車の荷台に寝かされていた。

　エーテル濃度の低下を観測することで、ライラたちの勝利をいち早く検知したミレーナが、ギルドへ依頼して迎えの者を派遣してくれたらしい。そして運良く、荒野の真ん中で倒れていたライラを発見して保護してくれたようだ。

　馬車に揺られて街へ戻ると、盛大な歓声がライラを迎えた。街の多くの人々が、勇者の帰還と平和の到来を祝った。

「勇者の勝利に祝福を！」「おめでとう！」「平和をありがとう！」

　心から喜ぶ人々の顔を見るほど、逆にライラの心は陰りを帯びていくようだった。自分は大切な人を失って死にたいほど悲しいのに、なぜ人々はこんなに幸せそうなのだろうか──そう考えてしまった。

　しかし「勇者は立派でなくてはならない」というクロムの教えがあったから、ライラは精一杯に作り笑顔で応じた。

　そんなライラの必死に取り繕った姿は、彼女を良く知る者から見れば痛ましい限りだった。だから彼らは、決して「おめでとう」とも「ありがとう」とも言わずに、ただ「おかえり」と言ってライラを迎えた。

　それからというもの、周りの者、特にミレーナやリリーアが甲斐甲斐しくライラの世話を焼いてくれた。ライラがクロムから引き継いだ家を毎日のように訪ね、温かい食事などを持ってきてくれた。まるで放っておけば、ライラがどこかへ行ってしまうのではないかと心配しているようだった。

「ライラくんのことは、元々クロムから託されているからね。これまで通り、私はずっとキミの側そばにいるよ。だから、遠慮なく頼ってくれたまえ」

「貴女あなたに元気がないと、私もライバルとして張り合いがありません。……ですから、何かあれば是非お声がけください。貴女のライバル──そして親友として、なんでもお力になりますわ」

　彼女たちはそう言って、ライラの傷が癒えるのを見守っていてくれた。

　それから、帰還して間もない頃に、王宮区で祝勝会が開かれた。

　ライラは正直、とても参加する気分にはなれなかったが、主役として辞退するわけにはいかなかった。

　参加すると言っても、結局ライラはただ座って、時折挨拶に訪れる顔も知らない誰かに作り笑いで応えることしかできなかった。

　隣にはずっと、ミレーナがついてくれていた。

「ライラくん、食欲が無いのかい？　このコーンスープなんか、甘くて飲みやすいし、おすすめだよ？」

「……ありがとう。でも──ごめんなさい。今はいらないです」

　ミレーナはライラを心配するように、時折食べ物や飲み物を勧めてくれたが、ライラはどうしても口にすることができなかった。

　ミレーナも、ライラの胸中を察してか無理に勧めることはしなかった。それに、そう言うミレーナもまた、何も口にしていないようだった。

　そこへ、えらく着飾った貴族が数人歩み寄ってきた。謁見の間で何度か顔を見た気がしたので、偉い人なのかもしれない。ライラは少し身構えた。

「勇者殿。此こ度たびの勇者選抜の試練ならびに異界の脅威との戦いは、誠に見事でございました」

　中心に立つ、白髪の入り交じった黒髪の男が笑みを浮かべた。ライラは黙って頷うなずいた。

「しかし、そちらのご令孫の件は残念でしたな」

　取り巻きの貴族が、ライラではなく中心の黒髪の男に向かって言った。ライラには何の話だか分からなかった。

「いや、あれは優秀な血筋に奢おごってしまったのでしょう。いくらかつての勇者の血を引くからといって、命を賭として戦う覚悟がなければ、その資格は得られますまい。勇者というのは、そういうものですからな」

　ライラは、目の前の男がゼシアを勇者候補者として推していた重鎮の貴族だと気がついた。自分が戦ったわけでもないくせに、知ったような口を利きく男を見て、ライラの胸にもやもやとした憤いきどおりが湧いてきた。

「……大臣。お話し中失礼ですが、ライラくんは少し疲れておりますので──」

　ミレーナが見かねて助け船を出そうとしたところ、そうはさせまいと男はより語調を強めて言った。

「いやしかし。あの悪名高きクロム・ウルクスも、やっと罪滅ぼしをしたといったところですかな──」

　そしてより一層口を吊り上げて続けた。

「──自らの身を挺ていして勇者を守るとは。かつての仲間に強いたことを、その償いに自らも実践してみせたということでしょうな。これでやっとあの男も、勇者らしくなったというものでしょう」

　ライラは、腹の奥から煮え滾たぎる感情が込み上げて、胸を焼くのを感じた。その眼めが一瞬で鋭く研ぎ澄まされ、氷のような殺気がその場を満たした。力いっぱいに握りしめられた椅子の肘掛けが、ミシッと音を立てた。そしてライラが立ち上がろうとした瞬間──

「下郎めが──！　よくもそんな汚い口が利けたものよ！」

　その怒号は、数あま多たの人々による喧けん騒そうをものともせずにホール全体を駆け巡った。場内の誰もが、その声の主──ユリオン国王、イシルディン・オルドレッド・ユリオンに目を向けた。

　いつの間にかライラの後方の壇上に立っていた王は、ひな壇状の階段を一段ずつ下りながら、なおも怒りを帯びた声で続けた。

「先の勇者クロム・ウルクスを貶おとしめる者どもよ。おまえたちは、彼が実際に仲間を裏切って見捨てる姿を目にしたのか」

　ライラを取り囲んでいた貴族たちは、気まずそうに口をつぐんだ。

「おまえたちの言う話は、単なる噂うわさにすぎない。私は此度の試練の最中、かの者の振る舞いについて調べさせ、噂通りの悪であるのかを確かめた。その結果、彼が本当は正しき心を持つ者であると確信した」

　王はひな壇を下りて、ライラの横に立った。ライラを取り囲んでいた貴族たちは、気け圧おされて一歩後ろに下がった。王はその面々を見渡しながら続けた。

「彼らは第一の試練において、試練の期日が迫り急ぐ身でありながら、ハイネ村の者の頼みを聞いて、村を脅おびやかす魔物の討伐に協力した。おまえの擁する候補者とその一団は、村の者に目もくれなかったというのに、彼らは民の安全のために尽力したのだ。

　これは、ハイネ村の村長を始めとした、確かな筋からの証言である」

　王はちらりとホールに立つ娘──リリーアの姿を見た。

　リリーアは元々、クロムに助けられて勇者を目指し始めたという経緯があり、クロムを尊敬していた。そんな彼が、あらぬ罪で悪評を立てられていることに、人知れず心を痛めていた。したがって、今回の王の調査依頼こそ、その悪評を覆くつがえす絶好の機会だと喜んで協力した。

「また、彼らは第三の試練でサイクロプスを討伐すべく、復興が始まった故郷リーンコロニーを訪れた際にも、大勢の魔物が復興の作業員を襲うのを見て、目的の討伐をなげうってまで彼らの救出に尽力した。

　これほどに民を思い、故郷を愛する男が、自らの身を守るために同郷の仲間を進んで犠牲にするとは到底思えん」

　貴族たちは、言葉を詰まらせて黙りこんだ。

　王はライラへ向き直り、一同が注目する中で──膝を突いて頭こうべを垂れた。

「……勇者ライラ・グレイスよ。私は、そなたが尊敬する師クロム・ウルクスに悪評が立ったとき、その内容が恐らく虚偽であると勘付きながらも黙っていた。

　その理由は、一つは事の真偽に確信が持てなかったこと、一つは世論の流れに逆らう気概が持てなかったこと。つまりは、ひとえに私の心が弱かったのだ。今更ではあるが、彼の代わりに、弟子であるそなたに謝罪させてほしい」

　そう言って王は、一層深く頭を下げた。

　しかしライラはクロムではないので、どう答えてよいのか分からなかった。

　なので、クロムが旅の合間に語ってくれたことを、そのまま伝えることにした。

「……クロムさんは『勇者は立派で憧れられる存在でなくてはいけない』と教えてくれました。それは国や世界を守るために、とても重要なことなのに、自分がそうできなかったことを、とても後悔していました。

　クロムさんは陛下が、そのお父上を始めとした王家が代々守ってきた国を守り続けるため、勇者として立派じゃなかった自分を許すことができないのだと分かっていました。

　わたしの知る勇者──クロム・ウルクスは、そういう風に人の気持ちを考える人でした。

　だからきっと、陛下のことも許してくれると思います」

　ライラの言葉を聞いた王は、一言「……そうか」とだけ言葉を漏らした。会場のどこからか拍手が鳴り始め、やがて場内全体を満たしていった。それは長年に亘わたってクロムが被かぶり続けた汚名が、完全にそそがされた瞬間だった。




　ライラは語り終えると、もう一度墓碑に刻まれた名前を見た。

　──クロム・ウルクス。

　その名を、かつてのように蔑んで呼ぶものはもういない。今や彼は、二度にわたって命懸けで世界を救い、また後進を育てて三回目も世界を救った、この国一番の英雄となった。

　ライラは、その教えを受け継ぐものとして、彼に恥じないよう生きたいと思った。

「クロムさんは、勇者の資格とは『大切な何かのために、決して折れずに戦えること』だと教えてくれましたね。

　クロムさん……。きっと、わたしはこれからも、クロムさんを思い出してまた泣いてしまうと思います。ずっとずっと、あなたがいなくて寂しい気持ちのままだと思います。

　それでも、ずっと頑張ります。悲しくても戦うことは止やめません。あなたとわたしが守った世界を、守り続けるために。だから──」

　ライラは目尻に浮かんだ涙を拭うと、聖剣を抜いて天に掲げた。

「だから──わたしをずっと、見守っていてください」

　その言葉に応えるように聖剣は、クロムの瞳を思わせる赤色の温かな光を発した。

　光の粒が、ライラを包み込むように周囲を漂う。

　やがて光は一陣の風に乗って、ライラの頭を優しく撫なでるように髪を揺らしながら、空へと消えていった。











あとがき






　本作は、第三十三回ファンタジア大賞にて《審査員特別賞》を受賞したことで、出版の機会を頂きました。

　本作の元となった応募原稿を書いていたのは、二〇一九年のお盆あたりのことです。夏の終わりの夜、帰省先から東京へ戻る新幹線の中で、必死に原稿を見直していたのを、昨日のことのように思い出せます。

　本作の内容を一言で表すならば、ヒロインをはじめとする主要なキャラクターたちが、それぞれの「生きる意味」を見つける、あるいは「生きた意味」を取り戻すお話です。

　キャラクターたちは様々な痛みを抱えて生きており、世界も決して生きやすいとは言えず。物語は全体として、シリアス寄りの雰囲気になっていると思います。

　どんな物語にするか考えたとき、キャラクターたちが切実に生きる様を描きたいと思いました。しかし一方で、エンタメ作品として、読んで楽しいものにしたいという思いもありました。

　応募原稿の段階では、今よりずっとシリアスに寄った内容であったと思いますが、そこから打ち合わせを重ねつつ、一年あまり改稿の時間を頂くことで、なんとか良いいバランスになったのではないかと思います。

　しかし、ライトノベルというものは、隔月で新刊が出るようなシリーズもあるようで、改めて作家の方々の凄すさまじさを見せつけられた思いです。

　もし次巻を書く機会がありましたら、より一層気合を入れなくてはと思います。描きたい物語は、まだまだたくさんありますので、本作がお気に召しましたら、ぜひ応援していただけますと幸いです。

　最後に、ファンタジア文庫編集部のＭ様、イラストレーターのPOKImari様、賞の選考にて拙作を推してくださった審査員の方々など、本作に関わってくださった全ての方々にお礼を申し上げます。

　そしてもちろん、本書を手に取ってくださった皆様にも深く感謝を。この物語が、皆様の記憶の片隅に居場所を頂けたのなら幸いです。
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